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専修大学21世紀ビジョン
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」

社会知性（Socio-Intelligence）
専門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核としながらも、深い人間理解と倫理観を持ち、
地球的視野から独創的な発想により主体的に社会の諸課題の解決に取り組んでいける能力

専修大学が創り育てる“知”

2020年9月16日、創立140周年
　 専修大学は、米国から帰国した 4人の若者により、1880 年（明治 13年）に創立されました。日本で初めて、
日本語で経済学と法律学を共に学べる高等教育機関「専修学校」の誕生でした。
　以来、本学は創立者たちの建学時の精神を脈々と継承し、わが国の高等専門教育の確固たる歴史を築いてきま
した。
　2020 年に専修大学創立 140周年を迎えた今、めざすは 21世紀ビジョンとして掲げる「社会知性の開発」で
す。18歳人口が減少し、グローバル化やAI の台頭など社会構造が変化するなか、よりしなやかで力強い、社会
で活躍できる多様な人材を輩出するため、さまざまな取組みを進めています。

生田キャンパス 神田キャンパス
●小田急線
　向ヶ丘遊園駅（新宿から急行で約20分）
　北口よりバス約10分または南口より徒歩14分
●東急田園都市線・横浜市営地下鉄
　あざみ野駅よりバス約35分
　直通バス（学生専用）約20分

●JR水道橋駅西口より徒歩7分
●地下鉄東西線・半蔵門線・都営新宿線
　九段下駅「5」出口より徒歩3分
●地下鉄半蔵門線・都営新宿線・三田線
　神保町駅「A2」出口より徒歩3分



　2021（令和 3 ）年度も未だ先の見えない

コロナ禍が続いている。大学でもひき続き感

染症拡大防止をふまえながら、様々なバリ

エーションで授業が展開され、オンライン

（同時双方向型、オンデマンド)、対面、アク

ティブラーニングの様々な方向性が提示さ

れ、形も定着しつつある。いっぽう資格課程

で目指す、教職、司書、司書教諭、学校司書、

学芸員の資格を取得した人たちの未来の舞台

となる学校、図書館、博物館においても、目

まぐるしく変わる日々の中でコミュニケーシ

ョンの形は進化し、着実に対応していくこと

が求められている。 

　学芸員課程を担当させていただいている私

は、将来学芸員の職をめざす学生に対して、

様々な経験や知識を伝えると共に、互いに切

磋琢磨しながら研鑽を積むことができたらと

考えている。実際に学芸員の仕事の１つとし

て資料収集があり、実物以外にも聞き取り調

査を行ない、記録を残して継承していくこと

もある。今年度はある調査地で学生と共に、

伝統工芸品の生産に関する聞き取り調査を行

なった。目的は、伝統的技術を用いる仕事の

情報を復元できるようなレベルで収集するこ

とである。聞き取り調査では、質問項目を話

者に尋問するような形で進めるのではなく、

自然な会話の中で必要な情報を抽出してまと

めていくのが基本である。また調査をする側

からの都合を一方的に押し付けるのではな

く、相手に対して常に敬意を払いながら対応

し、貴重な機会を存分に活かして進めていく

必要がある。 

　今夏はコロナ禍の中で、当初は対面での聞

き取りが困難であったため、ビデオ会議を使

ったオンラインでの調査から入った。調査補

助員を務めた学生にとって、調査地を訪れた

こともなく、身近な話題ではないため想像も

しにくい所があったが、調査前には参加者全

員で話者に対しての質問を考え、インタビュ

アーと補助、記録などの係の分担を行ない、

段取りを整えて聞き取りに臨んだ。慣れない

オンラインで、調査をする側も対応いただく

話者も双方のカメラで顔を映しながら、マイ

クに声をのせてやりとりを行なった。話題に

関係する画像を画面共有して映し、何とか工

夫しながら質問をしたが、やはり一問一答の

形式となってしまった。最初は緊張のせい

か、質問して答えていただく度に「ありがと

うございます。」と反応し、自然な会話の形

となるには程遠かったといえる。話す時の雰

囲気やニュアンス、現場に行かないと理解で

きない壁は、オンラインのコミュニケーショ

ンの中で高く立ちはだかった。年末になりよ

うやく調査地での調査がかない、マスク越し

ではあるが、話者と直接対面での聞き取りが

可能となった。前の経験を基にした事前準備

は万端であったが、実際には現場で臨機応変

に対応した形に切り換えながら進める必要が

あり、次の壁が立ちはだかった。結果とし

て、各々の調査で立ちはだかった壁は単純に

失敗を語るのではなく、それぞれのコミュニ

ケーションの場を理解し、次なる目標をより

明確にすることができたといえるのではない

だろうか。 

　様々なコミュニケーションの形を経験する

ことは、ソーシャルディスタンスが求められ

る現在を生きる私たちの糧である。どのよう

に伝え、応えるか、さらに頭を悩ませ考えて

いくことが前進に繋がる。教育を担う資格を

取得しようとする学生の皆さんには、コロナ

禍の中でのたいへんな経験を活かしながら、

様々なバリエーションがある中での「伝え

方」、「応え方」の方法について深く考え学

び、コミュニケーションの進化に対応して

いってもらいたい。相手が見えなくなってい

る今、相手を思いやり、想像し、伝えたいこ

とを伝えられることが肝要と考えるのであ

る。 
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コミュニケーションの進化
教職課程協議会委員長　文学部　教授　髙島　裕之



表題はイタリア語でパッソ・ア・パッソと読み、「一歩ずつ」という意味です。 
地道に努力して難関に挑戦し、突破してほしいという願いが込められています。
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   教職課程 … 中・高等学校の教員免許状取得

   司書教諭課程 … 「司書教諭」学校図書館の専門的な業務を担う教員

   司書課程 … 「司書」公共・大学図書館等の専門的職員

   学芸員課程…博物館の専門職

■5つの資格課程

　「教職課程」は、大学卒業後、国公立・私立学校の教育職員（教員）になろうとする者が教育職員免許状を取得す
るためのものであり、教員を養成することを目的としています。 
　公立学校の教員になるためには、教育職員免許状を取得（取得見込）した上で、都道府県及び政令指定都市教育
委員会の実施する「教員採用候補者選考試験」に合格しなければなりません。 
　　<本学で取得可能な免許状>（令和 3 年度入学者）

　「司書教諭」とは、小・中・高等学校等の教育に不可欠な学校図書館の専門的な業務に携わる教員です。司書教
諭は教育の現場で、他の教職員と協力しながら、読書や図書館利用に関する指導をしたり、教員に対して図書館を
活用した授業展開ができるように支援する役割などを担っています。司書教諭の資格は教員免許状を持たなければ
有効にはなりませんので、司書教諭の資格取得を希望する場合には、教職課程と司書教諭課程の両方を履修する必
要があります。

   学校司書課程 … 「学校司書」学校図書館サービスを担う専門職員

　「学校司書」は、小学校・中・高等学校等において、図書館資料の管理、資料の貸出や図書館利用ガイダンス、
読書活動の推進、及び、授業の支援や児童・生徒の情報活用能力の育成などを行う役割を担います。2014 年の学校
図書館法の一部改正により、学校の設置者は学校司書の配置の促進に努めるものとされました。学校司書課程は、
学校司書が職務を遂行するための基礎的な知識・技能を習得するための科目を、文部科学省が提示したモデルカリ
キュラムにもとづいて開講しています。

　「司書」とは、公共図書館、大学図書館、研究機関や企業の図書館・資料室などで、様々な種類の資料を収集
し、利用者に対して適切に提供する専門職です。司書課程では、図書館の歴史や仕組み、資料の選び方や整理の仕
方、電子メディアの活用法、出版流通の仕組み、子どもや障害のある人々に対する図書館サービスのあり方など、
図書館に関連する幅広い知識・技術を学びます。常に社会状況に適合した図書館のあり方を展望し、他者と連携・
協力して、現状を積極的に改革する意欲を持つことが必要です。

　「学芸員」とは、博物館において、資料の収集、展示、保管、調査研究、その他これに関連する社会教育的活動
などの専門的な仕事に携わる職員です。ここにいう博物館とは、美術館、歴史資料館、民俗資料館、民芸館、文学
館、動・植物園、水族館などあらゆる分野の公・私立の施設を指しています。こうした博物館に勤務するためには、
学芸員の資格を有することが必要です。学芸員の資格を取得するには博物館法第 5 条に、学芸員は「学士の学位を
有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得した者」と規定されています。 
　ひとくちに博物館と言っても、歴史資料や考古資料、美術品など、扱う資料によって種類はさまざまです。学芸
員を目指すなら専門知識を高めておくことも大切です。また学芸員の資格を活かし、博物館をサポートする職種に
つくことも可能です。

学　　部 学　　科 種　　類　・　教　　科　　　
中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状

 
経済学部 

現代経済学科 社会 公民
生活環境経済学科 社会 公民
国際経済学科 社会 地理歴史、公民

法学部 法律学科 社会 地理歴史、公民
政治学科 社会 地理歴史、公民

経営学部 経営学科 社会 公民、商業、情報

商学部 マーケティング学科 社会 公民、商業、情報
会計学科 商業

 
文学部 

日本文学文化学科 国語 国語、書道
英語英米文学科 英語 英語
哲学科 社会 地理歴史、公民
歴史学科 社会 地理歴史、公民
環境地理学科 社会 地理歴史、公民

ネットワーク情報学部 ネットワーク情報学科 数学 数学、情報

人間科学部 心理学科 社会 公民
社会学科 社会 地理歴史、公民

国際コミュニケーション学部 日本語学科 国語 国語



好きなこと、チャレンジしたいことが、 
キャンパスで楽しく身につくなんて！！

教員を目指す
あなたへ

図書館で働きたいなら 博物館・美術館で 
働きたいなら

学芸員課程教職課程 司書・司書教諭・学校司書課程

教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程ガイダンス

1 ～ 4 年次 
教職課程履修登録 
4月上旬

3・4年次 
介護等の体験 

（中学校教諭免許状取得希望者） 
5 月下旬～3月上旬

3・4年次 
図書館実習 
（希望者） 
8 月～11月

3・4年次 
博物館実習 
（館務実習） 
7 月～9月

4年次 
教育実習 
5月～11月

卒業時（事前に申請した者） 
教員免許状の交付 

3月

卒業時（希望者） 
司書資格取得証明
書・学校司書課程
修了証明書の申請
および交付

卒業後（事前に申請した者） 
学校図書館 

司書教諭講習修了証書 
の交付

卒業後（希望者） 
学芸員資格取得証明書 
の申請および交付

1 ～ 4年次 
司書課程 
学校司書課程 
履修登録 
4月上旬

1 ～ 4年次 
司書教諭課程 
履修登録 
4月上旬

1 ～ 4年次 
学芸員課程 
履修登録 
4月上旬

司書・司書教諭・学校司書課程サポート 学芸員課程サポート

司書課程就職（進路）懇談会　12月開催 学芸員課程セミナーを開催

　図書館関係者をゲストに迎え、
図書館関連の就職や大学院進学に
ついて懇談をしています。

　平成30年12月に第1
回学芸員課程セミナー「博
物館、学芸員のしごと」を
開催しました。



　本学と連携協定を結んでいる高等学校及び専修大学附属高等学校で、教科担当教員の指導の 
 下、教育活動に関する様々な研修を行うのが教科研修生制度です。現在、国語、英語、社会、 
 情報、数学、そして学校の特色に応じて設定される学校設定科目などで研修が行われています。 
教育実習前に学校現場を体感し、教科等の指導を体験できる「教職版インターンシップ」と言 

　 える貴重な制度です。 
　研修期間は、半期間で特定の曜日に研修を行う形か、春期休暇期間中の一定期間に集中して 

　 研修を行う形があります。

　教科研修生制度

　多摩区・3大学連携事業として、川崎市多摩区と日本女子大学が取り組んでいる「学校教育 
ボランティアによる学校サポート事業」に本学も参加しています。学生が川崎市多摩区内の 

　 小・中学校に週1、2回程度ボランティアとして出向き、学校をサポートするものです。 
　  活動内容は、教科指導中の個別指導の補助、部活指導の補助、サポート学級の補助などです。 
学校や児童生徒の理解、授業力の向上など教員としての資質の向上に役立ちます。今や教員志 

　 望者にはボランティア経験が不可欠で、その貴重な体験の場となります。

　多摩区・3大学連携事業学校教育ボランティア

　教職公開講座は、教職をめざす学生を対象にした入門講座です。年に1度、10月上旬の土 
曜日に開催します。教員に採用された本学の卒業生を講師として招き学校の様子や教員採用試 
験の対策について話していただきます。また採用試験官の経験者を招き試験の傾向や求められ 
る教師像などについて話していただきます。この講座を受講することで採用試験の準備がしや 

　 すくなるだけでなく、教員になるための学生生活の送り方も理解することができます。

　教職公開講座　10月上旬開催

　本学では、玉川大学と連携し、小学校教員養成特別プログラムを設けています。このプログ 
ラムにより、本学に在学したまま玉川大学通信教育課程の科目等履修生となり、免許状取得に 

　 必要な科目を受講し、卒業と同時に小学校教諭二種免許状の取得をめざすことができます。 
　ただし、免許状取得には本学の卒業要件単位と、中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一 
種免許状を取得するための教職課程の単位を充足した上、さらにこのプログラムの諸科目の単 
位を修得しなければなりません。ゆえに、プログラム参加学生は、多大な努力が求められるこ 

　 とを十分に認識し参加してください。 
　 ※商学部会計学科は除きます。 
　 ※このプログラムは小学校教諭二種免許状の取得を保証するものではありません。

　玉川大学との連携による小学校教員養成特別プログラム

　教員をめざす学生を対象に教職相談を行っています。本気で教員をめざす学生はもちろん 
のこと、教員をめざすかどうか迷っている学生の相談も受け付けています。さらに希望者に 
は、教員採用試験で求められる小論文作成や面接の方法などの指導を行っています。担当する 
のは、教員採用試験の実際を良く知る本学教職相談員（専任教員・名誉教授）のため、より実 

　 践的な指導を受けることができます。

　教職相談

　教員採用試験の勉強を始めるとしてもどのように対策を進めればよいか戸惑うことが少なく 
ありません。本学では本気で教員をめざす者を対象に、教員採用試験対策講座を開講していま 
す。対象者は、本学学生と大学院生、本学の科目等履修生及び卒業生です。授業期間中は土曜 
日に実施しています。受験指導専門学校と提携していますが、経済的に大きな負担とならない 
受講料の設定となっています。１年間を通じて計画的な指導が徹底して行われるため、合格の 

　 可能性を高めることができます。

　教員採用試験対策講座（エクステンションセンター主催講座）ガイダンス：4月、5月開講

※上記のプログラムや講座は、希望する学生のみを対象とするもので、教職課程を 
　受講するすべての学生が対象となるものではありません。

教
職
課
程
サ
ポ
ー
ト



教　員 教員に求められる総合力を養う教職課程

　国公立・私立学校を問わず、小学校、中学校、高等学校、特別
支援学校、幼稚園の教員及び養護・栄養教諭になるには、各校
種・科目ごとの教育職員免許状が必要です（小学校の場合、全科
又は科目）。免許状は、大学等において学士の学位等の基礎資格
を得るとともに、文部科学大臣が認定した課程において所定の

教科及び教職に関する科目の単位を修得し、申請書類等の審査
を受けて適格であると認められた者に授与権者（都道府県教育
委員会）から授与されます。ただしその後、教員として採用され
るには、以下のような流れがあります。

[ 公立学校の場合 ]　 教員採用試験の出願から採用までの流れ

募集要項配布 
 (3月下旬～5月下旬)

受験願書受付 
 (4月上旬～6月下旬)

1 次試験 
 (7月上旬～下旬)

1 次試験合格発表 
(7月下旬～9月上旬)

教員として勤務 
(4月1日～)

〉 〉 〉 〉
　募集要項によって初めてその年の試験科
目や試験日程が発表されます。販売されて
いないので都道府県・政令指定都市の教育
委員会に問い合わせて入手しなければなり
ません。

　必要書類をすべて揃えて、教育委員会へ
提出します。提出方法は郵送の場合もあれ
ば、直接持参しなければならない場合もあ
ります。近年では電子申請による方法も
増えてきています。

　全国的に筆記試験を中心に行われます。
ただし、都道府県・政令指定都市によって
試験科目は異なります。

2次試験 
 (8月上旬～9月下旬)

2 次試験合格発表 
 (9月中旬～10月下旬)

採用内定 
(10月上旬～翌3月下旬)〉 〉 〉

　日程は都道府県・政令指定都市によって
異なります。内容は人物評価に関する面接
や模擬授業などが中心ですが、論作文試験、
実技試験、場面指導、適性検査なども行われ
ます。

　 2次試験に合格すると、名簿登載が決ま
ります。ほとんどの場合、合格発表は郵送。
ランク登載の場合はそのランクも表記され
ています。

　合格してから市区町村の教育委員会や学
校長による面接などを経て、赴任校が決ま
ります。実際に採用が確定するのは10月
上旬から翌3月下旬にかけてです。

　受験者宛に郵送にて結果が通知されま
す。開示請求により、総合成績のランクな
ど、通知より詳細な結果を知ることのでき
る都道府県・政令指定都市もあります。

教員採用試験の内容 
　教員採用試験では、基本的に次の 
5つの試験があります。

【筆記試験】 
　教養試験及び各教科の専門試験が行われます。教養試験
は、教職教養と一般教養からなり、ほとんどの自治体（都
道府県及び政令指定都市）が両方の試験を課していますが、
片方だけを課すところもあります。

【面接試験】 
　個人面接・集団面接・集団討論・模擬授業・場面指導な
ど様々な形態で行われます。最近は人物的要素を重視する
傾向が高まり、選考結果に占める面接試験のウエイトが大
きくなってきています。そのため、1次・2次を通して2～
3回面接を行う都道府県（政令指定都市）も見られるよう
になり、特に模擬授業は約 7割の都道府県（政令指定都
市）が取り入れています。

【論作文試験】 
　教育論や実践的な指導方法のテーマを課し、受験者の人
格や教師としての考え方・資質を問う試験として、面接試
験と同じく重要視されています。

【実技試験】 
　小学校の音楽や体育、中学校・高校の英語・音楽・家
庭・保健体育・工業・商業などで行われます。主に、その
教科に関わる基本的な技術・技能を見る試験ですが、情報
化の進展に伴い、全志願者にパソコンの操作を課す自治体
が増えています。

【適性検査】 
　教員に要求される資質を客観的に調べるために実施さ
れます。主に、内田クレぺリン精神検査、Y-G 性格検査、
ロールシャッハ・テストなどが用いられます。

　公立学校の教員採用試験は、正式には「教員採用候補者
選考試験（検査）」といい、教員として採用する候補として
適した人材を選抜するものです。しかしながら、この教員
採用試験に合格したからといって採用されるわけではあり
ません。この点が民間企業と異なる点であり、この試験の
大きな特色といえるでしょう。最終合格発表（2次試験合

格発表）は都道府県・政令指定都市によっても異なります
が、概ね 9月中旬～10月下旬頃に行われます。しかしそ
の頃はまだ、次年度の児童・生徒数や退職教員数などが確
定していない場合が多く、地域や校種、教科ごとに必要な
教員数が判明していない状態です。そのため、合格者数が
実際に必要となる教員数を上回れば、合格しても採用され

ないという状態が生まれてきます。しかし仮に内定が出な
くても、合格後1年以内に欠員が生じた場合は中途採用も
あるほか、1年間採用されなかった場合でも次年度の1次
試験が免除される都道府県・政令指定都市も見られます。

[ 採用試験後の流れ ]

[ 私立学校の場合 ] 

採用までの流れ

　それぞれに独自の教育方針や校風がある私立学校では、選考方法や基準も各校により異なり
ます。したがって、志望に当たっては各私立学校に対して、その年の募集計画などを各自で直
接確認することになります。また、各都道府県に設置されている私学協会が私学教員適性検査
を実施していたり、窓口となって募集している場合もあります。その他、大学の求人票やイン
ターネットなどにより公募を行っているケースもあります。
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教員を目指す 
国公立・私立学校の教員になるためには教育職員免許状が必要です。



司　書 学  校  司  書

【図書館の実践的な知識が身につく司書課程】 
 
　「司書」とは、公共図書館、大学図書館、研究機関や企業の調査部、資料室などで、資料（図書、
雑誌、CDやDVD等）を収集し、利用者に対して適切に提供する専門職です。 
　資格を取得するには、大学・短大の司書課程を履修するか、司書講習を受講する方法がありま
す。司書課程を開講している大学・短大は少なくありません。その多くは、私立の大学・短大で、
通信制大学もあります。 
　司書課程・司書講習では、子どもの読書、資料の選び方や整理の仕方、情報検索、著作権、出
版流通の仕組みなど、図書館に関連する幅広い知識・技術を学びます。 
　生涯学習社会・情報社会といわれる今日、司書の果たすべき役割は非常に大きく、熱意と素
養のある人材が求められています。 
 
【就 職】  
1．公共図書館 
 
　各自治体で実施される公務員採用試験を受験します。「司書職」として採用される場合と、「一
般行政職」として採用された後に図書館に配属される場合があります。前者の場合には、採用時
までに司書の資格を取得している必要があります。いずれの場合でも非常に高い競争率です。ま
た正規職員としてではなく、嘱託や非常勤の形で採用されることもあります。 
 
2．国立国会図書館 
 
　国立国会図書館職員総合職試験又は一般職試験（大卒程度試験）を受験します。試験内容
はともに大学卒業程度ですが、総合職のほうが難易度が高いです。1 次試験は教養試験（多肢
選択式）、2次試験は専門試験（記述式）・英語試験（記述式）・小論文試験（総合職のみ）・性格
検査・個別面接、3次試験は集団討論（総合職のみ）・個別面接です。 
 
3．国立大学法人等の図書館 
 
　地区ごと（北海道、東北、関東甲信越、東海・北陸、近畿、中国・四国、九州）に実施される国立
大学法人等職員採用試験を受験します。大学職員の「事務系（図書）」として働くことになります。
試験内容は、1 次試験が教養試験多肢選択式（大学卒業程度）、2 次試験が専門試験および各
大学での面接です。 
 
4. 私立大学等の図書館 
 
　それぞれ独自の方法で採用しています。求人募集は、大学のホームページ等で行われていま
す。また正規職員としてではなく、嘱託や非常勤の形で採用されることもあります。

司  書  教  諭

【学校図書館を活かす司書教諭課程】 
 
　「司書教諭」とは、初等・中等教育の基礎をなす学校図書館の専門的な仕事に携わる教員です。司
書教論は学校教育の現場で他の教職員と協力しながら、学校図書館の資料提供はもとより、直接
児童・生徒たちに図書館や読書に関する指導や、教員に対して図書館や図書館資料を活用した授
業展開ができるよう支援するといった役割を担っています。 
　司書教諭の資格は、教育職員免許状を持つ者にのみ認められるので、教職課程と司書教諭課程
のある大学で必要な科目の単位を修得し卒業すると「教育職員免許状」と「司書教諭」の資格が得
られます。平成15年度から12学級以上の学校では必ず司書教諭を配置することになりました。
有資格者へのニーズは高いです。 
 
※経営学部ビジネスデザイン学科、文学部ジャーナリズム学科および国際コミュニケーション 
　学部異文化コミュニケーション学科では司書教諭の資格を取得することはできません。 
 
【就 職】  
　公立学校の場合は、教員採用試験を受験しなければなりません。私立学校の場合は、それぞれ
独自の方法で採用を実施しています。詳しくはP6を参照してください。

【学校図書館を支える学校司書課程】 
 
　「学校司書」とは、初等・中等教育の基礎をなす学校図書館の職務に司書教諭と協働しながら従
事する職員です。学校司書は、学校および学校図書館において、図書館資料の管理などの「間接的
支援」に関する職務、閲覧や貸出、レファレンスサービスなどの「直接的支援」に関する職務、授
業の支援や情報活用能力の育成などの「教育指導への支援」に関する職務の3つの職務を担って
います。 
　学校司書課程では、上記の3つの職務に必要な知識・技能を身につけるための諸科目を設けてい
ます。これらの科目の多くは、司書課程、司書教諭課程と乗り入れており、司書、司書教諭という
関連する資格も取得しやすいように配慮しています。 
　学校司書の配置は努力義務ではあるものの、学校図書館の運営の改善と向上、児童生徒の学習
活動や読書活動での活用への期待から、配置する学校は増加傾向にあります。こうした期待に応
えられる人材が求められています。 
 
【就 職】 
 
　公立学校の場合は、各自治体での採用試験を受験します。正規職員は、司書の採用試験の合格
者が学校に配置される状況があります。私立学校の場合は、それぞれ独自の方法で採用していま
す。嘱託や非常勤の形で採用されることもあります。求人募集は、ホームぺージ等で行われてい
ます。

学  芸  員

【博物館で専門職となる学芸員課程】 
 
　「学芸員」とは、博物館において、資料の収集、展示、保管、調査研究、その他これに関連する社
会教育的活動などの専門的な仕事に携わる職員です。ここにいう博物館とは、美術館、歴史資料
館、民俗資料館、民芸館、文学館、文書館、動・植物園、水族館などあらゆる分野の公・私立の施
設を指しています。こうした博物館に勤務するためには、学芸員の資格を有することが必要です。
学芸員の資格を取得するには博物館法第5条に、学芸員は「学士の学位を有する者で、大学にお
いて文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得した者」と規定されています。  
　学芸員の仕事は人気が高いうえ、募集もわずかなので、実際に学芸員の職につくのは相当な難
関といわれています。ひとくちに博物館と言っても、歴史資料や考古資料、美術品など、扱う資料
によって種類はさまざまです。学芸員を目指すなら専門分野の知識を高めておくことも大切です。 
 
【就 職】 
 
1．公立博物館の場合 
 
　学芸員については定期的に採用試験があるわけではなく、採用は欠員の補充か、博物館の新
設・拡充の際に行われます。その場合は教員や一般職員（公務員）として採用した人の中から、学
芸員資格を持っている人を部署の配属・異動という形で学芸員に採用することがあります。また
県立や大都市の博物館は、一般の採用試験（公務員採用試験）とは別に学芸員の採用試験を実施す
ることが 多く、採用試験の実施はその自治体の広報紙やホームぺージで公開されます。 
　採用試験では一般教養のほかに、博物館学の知識と、募集する専門分野に関して広く深い知識
や技能が問われます。また正規職員としてではなく、嘱託や非常勤の形で採用されることもあり
ます。 
 
2．私立博物館の場合 
 
　それぞれ独自の方法で採用を実施しています。
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はじめに 
　 2017 年及び 2018 年に改訂さ
れた新学習指導要領（以下、新要
領）は、本年 4月からの高等学校
での実施により全面実施となる。
新要領では、これまでにない大幅
な変更がなされた。各教科及び科
目の目標を、柱書の目標と育成す
べき三つの資質・能力に沿った目
標に細分化し、学習内容もそれに
沿って提示された。また、これか
らの時代に求められる資質・能力
を育成する方法として「主体的・
対話的で深い学び」（アクティ
ブ・ラーニング等）が示され、さ
らにコンピュータや情報通信ネッ
トワークなどの情報技術の活用、
すなわち ICT の活用も重要な学
習・指導方法として強調されてい
る。 
　文部科学省は、新要領の実施に
先立ち、2019 年 12 月に GIGA
スクール構想を発表した。GIGA
スクール構想とは、PC やタブ
レット端末を児童生徒一人 1 台
配布して ICT を活用した授業を
実施するというものである。当
初、2023 年までに完了する予定
であったが、新型コロナの影響に
よるオンライン授業実施の必要性
から前倒しとなり、2021 年度か
ら開始されている。 
　その後、2021 年 1 月には、
2020 年代の日本の学校教育の方
向性を示した中央教育審議会答申
「『令和の日本型学校教育』の構
築を目指して～全ての子供たち
の可能性を引き出す、個別最適な
学びと、協働的な学びの実現～」
が発表された。この答申には、
GIGAスクール構想を具体化する
内容も含まれ、学校教育での ICT
活用の推進が強調されている。そ
れを実現するため、児童生徒の指
導にあたる現職教員の ICT 活用
能力を向上させる研修実施、また
教員養成課程での ICT 活用能力
の育成を求めている。ICT の活
用は、「主体的・対話的で深い学
び」（アクティブ・ラーニング等）
を実現するための一方策でもあ

り、学校教育全般で積極的な推進
が求められている(1)。 
　そこで本稿では、すべての教
科・科目等で実施が求められてい
る ICT活用の背景、実現方法、効
果を確認し、最後に教職実践演習
（中・高）での私の試みを示した
い。 
 
 1．新学習指導要領が示した ICT 
　の活用 
　まず、ICTの活用がめざす情報
活用能力の育成について触れてお
かなければならない。文部科学省
は、情報活用能力について「世の
中の様々な事象を情報とその結び
つきとして捉え、情報及び情報技
術を適切かつ効果的に活用して、
問題を発見・解決し自分の考えを
形成していくために必要な資質・
能力。」と定義している(2)。情報
活用能力の育成は、旧要領でも言
及さていたが、今回の改訂ではさ
らに強調された。 
　新要領は、総則で情報活用能力
の育成の必要性について、次のよ
うに言及している。今日、コン
ピュータ等の情報技術は急激に進
展し、人々の日常生活に浸透、将
来も膨大な情報（データ）が生み
出され蓄積されていくことが予想
され、情報を適切に選択・活用し
ていくことが不可欠な社会が到来
しつつある。そうした社会では、
情報活用能力の育成が極めて重要
になる。その能力は学習の基盤と
なる資質・能力で、確実に身に付
けさせる必要があることから、今
回の改訂において各教科等で適切
に活用した学習活動の充実を図る
ようにした。児童生徒の情報活用
能力の育成には、コンピュータや
情報通信ネットワークなどの必要
な環境を整え日常的に活用する必
要があり、教科等で適切に活用し
た学習活動の充実を図ることが重
要である。情報の収集、処理や発
表などに当たってコンピュータや
情報通信ネットワークなどの情
報手段を積極的に活用し指導に
生かすことで、生徒が主体的に情

報手段を活用して学習に取り組
むことができるようにするとして
いる(3)。 
　つまり情報社会が到来してお
り、子供たちにはこの時代に対応
するために情報活用能力を育成す
る必要がある。この能力は、これ
からの学校教育において学習の基
盤となる資質・能力で、ICT 環
境、すなわちコンピュータや情報
通信ネットワークなどの情報手段
の整備と、教科等で日常的に ICT
を活用して情報の収集・処理・発
表する指導を行う学習活動の充実
によって確実に身に付けさせるこ
とができるとしている。 
 
 2．「令和の日本型学校教育」 
　GIGAスクール構想の前倒し決
定後の 2021 年 1月 26日に出さ
れたのが、先に言及した 2020 年
代の日本の学校教育のあり方を方
向づける中教審答申「令和の日本
型学校教育」である。 
　この答申は、これまでの日本の
学校教育について、学習指導だけ
でなく生徒指導も主要な役割とし
て担う「日本型学校教育」が諸外
国から高い評価を得てきたとの認
識を示し、一方でその結果、教師
の長時間勤務による負担増大とい
う課題が生じていること、また学
習場面でのPCやタブレット端末
等のデジタル・デバイス使用が低
調で加速度的に進展する情報化へ
の対応が遅れていることを指摘し
た。そして 2020 年代を通じて実
現すべき「令和の日本型学校教
育」は、AI やロボティクス、ビッ
グデータ、IoT といった技術が高
度に発展したSociety5.0 の時代
にふさわしい個別最適な学びと
協働的な学びの実現にあるとし
た(4)。 
　個別最適な学びとは、指導の個
別化（個に応じた指導）によっ
て個々の子供の特性や学習進度に
応じて指導すること、また学習の
個性化によって一人一人の子供の
興味・関心に応じた最適な学習の
機会を提供することであるとす

経済学部　教授　矢吹　芳洋

中央教育審議会答申「令和の日本型学校教育」とICTの活用
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る。この個別最適な学びの実現に
は、ICTを活用して収集した学習
履歴（スタディ・ログ）や指導上の
データ等を利用する必要があると
している。 
　そして協働的な学びとは、同一
学年・学級、異学年間、さらに空
間的・時間的な制約を超えた学校
の子供たちとの学び合いを指し、
個別最適な学びによって学びが孤
立化してしまう危険性を防止する
ためにも、多様な他者との協働的
な学びの実現が必要であるとして
いる。この学びも ICTの活用によ
って可能になるとしている。この
ように ICT 活用の重要性を強調
している。 
　答申は、ICTの活用に次のよう
な効果があるとしている。第一
に、一人一人の個性（興味・関
心）に応じた個別最適な学びが提
供できる。第二に、多様な子供た
ちへの対応が可能になり教育の機
会均等を保障できる。具体的に
は、学校になじめない子供（不登
校）、障害のある子供、日本語指
導が必要な子供、学びたくても学
べない子供（病気療養）たちに学
習機会を提供できる。第三に、地
理的制限を超えた学びを提供でき
る。過疎地域の複式学級で学ぶ児
童生徒など、集団での学習機会が
失われがちな子供たちに均等な教
育機会を提供できる。第四に、多
様な他者と空間を超えた協働的な
学びが実現できる。つまり国内の
遠隔地域や諸外国の学校との交流
を可能にする。第五に、学校教育
の質の向上を図ることができる。
一斉指導では伸ばせなかった資
質・能力の育成を図ることができ
る。第六に、これまでできなかっ
た学習活動の実施、家庭等の学校
以外の場での学びが実現でき、新
たな感染症や災害の発生等の緊急
時にも子供たちの学びを保障でき
る。さらに第七として、ICT の活
用は子供たちの学びを変えるだけ
でなく、ICTを通して収集した学
習履歴や指導上のデータ等の利用
によって教師の事務負担の軽減が

可能となるとしている。 
　これからめざすべき方向性につ
いて、ICT（デジタル・デバイス）
を「文房具」として日常的に活用
できるようにし、「主体的・対話
的で深い学び」の実現に向けた授
業改善に生かす。ただし一方で、
ICTの活用自体を目的化してはな
らず、また ICTが子供たちに与え
る影響も考慮しなければならない
と注意を喚起している。 
　当然のこととして、現職教員と
その教員を養成する教職課程にも
対応を求める。現職教員は、研修
等を通じて ICTの活用能力、ICT
活用指導力、データリテラシーの
向上を図る。教職課程には、各教
科等の指導法の授業において国が
作成した ICT 活用コンテンツを
活用、また各教科に共通する ICT
教育の指導力を総論的に習得でき
る新しい科目の設置、教職実践演
習（中・高）の模擬授業などでの
ICTを活用した授業などを求めて
いる(5)。 
 
むすびにかえて 
　教職課程の最終科目である教職
実践演習（中・高）を担当してい
るが、先の中教審答申に則り、履
修者に新たな学習・指導法等を活
用した授業づくりを行わせてい
る。現在の履修者は、中学校社会
科、高等学校の地理歴史科、公民
科、商業科の免許取得を目指す学
生たちである。最初に、学習指導
要領の改訂内容、中教審答申など
の学校教育改革の流れや背景を概
説し、そこで示された ICT 活用
の他、「主体的・対話的な学び」
（アクティブ・ラーニング等）、
「見方・考え方」などの新たな学
習・指導法や視点を詳説し、さら
に幾つかの実践例を紹介した後
に、教育実習で担当した分野・科
目をベースに、商業グループ、地
理グループ、日本史グループ、世
界史グループ、公民グループの 5
グループに分け、各グループ 5か
ら 6 名を振り分け授業づくりを
行わせている。取り組む単元につ

いては各グループの選択に委ね、
最後にその成果をグループごとに
発表させる。まだ新要領が実施さ
れていない高校での実習体験者が
多く、新しい指導法に基づく授業
づくりには戸惑いが多いが、ICT
機器やソフトを、どの場面で、ど
う活用し、また生徒に活用させる
か懸命に模索している。 
　実はこうした授業づくりは、今
年度が初めてではない。新要領の
姿が明確になった 2019 年度か
ら、先取りする形で取り組んでき
た。これまでの報告の中には、パ
ワーポイントを用い、動画を組み
込み、さらに履修者が教員と生徒
役に扮し ICT を活用する授業風
景をドキュメンタリー風動画にま
とめた優れた報告もあった。 
　教職課程の教員は、履修者に
ICTの活用した授業づくりの方法
を教える立場である。しかし残念
ながら、情報教育を専門とする一
部のスペシャリストを除き、ICT
に精通した者は多くない。新型コ
ロナ禍に伴うオンライン授業の実
施でもそうであったように、多く
は暗中模索の状態にあるはずであ
る。それでも頑張って進めて行か
なければならない。「情報化が加
速度的に進むSciety5.0 時代」の
真っただ中にいるのだから。 
 
（1）朝日新聞朝刊 2021 年 8月 5日付。 
（2）文部科学省『教育の情報化の手引き 
　 追補版』2020 年 18頁。 
（3）高等学校学習指導要領（平成 30年告 
　 示）解説　総則編　54-55 頁等。 
（4）Sciety5.0 とは、内閣府が打ち出した 
　 第四次産業革命の時代に日本が先駆け 
　 て実現すべき社会像で、サイバー空間 
　 （仮想空間）とフィジカル空間（現実空 
　 間）を高度に融合させたシステムによ 
　 り、経済発展と社会的課題の解決を両 
　 立する、人間中心の社会であるとして 
　 いる。内閣府ホームページ「Sciety5.0 
　 実現に向けて」 
（5）中央教育審議会答申『「令和の日本型 
　 学校教育」の構築を目指して～全ての 
　 子供たちの可能性を引き出す、個別最 
　 適な学びと、協働的な学びの実現～』 
　 （令和 3年 1月 26日）75-82 頁。 
※未成年者を表す用語として、子ども、こ 
　ども、子供などあるが、本稿が文部科学 
　省の答申等を扱ったものであることか 
　ら、子供の語を用いた。
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　平成 30年版高等学校学習指導
要領では、高等学校国語科の必履
修科目が「現代の国語」と「言語
文化」の二つの科目に分けられ
た。さらに「現代の国語」の「読
むこと」領域の教材については、
「現代の社会生活に必要とされる
論理的な文章及び実用的な文章と
すること」とされ、文学的文章を
「読むこと」領域の教材にはでき
ないことが明記された（「3 内容
の取扱い(4)」）。このことは、新
しい学習指導要領が文学を軽視し
ているという批判を生じさせる要
因の一つとなっている。 
　確かに、これまでの国語科の必
履修科目である「国語総合」の教
科書には、芥川龍之介の「羅生
門」が必ず採録され、「羅生門」が
定番中の定番の教材として認識さ
れてきたことを思えば、文学的文
章を教材にできないことが学習指
導要領に明記されたことはショッ
キングなことと捉えられてしま
うかもしれない。しかしながら、
ショックを受ける前に一度冷静に
なることも必要である。それはど
のようなことかと言うと、確かに
「現代の国語」では文学作品を
「読むこと」の教材にすることは
できないが、もう一つの科目であ
る「言語文化」では、文学作品を
「読むこと」の教材とすることを
何ら妨げてはいないことを忘れて
はいけないということである。 
　「現代の国語」は国語科の一つ
の科目に過ぎない。同じ必履修科
目の「言語文化」では文学作品を
「読むこと」の教材にすることは
妨げられていないわけであるか

ら、国語科から文学が排除されて
いるわけではないのである。とは
いえ、国語科の教科書なのに文学
作品を教材にできないことを受け
入れろと言われても、それはそれ
でなかなか難しいのもまた偽らざ
るところであろう。 
　では、なぜ国語科の科目である
にもかかわらず、「現代の国語」
では文学作品を「読むこと」の教
材にできないなどということが起
きてしまったのだろうか。その要
因の一つに、以下に示す中央教育
審議会答申（平成 28 年 12 月）
の指摘がある。 
 
　　高等学校の国語教育において 
　は、教材の読み取りが指導の中 
　心になることが多く、国語によ 
　る主体的な表現等が重視された 
　授業が十分行われていないこ 
　と、話合いや論述などの「話す 
　こと・聞くこと」、「書くこと」 
　の領域の学習が十分に行われて 
　いないこと、古典の学習につい 
　て、日本人として大切にしてき 
　た言語文化を積極的に享受して 
　社会や自分との関わりの中でそ 
　れらを生かしていくという観点 
　が弱く、学習意欲が高まらない 
　ことなどが課題として指摘され 
　ている。（下線は山下による） 

　下線を付した部分にもあるよう
に、中教審答申では高等学校の国
語教育の課題の一つに、「話すこ
と・聞くこと」「書くこと」の学
習が十分に行われていないことを
挙げている。 
　これまで高等学校の国語科の必
履修科目には「国語総合」という
科目が置かれていた。そして、
「国語総合」には「話すこと・聞
くこと」「書くこと」「読むこと」
の三つの領域を設けることが学習
指導要領に示されている。つま
り、これまでの必履修科目である
「国語総合」においても、「話す
こと・聞くこと」「書くこと」の
学習を行うことが求められている
のである。にもかかわらず、中教
審答申ではそれらの学習が十分に
行われていないことが指摘され
た。平成 30年版の学習指導要領
では、この課題の克服が求められ
ていたのであり、それが「国語総
合」を「現代の国語」と「言語文
化」に分けるということであった。 
　このことがなぜ中教審答申に
指摘された課題の克服につなが
るのか。その理由は、二つの科目
を構成する領域と配当された単位
時間を見ることで捉えることがで
きる。 
 

国際コミュニケーション学部　教授　山下　直

高等学校の国語科が大きく変わる？

「話すこと・聞くこと」 「書くこと」 「読むこと」

現代の国語 20～30単位時間程度 30～40単位時間程度 10～20単位時間程度

言語文化 時間配当なし 5～10単位時間程度 60～65単位時間程度

【表 1　領域ごとの配当単位時間】
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　表 1は「現代の国語」「言語文
化」のどの領域にどの程度の単位
時間が配当されているかを示した
ものである。単位時間と言うのは
簡単に言えば年間の授業回数のこ
とである。「現代の国語」は科目
全体で年間 70単位時間が配当さ
れている（年間で 70回の授業が
あるということ）。そのうち、「読
むこと」に配当されているのは
10～20単位時間程度であり、残
りはすべて「話すこと・聞くこ
と」「書くこと」の学習に割り当
てることになっている。一方、
「言語文化」はそれとは逆に、年
間 70 単位時間程度のうちの 60
～65 単位時間程度、いわばその
ほとんどが「読むこと」の学習に
割り当てられているのである。つ
まり、「現代の国語」は「話すこ
と・聞くこと」「書くこと」の学
習に重点を置いた科目、「言語文
化」は「読むこと」の学習に重点
を置いた科目ということになる。
「現代の国語」「言語文化」とい
う科目名を眼にしたときには、直
感的に「現代の国語」は現代文分
野、「言語文化」は古典分野の学
習に重点を置いた科目と捉えられ
るかもしれない。しかしながら、

配当されている単位時間を見てみ
れば、そのような捉え方では二つ
の科目の特徴を正しく捉えること
ができないことがわかるだろう。 
　「現代の国語」を現代文分野、
「言語文化」を古典分野と直感的
に捉えてしまうと、「現代の国語」
で文学作品を「読むこと」の教材
にできないという事実を目の当た
りにしたとき、国語科における文
学の軽視という結論に向かうこと
になるだろう。しかしながら、実
際には「現代の国語」は「話すこ
と・聞くこと」「書くこと」の学
習を中心に行う科目なのであり、
その分「読むこと」の学習に割り
当てる時間はどうしても少なくな
らざるを得ない。そのため、文学
作品をじっくり読む学習は「言語
文化」で行うようにしたのであ
る。中教審答申に指摘された課題
を克服するには、「話すこと・聞
くこと」「書くこと」の学習を十
分に行うことが不可欠であり、そ
のため国語科の科目を「話すこ
と・聞くこと」「書くこと」の学
習に重点を置く科目、「読むこと」
の学習に重点を置く科目に分けた
のである。こうすることで、「話
すこと・聞くこと」「書くこと」
の学習を十分に行わなければなら
ないような状況を作り出すことを
ねらいとしたのである。 
　しかしながら、高等学校の国語
教師の多くは、国語科は現代文と
古典を学習するものという認識を
根強く持っている。言い換えれ
ば、高等学校の国語科は「読むこ
と」の学習を中心に行うのが当た
り前となっている。だが、そのた

め「話すこと・聞くこと」「書く
こと」の学習が十分に行われない
という状況が生まれてしまい、中
教審答申ではそのことが高等学校
国語科の課題として指摘されたの
である。 
　紙幅の都合で「現代の国語」
「言語文化」について十分に説明
できたわけではないが、少なくと
も「現代の国語」において文学作
品を「読むこと」の教材にできな
いことが、文学を軽視するという
考えに基づくものではないことは
わかっていただけたのではなかろ
うか。これまでの国語科の学習に
対する直感的なイメージが、今回
の学習指導要領改訂に必ずしも
マッチするものではないという側
面は否定できないだろう。それは
見方によっては、現場の意向をか
えりみない行政の失態ともなるだ
ろうし、自分の指導の課題をかえ
りみない現場教師の怠慢ともな
るだろう。小学校、中学校とのス
ムーズな接続、大学とのスムーズ
な接続のためにも、今回の学習指
導要領の改訂を機会に、高等学校
の国語科の学習指導の在り方につ
いて議論が深まることを望む。 

H30版 CS解説

国語総合の教科書
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【はじめに】 
　皆さん初めまして。私は現在、筑西市立下
館南中学校に今年度新規採用として着任し、
国語科の教諭として勤務しています。「先輩」
として語るには若輩者の最たるものとは存じ
ますが、皆さんの今後の教員生活の参考にな
ればとメッセージを送りたいと思います。 
 
【『講師』経験から今につながる『教諭』生活】 
　私は 2年間、別の中学校で常勤講師（仕事
内容自体は教諭とほぼ変わりませんでした。）
をしていました。事前に、学校に手続き書類
等を持参する日があり、その際の服装で、4
月 1日に学年主任に注意を受けたことを今
でも忘れません……。 
　そんな右も左もわからない自分だからこそ
出来たことは、『先輩にわからないことは聞
く』ことでした。給食や清掃時の動き方、学
年関連の印刷物や学年便りの作り方など細か
いことですが、「わからないままやるより何
倍もましだ」と自分に言い聞かせ、先輩に必
死で食らいついて仕事を覚えようと奮闘して
いました。二学期も終わりに差し掛かり、副
担任として自分で判断して動けるようになり
つつあったある日、先輩方から「一度聞いた
ことはほとんど間違えなくなってきたね。」
と言われたことがありました。『先輩にわか
らないことを聞く。ただし、一度聞いたこと
は忘れないようにする』。これは今でも教訓
としているものです。自分の考える軸をはっ
きりと行動で示すことは、周りの先生はもち
ろんのこと、生徒との授業や生活での関わり
においても重要となる考え方であると学びま
した。 
　この 2年間の講師経験があったからこそ、
今の教諭としての動き方や仕事のタスク処

理、職場での
人との関わり
方など様々な
面で役立つこ
とが多いと実
感します。教
師を目指す学
生の皆さん、

もし、採用試験に失敗しても諦めないでくだ
さい。講師としての仕事は決して無駄になら
ない良い経験となって自分の力になります。 
 
【『教科』はまず実践し、先輩の授業を盗んで
成長する】 
　勤務校である下館南中学校は、文武両道を
絵に描いたような学校であり、学力が高く、
生徒の生活面もしっかりしていて、部活も優
秀な成績を収めている学校です。もちろん勉
強が苦手であったり、勉強量と学力が結びつ
かなかったりする生徒もいます。様々な授業
形式がある中で、自分が授業改善している方
法を書いていこうと思います。 
　まず、私の担当は 1年生 2クラス、2年生
2クラスの計 4クラスなのですが、正確に言
うとT1（ 1 人授業体制）は 1、2年生それぞ
れ 1クラスずつの計 2クラスで、残りは T2
（ 2 人授業体制）です。実はこの T2のシス
テムは、先輩の授業を学ぶには絶好の機会な
のです。　　　 
　自分が実際に考えた授業を実践し、反省
点、改善点（板書計画、プリントの精度、生
徒への授業計画または手立ての正確性）を見
付け出し、先輩の授業にT2という立場で参
加します。授業の進め方、板書の方法、学力
の差のある生徒への一斉授業と個別指導のや
り方など、自分の授業と比較できます。こう
することで先輩の技や良いところを真似し、
自分流にしていくことができます。 
 
【おわりに】 
　私がこの仕事に夢中になれるのは、自分の
授業を一生懸命に受けてくれる生徒たちの存
在や、困った時や辛い時に話を聞いて助けて
くれる先生方のフォローのおかげです。この
恵まれた環境で教員という仕事ができている
ことは感謝してもしきれません。 
　今の私は教員以外の仕事は考えられないほ
どにこの職業を気に入っています。そんな気
持ちに少しでも読んでくださった皆さんが共
感し教職に就いてくださることを切に願いま
す。ありがとうございました。

卒業生から（国語） 

筑西市立下館南中学校　教諭　柳田　雅隆（平成30年度文学部日本文学文化学科卒業）

日頃の教材研究（授業作りノート）
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はじめに 
　皆さんこんにちは。私は神奈川県立大井高
等学校に勤務しています。今年で教員生活 3
年目を迎えました。2年目からは初めて担任
として 1年生のクラスを受け持ち、今年度も
持ち上がりで日々奮闘しています。大井高校
はクリエイティブスクールという学校で、中
学校で十分な力を発揮できずに悩んでいた生
徒が多く在籍しています。教員としての経験
は浅いですが、少しでも何かをお伝えできた
ら幸いです。 
 
担任業務について 
　クリエイティブスクールでは 1クラスを
30人以下とし、少人数で学び直しができる
環境づくりをしています。人数が少ない分、
生徒一人ひとりに寄り添った指導ができる
のでは…と、思うかもしれません。しかし、
それがなかなか難しいことなのです。ホーム
ルームで生徒と接する際、「見ているつもり」
や「伝えたつもり」になっていることが多々
あります。「見る」とはどういうことか、効果
的な伝え方とは何かを常に考えています。自
分の言ったことがきちんと伝わったか確認す
る時間をとり、伝えたいことが複数ある時は
付箋に箇条書きにして渡すなど、生徒にとっ
てのわかりやすさを意識しています。また、
その何気ないやりとりでさえ、生徒との信頼
関係が大切です。「この先生は話を聞いてく
れない。話をしてもどうせ分かってくれな
い。」と生徒が感じた途端、会話ができなく
なります。授業中もそうですが、生徒が思っ
ていることをうまく話せずに困っている時、
注意の対象となるようなことをしている時
でさえ、まずは「どうしたの？何があった
の？」と事情を聞くようにしています。生徒
にとって基礎学力の定着はもちろん大事です
が、社会で生きていく上で絶対に必要なこと
（時間を守る、挨拶をする、規則を守ること
など）も学べるように努めています。 
 
教科指導について 
　授業の大前提と
して、中学校の学
習内容を学び直す
ということが挙げ
られます。まずア
ルファベットから
復習し、語彙、文
法などを基礎の基
礎から勉強しま
す。一度取り上げ
た内容であっても何度も復習します。繰り返
し復習する中で、「どこかで見たな。」と感じ

てくれさえすれば大成功です。話し方は短く
簡潔に、プリントも見やすさを重視していま
す。字体はUDデジタル教科書体にし、文字
の大きさは 12ポイント以上、行間やページ
の区切れはわかりやすくするなど、プリント
の見やすさは授業内容を理解する上で欠かせ
ないものです。学生の皆さんも授業プリント
を作成する際には、少し気にしてみてくださ
い。 
　私個人が大切にしていることは、少しでも
生徒が成功体験をできるような授業にするこ
とです。自己肯定感が低く、英語アレルギー
の生徒が少なくありません。生徒が黒板に答
えを書いた
り、短い英文
を言ったりし
ながら、この
教室の中では
失敗をしても
いいと思える
安心感のある
授業を目指し
ています。 
 
ユニバーサルデザインの観点から 
　教室内の掲示物の貼り方にも気をつけてい
ます。生徒の気が散ってしまわないよう、黒
板周りには何も貼りません。左右の壁か後ろ
に掲示するようにしています（フロントゼ
ロ）。机も窓側や廊下側は内側に向くように
配置し、学びやすい環境を整えています。 
 
終わりに 
　今、私が教員として働くことができている
のは、学生時代から様々な方にお世話にな
り、その経験が活きているからです。学生の
皆さんも周りの先生方や一緒に勉強する仲間
を大切にし、感謝を忘れないでください。社
会人として 1人でこなすべきことは山ほど
ありますが、担任を経験する中で助けを求め
ることの大切さも学びました。自分では頑張
っているつもりでも、すぐに結果として現れ
ることは少ないと感じています。そんな中で
も頑張れるのは周りの人の助けがあるからで
す。うまくいくコツを聞くことはできます
が、それを実践してみないことには自分のも
のにできません。私も自己肯定感が高い方で
はありませんが、失敗から学ぶことに意味が
あるのだと思えるようになりました。教員を
目指すことを迷っている方もたくさんいらっ
しゃるかと思いますが、今の時間を大切に
し、いろいろなことに挑戦してみてくださ
い。自分らしさを忘れずに。過ごしている環
境は違いますが、一緒に頑張りましょう。

卒業生から（英語） 

神奈川県立大井高等学校　教諭　岸野　恭華（平成29年度文学部英語英米文学科卒業）

ドアや壁の掲示物

フロントゼロの黒板
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はじめに　―教師はいくつもの「顔」がある
職業― 
　牛久市立ひたち野うしく中学校の田中優佑
と申します。よろしくお願いします。本稿
が、教職を目指す皆さんの一助となれば幸い
です。 
　皆さんは、どのような「教師」を目指して
いますか。「楽しい授業を展開できる教師」、
「明るいクラスをつくれる教師」など、人に
よって目指す「教師像」は様々だと思いま
す。なぜ、こんなにも多くの教師像が生まれ
るのでしょうか。それは、学校には様々な場
面があるからです。私は、教師は様々な場面
に応じていくつもの「顔」を使い分けていく
必要があると考えています。したがって、以
下には多岐にわたる職務内容に、一部ではあ
りますが、私自身がどのように取り組んでい
るかを紹介できればと思います。 
 
生徒の心の居場所となれるような学級経営 
　私は現在、1 年生の学級担任をしていま
す。クラスには 31 名の生徒が在籍してお
り、当然ですが一人一人違う性格をしていま
す。運動が好きな子もいれば、読書が好きな
子もいます。私は、どの子にとっても「心の
居場所」となれるようなクラスにしたいと考
えています。このようなクラスを実現するた
めに、具体的に次の 2点を心がけています。 
　1点目は、生徒主体の学級経営を行うこと
です。私は、係活動や委員会活動などをなる
べく生徒同士で考えさせるようにしていま
す。これは、生徒同士がお互いを理解し、認
め合い、支え合えるようにする習慣を身につ
けさせたいからです。きっかけは何でもいい
と思います。実際に、今年度の最初の生徒目
標は、「さわやかにあいさつしよう」「給食の
準備・片づけを素早くしよう」でした。この
ような日常の何気ないことでも、目標にする
と生徒の意欲が高まります。また、文化祭な
どの学校行事はクラスの絆を深める絶好の
機会です。理想ではありますが、生徒全員に
「自分たちで学級を創り上げる」意識をもた
せ、一人一人の所属意識や自己肯定感を高め
ていきたいと考えています。 
　2点目は、一人一人と向き合う時間をつく
ることです。以前、先輩の先生から「1人で
学級全員をみるのではなく、生徒と教師の 1

対１が学級の
人数分あると
考えている
よ。」とアド
バイスをいた
だいたことが
あります。そ
れ以来、いつ
でも生徒が話

しかけられるような工夫を心がけています。
休み時間に教室や廊下の椅子に座って話をし
たり、校庭で一緒に遊んでみたりと、生徒の
日常に溶け込むようにすることで、見えてく
るものがあり
ます。まだま
だ勉強中では
ありますが、
いい意味で生
徒との距離感
を大切にして
いきたいと考
えています。 
 
授業は生き物 
　授業といっても、専門教科を教えることだ
けが仕事ではありません。道徳や総合も踏ま
えて、教材研究を行わなければなりません。
また、1つのクラスでうまくいったことが、
他のクラスでもうまくいくとは限りません。
授業はまるで生き物のようで、「常に同じよ
うにはいかない」ことに難しさがあり、一方
で奥深さも感じます。 
　私も 1年目は、この授業の「難しさ」の沼
にはまっていました。今思えば、「どうした
らよりよく教えられるか。」ばかりに気を取
られていたように感じます。しかし、先輩の
授業を見ていく中で、「生徒の学び」に着目
することの大切さを学びました。実際に、
「どう教えるか」から「どのように学んでい
るか」に着眼点を転換することで、生徒一人
一人のニーズに対応できるようになってきま
した。昨今、アクティブ・ラーニングが主体
となってきて、日本の学校教育も大きな転換
期を迎えています。「生徒の学び」に着目し、
主体的に課題解決できるような授業が展開で
きるよう今後も勉強していきたいと考えてい
ます。 
 
おわりに 
　私自身、小学校から大学院まで、多くの先
生方に支えられて今があります。教師の最大
の魅力は、「生徒一人一人の成長」に影響を
与えられることではないでしょうか。時には
厳しく指導しなければならない場面もありま
す。冒頭に示したように、いくつもの「顔」
がありますから、「厳しい先生」にも「優し
い先生」にも映るわけです。ただ、生徒と向
き合い、一緒に成長できることには大きなや
りがいを感じます。 
　教師はゴールのない職業といわれます。確
かに、毎月の売り上げのように成果が数値に
現れるものではありません。もしかしたら、
我々の指導の答えは 5年後、10年後、20年
後の教え子たち一人一人の姿なのかもしれま
せん。 

卒業生から（社会） 

牛久市立ひたち野うしく中学校　教諭　田中　優佑（平成29年度法学部法律学科卒業）
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 1 　はじめに 
　私は、今年で教員生活 4年目になります。
まだまだ経験不足ですが、学生時代とこれま
での勤務経験を振り返って、感じたことやみ
なさんに伝えたいことを述べさせていただき
ます。 
 
 2 　1 年目の私 
　 1 年目の教科指導は教科書をこなすこと
で精一杯でしたが、教材研究に時間をかけた
ことは、今に生きていると感じています。同
じ教科の先生の授業をたくさん見させていた
だきました。また、理科のT･Tに行き、他教
科での教え方や、自分の教科と他教科との関
連も学ぶことができたことは、教え方のヒン
トになりました。みなさんが採用された際に
は、研究会などを通して、多くの先生や教科
の授業を見たり、授業実践をしたりできる機
会を大切にして欲しいと思います。 
 
 3 　学級経営・生徒指導 
　私の今年度の学級経営目標は「“なぜ”を
大切に」です。学びにおいて、疑問を持つこ
とは主体的に学習を進めてくうえで重要なこ
とです。未知のことに向かっていく姿勢を育
むこと、既知のことでも多面的・多角的に再
考するために、“なぜ”を大切にした学びを
進めてほしいからです。生徒にどんな力をつ
けさせたいかを明確にして、卒業する時の姿
を想像するなど、長い目で見ていく指導や声
掛けを意識しています。 
　「生徒の心は見ることができないが、言動
は見ることができる」これは先日参加した研
修で聞いた言葉です。学校には様々な事情を
抱えた生徒がいます。普段から生徒理解に努
めていれば生徒の言動から何かを読み取るこ
とができると思います。私は、毎日多くの生
徒に声を掛けるよう意識したり、生活記録ノ
ートや自主学習ノートへ丁寧にコメントした
りしています。 
 
 4 　部活動指導 
　部活動指導では、競技経験のある部を持た
せていただいています。ただ、競技技術の向上
だけが部
活動の意
義ではあ
り ま せ
ん。異年
齢集団に
よる活動
を 通 し
て、豊か

な人間関係の構築や規範意識などに重点を置
いて指導を進めています。生徒の中には、部活
動が居場所となっている子もいます。安心で
きる環境作りや肯定的な指導ができるよう配
慮することが必要だと思います。 
 
 5 　教師を目指す皆さんへ 
　中学校では
新学習指導要
領による授業
が本年度より
スタートし、
同時に評価に
ついても大き
く変わりまし
た。本県の求
める教師像の 1つに「生涯にわたって主体的
に学び続ける教師」というものがあります。
「生きる力」を育む指導実践のために、学び
続ける姿勢がとても大切です。生徒が変われ
ば指導も変わる。一筋縄ではいかないことも
多くあります。粘り強く指導できる人材が求
められていると思います。 
　また、今日的な課題の 1つに ICTの活用が
あります。GIGAスクール構想により 1人 1
台端末の整備が進んでいることから、情報機
器の操作ができることは必要な能力であると
考えられます。「主体的・対話的で深い学び」
の実現にむけて、先頭に立って ICT活用の実
践ができる人材が求められていると思いま
す。 
 
 6 　教員採用試験 
　実は私が正式に採用されたのは本年度から
です。採用試験で私の強みになったことは、
現場での実践経験でした。では、学生の皆さ
んにはどんな強みがありますか。どんな生徒
を育てたいですか。そのためにどんな先生に
なりたいですか。これは１度目の採用試験で
私に足りなかったと感じたことです。具体的
な姿をイメージするために大事なのは１つの
軸です。「社会で活躍できる生徒の育成」「思
いやりのある生徒の育成」などなんでもかま
いません。そのために自分はどんな先生にな
りたいか、生かせる自分の強みは何かまとめ
ておくといいと思います。 
 
 7 　おわりに 
　みなさんが充実した教員生活が送れるよ
う、これまで述べた内容が少しでも参考にな
れば幸いです。教育現場でのご活躍を期待し
ています。 

卒業生から（数学） 

富士吉田市立富士見台中学校　教諭　松浦　優（平成29年度ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科卒業）

部活動指導（バインダーを手に説明する筆者）

ICTを活用した授業
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はじめに 
　この度、令和 3年度実施神奈川県公立学校
教員採用候補者選考試験に合格し、令和 4年
度より高校国語の教員となります。採用試験
を受験しようと考えている皆さんのお役に立
てればと思い、体験記を執筆いたします。 
 
一次試験 
　“大学 4年の夏に採用試験がある”という
漠然とした認識から、私が本格的に採用試験
対策に臨んだのは大学 3年の 10月頃からで
した。一般的に遅いスタートだったと今に
なって後悔していますが、時間がない中で最
初に行ったのは情報収集でした。 
　敵を知らないと戦えないわけですから、ま
ずは直近 3年分の過去問と教職教養の要点
整理集を購入し、東京アカデミーの通信講座
を受講しました。 
　とにかく本番まで時間がなかったので、過
去問と要点整理集で、神奈川県の出題傾向を
把握することに専念しました。教職教養の教
育原理や教育法規、教育心理は大学の授業を
真剣に受けていたので頻出領域は少ない復習
でカバーできました。時間がある方は、要点
整理集にある頻出領域でないところまで復習
すると心配ないかと思います。教育史は、時
代ごとに活躍した教育者の名前と主な業績・
出版物を、ノートに書きだしたり、声に出し
て読んだりと反復しました。 
　過去問や要点整理集が教科書ならば、東京
アカデミーの参考書等は資料集のように活用
していました。専門科目である国語の問題集
は大学 3 年の 12 月までに 3 周するように
し、大学 3年の 1 月からは市販の問題集も
購入し交互に解くようにしました。2日ごと
に、現代文・古文・漢文と分野を変えること
で飽きずに勉強することができました。 
　他にも東京ア
カデミーでは、
論作文を添削す
る内容があった
のでそれを利用
した他、3回模
試を受験し時間
感覚を養ってい
ました。 
 
二次試験 
　神奈川県は一次合格が分かってから二次
試験まで 10日ほどしかないので、事前に指
導案などを練っておく必要がありますが、教
育実習や卒業論文で忙しかったため、こちら
も短い期間しか対策ができませんでした。二
次試験対策で行ったことは、主に大学で開講
してくださっていた二次試験対策特別講座を

2日間受講したことです。面接練習や模擬授
業だけでなく、指導案や面接カードまで丁寧
に細かく指導してくださいました。また先生
方だけでなく、同じ二次試験を受ける学生か
らもフィードバックをもらえ、とても良い刺
激になりました。 
　個人面接で心がけたのは、
「会話」であることを意識
し、自己主張で終わらないよ
うにすることと、1分以上喋
り続けないで、要点を明確に
答えること、そして模擬授業
にも言えることですが元気よ
くハキハキと発声することで
す。その他の対策としては、
よく聞かれる質問などを収集
したり、場面指導の適切な回
答を先生方に教えていただい
たりしました。 
　模擬授業では、授業開始から展開までの
10分程度をいかにスムーズに且つ面白く行
えるかが重要であったので、本文は紙に印刷
したものにマグネットを貼り板書の時間を省
くなど、適宜道具を用意して臨みました。ま
た、教育実習の際に現場で活躍されている先
生方を見て、発問の仕方を真似したり、模擬
授業を見て指導していただいたりしました。 
 
おわりに 
　採用試験対策期間で感じたことは、もっと
時間に余裕を持つことと、同じ志の仲間がい
ることの大切さです。付け焼き刃の知識では
現場に立った時に役に立たないので、今でも
専門科目の国語を中心に勉強を続けていま
す。そして基本一人で採用試験対策をしてき
ましたが、同じ夢へと向かう仲間がいる心強
さは何物にも代えがたいと思います。大学で
も教員採用試験対策講座が開講されているの
で、そちらを受講していたらより充実したも
のになっていたのだろうと今でも思います。 
　でも何より大切なのは、「絶対に教員にな
りたい」という強い気持ちです。どうしてな
りたいのか、それを自問し自分の中で答えが
出た時に、より集中して取り組めたように感
じたので、軸がぶれないようにするためにも
必要だったと感じています。 
　そして一人だけの力では、現役で合格する
ことはできませんでした。支えてくれた友人
や家族、指導してくださった大学・教育実習
先の先生方など周りの方々への感謝を忘れず
に、実りのある日々にしたいと思います。 
　決して簡単な道のりではありませんし、辛
いことのほうが多いと思いますが、その先に
ある皆さんの目標が達成されますよう、心か
ら願っております。 

教員採用試験体験記 

文学部日本語学科4年　高田　夏美

二次試験で使用 
   した道具

一次試験対策で使用した参考書・要点整理集
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【はじめに】 
　この度、私は令和 4年度千葉県・千葉市公
立学校職員採用候補者選考に合格し、4月か
ら中学校の英語教員として教壇に立つことが
決まりました。今回、教員採用試験について
皆さんにお伝えする機会を頂きましたので、
私が大学生活で取り組んでいたことを学年ご
とに書きたいと思います。ご参考になれば幸
いです。 
 
【1・2年次について】 
　私は、1・2年生の時には英語力向上を目
標として学習に取り組んでいました。具体的
には、TOEIC のスコアアップを目指しなが
ら専修大学の e-learning システムを利用し
て勉強していました。自治体によっては一定
のスコアを取得していると試験が一部免除に
なるところもあります。英語英米文学科で
は、TOEIC の点数はクラス分けの材料にも
なるため点数を上げておくと一石二鳥です。
TOEIC 対策の授業もあるので、気になる方
は履修してみると良いと思います。 
　また、私は体育会の体操部に所属していま
した。大学生になって新しいことを始めよう
と思い、入部しました。部活と勉強の両立は
大変な時もありましたが、それ以上に収穫が
あったと感じています。他大学に練習に行っ
たりボランティアで体操教室を開催したり、
学生の時にしかできない経験をすることがで
きました。なによりこういった体験は面接試
験で話す材料になります。打算的な考えです
が、教員採用試験受験を考えている人はサー
クルに所属する、ボランティアに参加する等
の経験をしておくと後々役立つと思います
（笑）。教職課程履修者の 1・2 年次は取得
しなければならない単位数が特に多いので、
無理のない範囲で頑張ってください！ 
 
【3年次について】 
　私は TACの教員採用試験対策講座を受講
していました。講座は夏から始まったので、
私が本格的に勉強を始めたのは 3年次の 7
月からです。大体採用試験の 1年前です。多
くの場合、教員採用試験は 1次試験（千葉県
の場合は専門教養と教職教養、集団面接）と
2次試験（千葉県の場合は模擬授業と個人面
接、場合によって実技試験）に分かれます。
この時は 1次試験対策を中心に進めていま
した。専門教養は自分が受験する教科の試験
です。対策講座では専門教養の授業が設置さ

れていないので、過去問や参考書等を用いて
自分で勉強する必要があります。教職教養は
学習指導要領、教育法規、教育時事等に関す
る試験です。講座では教職教養の対策が中心
です。神奈川県の場合はこれらに加えて小論
文試験や一般教養試験があるので、自分が受
験する自治体の試験内容を調べた上で学習に
あたってください。 
　加えて私は「バンビの会」という採用試験
対策グループに所属していて、そこで 1次試
験対策の勉強や、3年生の春休みくらいから
メンバー達と面接対策をしました。一人で勉
強するのに不安がある人は、学習会への参加
も検討してみると良いと思います。ちなみに
3年次の春休みは一番多く勉強時間が確保で
きる時期なので、気合いを入れて勉強される
ことをおすすめします。 
 
【4年次について】 
　4 年次には教育実習があります。夏休み前
に実習がある人、夏休み後にある人で分かれ
ると思います。実習期間中に勉強を進めるの
は至難の業なので、夏休み前にある人はその
前に一段落させておく必要があると思いま
す。個人的には 6月に実習の人が多かった気
がします。そうなると実習が開けてからすぐ
1次試験が始まり、その一ヶ月後に 2次試験
があります。この一ヶ月の間に実習の体験を
まとめ、面接で話せるようにしておくと有利
だと思います。1次試験の後に面接対策を始
めると対策が間に合わない可能性が高いの
で、実習以外のことはあらかじめ面接で話せ
るようにしておくと良いと思います！ 
 
【終わりに】 
　以上が私の 4年間です。紙面の都合上、試
験内容と対策について詳しく書くことができ
ませんでしたが、そ
の点は他の方の体験
報告を読んでいただ
ければよくわかると
思います。採用試験
の勉強は長期戦にな
るので、いかに勉強
しない日を減らせる
かが勝負です！皆さ
んの勉強が上手くい
くよう応援していま
す！！ 

教員採用試験体験記 

文学部英語英米文学科4年　細谷　将汰

鉄棒練習中の筆者
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はじめに 
　私は令和 3年度神奈川県公立学校教員採
用候補者選考試験に合格し、来年度から高等
学校の地理歴史・公民の教員として働くこと
となりました。以下に述べる私の経験が、教
員を目指す皆さんの役に立てれば幸いです。 
 
1次試験について 
　神奈川県の 1次試験では、教科専門試験、
一般・教職専門試験、論文試験（試験時間は
いずれも 60分。論文試験は 2次試験に含ま
れる。) が行われました。私が受験した高等
学校地理歴史・公民は、日本史、世界史、地理、
公民のいずれかの受験区分
を選択することとなってお
り、教科専門試験の選択問
題や合格最低点は受験区分
により異なっています。過
去の問題や試験結果などを
早めに確認しておくと良い
と思います。 
　私は、3年次の 5月から 1次試験対策の勉
強を始めました。しかし、3年次の間は大学
の勉強やアルバイトなどで忙しく、思うよう
に勉強時間がとれなかったため、春休みに
入った 2月以降から教科専門試験の内容を
中心にほぼ毎日勉強をしました。一般・教職
教養については、神奈川県の試験は出題傾向
が概ね決まっているため、4年生になってか
ら短期間で集中的に勉強しました。 
　筆記試験の対策では、主に 2つのことを心
掛けました。1つ目は、こまめに計画を立て
て勉強することです。私は、1 か月ごと、1
日ごとにやるべき内容をメモ用紙や付せんに
列挙し、それに従って勉強を進めました。一
方で、必要ないと思った勉強内容や勉強方法
はすぐに止め、計画通り勉強が終わらない場
合があっても期限を決めて必ず終わらせるな
ど、柔軟性を持ちながら勉強を進めました。 
　2つ目に心掛けたのは、問題演習や復習を
繰り返し行うことです。私は、問題を解く感
覚が脳や身体に染み付くまで過去問や練習問
題を繰り返し解きました。そして、間違えた
部分は必ず正答や解き方をルーズリーフにま
とめました。さらに、問題の直しや学習内容
をまとめたルーズリーフは 2冊のファイル
にまとめ、試験の直前には大学や家で何度も
見返しました。 

　論文については、春休み中に月に 2回程度
書いていましたが、4年生になってからは週
1回のペースで書き、その都度大学の先生に
添削して頂きました。また、論文を書く際に
は、予備校の先生に頂いたアドバイスである
「構成を複雑にせず、素直に記述」するこ
と、そして筆記試験と同様に繰り返し書くこ
とを常に心掛けました。 
 
2次試験について 
　神奈川県の 2 次試験では、模擬授業
（10 分）、個人面接（30 分）が行われまし
た。私は、2次試験を受けるにあたり、大学
の先生方、先輩や他の受験者、ボランティア
先の高校の先生方に指導して頂きました。そ
の中で、私は主に 2つのことを心掛けまし
た。 
　1 つ目は、理想の教員像を持つことです。
私は、神奈川県が求める教員像を踏まえた上
で自らの理想の教員像を決めました。理想の
教員像が明確になると、具体的な質問への回
答や面接時の提出書類に書く内容を考えやす
くなるので、早いうちに決めておくと良いと
思います。 
　2つ目は、これまでの自分を振り返ること
です。私は、小学生の頃から自分が取り組ん
できたことや、その成果などを年表のような
形でノートにまとめました。これは、自分の
アピールポイントや教員となった際の強みを
見つけることに繋がるので、やっておくと良
いと思います。 
 
おわりに 
　新型コロナウイルス感染症が流行する中で
の試験勉強は、試験が予定通り実施されない
かもしれない、自分が感染症にかかってしま
うかもしれないといった不安との闘いの日々
でした。しかし、そうした中で努力を継続
し、合格できたことは私にとって奇跡のよう
な出来事でした。支えて頂いた方々に感謝し
ています。これから採用試験を受けようと考
えている方は、健
康に気を配りなが
ら自分の目標に向
かって頑張ってく
ださい。応援して
います。 

教員採用試験体験記 

文学部歴史学科4年　佐藤　康平

試験対策のために作成したノート（教育時事のまとめと地理のテスト直し）

教育実習中の体育祭の様子
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教員採用試験体験記 

経営学部経営学科4年　須藤　颯斗

〇はじめに 
　教員の道を志したのが、3年生になる直前
の 2020 年の 2月頃でした。自分の価値観を
見直し、どんな職に就きたいかを検討した結
果、教職という道を歩むことに決めました。
そこから一から教職課程を履修しはじめ、紆
余曲折ありながらもなんとか山形県の教員採
用試験に合格することができました。もし読
んでいる人の中に自分のような境遇の人が居
ましたら伝えたいです。その気持ちが本気な
のであれば、いつからでも教員を目指すこと
はできます。思い立ったが吉日です。私の体
験記が、何か参考になったら幸いです。 
 
〇1次試験 
　1 次試験の内容は、コロナの影響で予定さ
れていた集団討議がなくなり、一般教養・教
職教養・専門教養の試験を受けました。高校
商業を受けるにあたって大変だったのが、過
去問や模擬問題を集めることでした。商業を
受ける人は全国的にもかなり少ないので、テ
キストがありません。そこで私が利用したの
は、全商の各種検定のテキスト・問題集で
す。ネットで見たり、先輩、先生方からのお
話をお聞きする限り、これらをやっておけば
問題の内容を網羅できるとのことでしたので
繰り返し学習しました。余裕がある人は、IT
パスポートや基本情報技術者などの資格試験
のテキストも使ってみるとより知識が深まる
と思いました。一般教養・教職教養に関して
は、自治体別のテキストと持ち歩きに便利な
小さめの問題集を使いました。出題にばらつ
きがあったので、広い知識を身に着けること
を意識しました。具体的には、自分の理解度
に応じて足りない部分を補っていくような方
式で勉強をしました。ある程度知識がついた
段階から過去問を解き始めました。受験する
自治体の過去問はもちろん、お金に余裕があ
れば、ほかの自治体の過去問を買ってもいい
でしょうし、一部の自治体ではインターネッ
ト上で過去問を公開しているので、利用して
みてください。 
 
〇2次試験 
　次に 2次試験ですが、こちらもコロナの影
響で模擬授業が実施されなかったため、個人

面接１・２と作文が試験の内容でした。どち
らも教育に関する基本的な知識や時事的な知
識が必要だと感じていたので、教育新聞やニ
ュースサイトに目を通し、意見をまとめまし
た。とくに作文に関しては、文章力に自信が
なかったので、書き方の基礎がまとめられた
本を読みました。そしてその後は、作文テキ
ストの想定問題をやったり、山形県の過去問
を自分でもらいに行って、そのテーマについ
て書いたりしました。個人面接については、
一言一句暗記するようなことはしませんでし
たが、初見で全く回答ができない質問がない
ように、ネット上や母校の先生方からの情報
を基に考えられるあらゆる質問に対する回答
を考えていました。実
際の練習では、自分で
想定問題に対して答
えられるか確かめま
した。その他には大学
の 2 次試験対策講座
に行ったり、母校の先
生方に練習を手伝っ
てもらったりしまし
た。 
 
〇最後に 
　私が合格に至ることができたのは、本当に
多くの人のおかげだと思っています。まず
は、学部のゼミの担当教員である三宅秀道先
生及び三宅ゼミのOBの先輩方。未熟な自分
を迎え入れてくださり、自分のために厳しい
言葉をかけてくださらなければ今の自分は確
実にいませんでした。教科商業に関する科目
を担当してくださった中野育男先生。教科の
内情や試験対策についてアドバイスをいただ
きました。そして、母校の先生方。面接指導
や過去問をご提供いただきました。その他、
関わってくださった皆様に、この場を借りて
感謝の言葉を申し上げたいと思います。 
　採用試験を受ける皆さん、試験を受けるに
あたって私が一番大切だと思うのは情報収集
です。その際には、あらゆるつてを頼って、
情報を集めてみてください。それが皆さんの
教員への第一歩だと思います。つたない文章
でしたが、最後までお読みいただきありがと
うございました。

採用試験対策で用いた教材
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1．はじめに 
　この度、令和 3年度神奈川県公立学校教員
採用候補者選考試験に合格し、令和 4年度 4
月から情報科の教員として働かせていただく
ことになりました。私の教員採用試験の体験
記を書かせていただきましたので、少しでも
お役に立てれば幸いです。 
 
2．一次試験 
　一次試験は教科専門（60分）、一般教養・
教職教養（60 分）、小論文（60 分）という
流れでした。一般教養と教職教養の対策につ
いては、共同出版が発行している『2022 年
度版　神奈川県の教員採用試験「参考書」シ
リーズ』と『2022 年度版　神奈川県の教員
採用試験「過去問」シリーズ』の一般教養と
教職教養を購入して勉強しました。 
　まず、一般教養では英国数理社に加え、音
楽や美術についても知識を求められるので、
自分の苦手な教科については参考書を何度も
読み返してノートに書いて勉強しました。参
考書以外にも、高校時代の模試を解き直した
り、全ての教科で満遍なくかつ安定して点数
が取れるように工夫しました。 
　また、教職教養では教育法規に関すること
や教育心理、生徒指導、人権教育など、将来
教員になった時に常識として求められる知識
が身についているか試されます。本番のテス
トは概ね 5択であるため、問題の文章に書い
てある専門用語を全て詳しく説明できる程度
には理解しておく必要があると思います。教
職教養は幅広いため、個人的には一番勉強に
時間を割くべきだと感じました。 
　一般教養・教職教養については、参考書で
勉強する→過去問を解く→間違えた部分をも
う一度勉強し直す→過去問を解く→…という
サイクルを繰り返していけば、効率的な勉強
方法が見つかると思います。時間をかけて丁
寧に知識を身につけることが重要だと感じま
した。 
　次に、教科専門ですが、上記の参考書シ
リーズに情報科がなかったため、私は参考書
を利用しないで勉強しました。過去の試験問
題と答えの選択肢は神奈川県庁舎で入手する
ことができるため、それを全て写真に収め
て、自分専用の過去問集を作りました。それ
を何回も解き直したのですが、間違えてし
まった問題については、他の選択肢がなぜ違
うのかを調べてオリジナルの模範解答を作成
しました。自分で解説を作成したことで、教

科に対する理解が深まって本番の教科専門で
は高得点が取れたのではないかと思います。 
　最後に、小論文についてですが、練習して
書き方を身につけたり、添削してもらうこと
は言うまでもなく必要なのですが、私個人の
意見としてはどのような問いが出されるかを
試験日までに予想しておくことも重要なので
はないかと思います。例えば、自治体が力を
入れている内容についてや、近年話題になっ
ている事柄を調べ、それに関して自分なりに
考えを持っておくと当日の試験で余裕を持っ
て解答できると思います。小論文は得意・不
得意が分かれると思うので、どのくらい時間
を割くのかはよく考えるべきだと思いまし
た。 
 
3．二次試験 
　二次試験は、模擬授業、個人面接の２つで
した。予めどのようなことを評価されるのか
公開されるので、それを意識した上で準備し
ておくことが重要だと思います。 
　模擬授業は、アクティブ・ラーニングを意
識した授業づくりを心掛けました。感染症対
策のため、生徒役の受験者と接触することが
できなかったのですが、それでも工夫して、
生徒が主体的・対話的で深い学びができるよ
うに模擬授業をできたと思います。 
　個人面接では、私自身に関することの他に
は、実際に教員になったと仮定した時に、
様々な状況に対してどのように対処するか問
われました。後者の質問に対しては、教育実
習で体験したことをもとに、具体的な状況を
想像して解答すると良いと思います。 
 
4．終わりに 
　教員採用試験は倍率が高く、また勉強にも
時間がかかるため教員採用試験は受けないと
いう人もいると思います。しかし、教育実習
や講義を通して将来教員を志したいと思った
ときには、この体験記を参考にしていただけ
ると幸いです。皆さんが夢を叶えられるよう
に応援しています。 

教員採用試験体験記 

ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　國政　直登
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教員採用試験体験記 

ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　森安　翔

1．はじめに 
　この度、令和 3年度神奈川県公立学校教員
採用候補者選考試験に合格し、4月から夢で
あった数学科の教員の道に進みます。大変恐
縮ではございますが、折角の機会をいただき
ましたので、教員採用試験についての私の体
験を書かせていただきます。これから教員採
用試験を受験しようと考えている皆さんに
とって、少しでもお役に立てれば幸いです。 
 
2．一次試験対策 
　神奈川県の一次試験では、一般教養、教職
教養、専門教養、論作文がありました。一般
教養については、3年の 11月頃から時事通
信社の『一般教養の要点理解』を使って勉強
し始めました。一般教養はその名の通り、社
会人として知っておくべき教養の数々が問わ
れる試験です。そのため、私は採用試験のた
めの勉強だとは特に考えず、知識を付けるこ
とを楽しみながら参考書に線を引きながら読
んだりしていました。しかし、ただ闇雲に参
考書を進めていたのではなく、神奈川県はど
んな出題傾向があるのかの研究はしっかり行
いました。 
　教職教養は 3年の 1月頃から勉強を始め
ました。教職教養の中でもまずは西洋教育史
と教育心理はかなりの比重を置き取り組みま
した。人物の名前とその人がしたことや関連
するキーワードなど覚えることが多いので、
それらを表にまとめたPDFファイルを作り、
スマホでいつでも見ることができるように工
夫しました。教育法規に関しては、日本国憲
法、教育基本法、学校教育法の 3つについて
特に重点的に勉強を繰り返しました。 
　教養科目の過去問は神奈川県のみを約 10
年分解きました。過去問を解く上で自分に２
つのルールを設けていました。1つはその問
題で新しく学んだことを参考書の該当ページ
にメモすること。もう 1つは解答を 2択ま
で理由をもって絞ること。このルールを徹底
したため、参考書は過去問を踏まえたメモで
いっぱいになり、より理解が深まりました。 
　専門教養である数学については、特に採用
試験のために勉強した時間は少ないです。そ
れは、1 年次から啓林館の『Focus Gold』
や実用数学技能検定準一級の問題を自主的に

解いていたためです。そのため、過去問を
15年分解くだけでした。専門教養の勉強は
教員採用試験のためだけでなく、教育実習で
も大いに役立つことは間違いないので、早め
早めから取り組むことをお勧めします。 
　論作文の対策は同じく時事通信社の参考書
を使っていました。論作文を書く上でのルー
ルや注意点を模範答案で学ぶことができるた
め、非常にお薦めの一冊です。学校でのトラ
ブルや教育問題
に関することな
ど、その内容は
多岐に渡るた
め、私のあやふ
やだった知識を
改めることにも
なりました。 
 
3．二次試験対策 
　二次試験では、模擬授業と面接がありまし
た。模擬授業の指導案はA4一枚に収める必
要があるため、Excel で作成しました。内容
としては「n進法」の導入である、片手で数
をいくつまで数えることができるかという題
材を選びました。家の中で声に出して練習を
し、その都度修正する、を繰り返したことを
思い出します。 
　面接は大学の採用試験対策講座に参加して
練習しました。面接シートや自己アピール書
は早めに書き終え両親に添削してもらいまし
た。端的に話すことと目線に関しては特に注
意して取り組みました。二次試験はどれだけ
練習と修正を繰り返すことができるかが鍵だ
と思います。 
 
4．おわりに 
　私は参考書のどこに何が書いてあるのかも
概ね覚えた自信があります。それは参考書を
開かない日がないほど何周もしたためです。
正直な話、教養科目を勉強していた時期は新
たなことを知るワクワク感があり、それほど
苦痛ではありませんでした。学ぶことの楽し
さを伝える教員を目指している皆さんだから
こそ、学ぶことを楽しんでほしいなと思いま
す。皆さんが教員になる夢を掴むことを心よ
り応援しています。 

学習に用いた参考書など
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はじめに 
　この度、令和 3年度群馬県教員採用試験に
合格し、来年度から目標としていた小学校教
員の道に進むこととなりました。これから教
員採用試験の合格を目指している皆さんに少
しでもお役に立てればと思い、体験記を書か
せていただきました。 
 
一次試験 
　群馬県の一次試験では、教職教養、一般教
養、専門教養、小論文がありました。群馬県
は他の自治体とは異なり、60 分で教職教
養・一般教養はマーク式、専門教養は同じく
60分で全て記述式、小論文は 30分で 500
字から 600字で回答という形式です。 
　教職教養・一般教養に関しては、あまり難
しくありません。しかし、その分正答率が上
がる問題が多くなるため確実に点数を取らな
くてはなりません。私は主にバンビの会（嶺
井先生が発足した教職の勉強会）で嶺井先生
が作成してくださった資料や問題プリントな
どを活用し学習を行っていました。 
　専門教養は記述式でありながら、問題数が
多いうえに 60分という制限時間が短い中で
解答しなければなりません。また、問題傾向
として各教科に対する具体的指導法を問われ
るものが多いのも特徴です。専門外の私は小
学校の全科を万遍無くカバーする必要があっ
たため、専門教養の学習を試行錯誤しながら
行っていました。最初に時間配分をつかむた
めに群馬県の過去問を 3年分解きました。そ
の後は、過去問の解説や自分で購入した問題
集、更には各教科の指導要領も利用しまし
た。解説を読みながら、
問題として出題されてい
る場面をイメージすると
いうこともしていまし
た。専門教養に関しては
指導要領が改訂されてい
るため、過去問に時間を
かけるよりは問題傾向を
把握するという意識の方
が良いかと思います。 
　小論文は、私が採用試験に臨むにあたって
最も長い期間をかけて対策をしてきた分野で
す。元々小論文には課題を感じていました。
そこで 1年の秋口から齋藤先生の小論文講
座に定期的に参加し、文章力を地道につけて
行きました。私は、求められている課題に対
して正対した文章を書くことが不得意だった
ため、齋藤先生に丁寧に添削指導して頂きま
した。その成果もあり、2年の終わりには小
論文は合格圏内に入るまでのものが書けるよ
うになりました。長い文章を書くことに苦手
を感じている人は、早めの対策をお勧めしま

す。 
 
二次試験 
　二次試験の
対策は、4年
になる直前の
3月下旬から
始めました。
バンビの会と
しても全体で
面接練習を行
い、意見交換
をしていました。また、バンビの会のメンバ
ー同士、オンラインで集まり方針などを話し
合いながら、練習をしました。新年度からは
一次試験の対策を優先し、最低でも月に 1回
はみんなで練習し、面接という雰囲気や話す
感覚を維持することを意識しました。面接練
習に関しては初期の段階から、採用試験に合
格された先輩方や現役で教員をされている先
輩方にも面接官役として参加していただきま
した。一次試験が終わってからはほぼ毎日面
接の練習を行い、自分の回答内容の精度を上
げることを大切にしていました。その際も、
先輩方に見てもらいながらフィードバックを
たくさんいただき、自分の回答に活かしまし
た。その他にも二次試験対策を一緒に行って
いた同期同士で面接を見合いながら、学生同
士でも意見を交換する機会も作っていまし
た。先輩方や仲間の意見を聴くことは、自分
の思考や視野を広げることに対して大きな助
けとなりました。面接練習は、常に自分が教
師としてどうありたいかという軸をもち練習
することが非常に大切だと思います。 
 
おわりに 
　私が晴れて教員採用試験に合格できたの
は、一緒に協力しながら対策を行ってきた頼
もしい同期、親身になってご指導してくだ
さった先生方や資格課程の方々、また忙しい
中にもかかわらず私たちの練習に参加してく
ださった「教師」という職に熱意を持った素
敵な先輩方の存在があったからだと強く実感
しています。更には最も身近な場で私の合格
を応援し、見守ってくれた家族のおかげで
す。今まさに教師の道を目指されている皆さ
ん、何かの目標を成し遂げるということは決
して簡単なことではなく、大変なことの方が
多いと思います。しかし、どんな時でも皆さ
んを支えてくれる温かい方々は側にいます。
いつも自分の周りにいてくれる方々への感謝
の気持ちを忘れずに、どうか「先生になりた
い」という気持ちを大切にして下さい。皆さ
んの抱く夢や目標が必ずや実現されることを
陰ながら応援しています。 

教員採用試験体験記 

文学部英語英米文学科4年　久保田　あさ美

バンビの会の学修会で使
用していたノートと資料

専門教養の対策として作成したノート
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はじめに 
　私は令和 3年 6月 7日から 26日までの 3
週間、母校である私立横浜翠陵高等学校にて 
教育実習を行なった。担当科目は古典であ
る。所属学級は 2 年 B 組、授業学級は 2 年
A組（6時間分）と 1組（4時間分）だった。
A組・B組は内進クラスで、1組は特進コー
スである。授業では「姨捨」を扱った。実習
先は高校だが、中学校も同じ建物を使用して
いるため、中学生の授業を見学する機会や中
学生と交流する場面もあった。毎日が濃く、
「秒で過ぎてゆく」という言葉がまさに当て
はまる 3週間を過ごした。 
 
生徒との関わり 
　「多くの生徒と関わり、後輩（特に私が高
校時代所属していた国際コースの生徒）に経
験談を伝えたい」という目標があったため、
諸先生方にお願いをして中高問わず授業見学
の機会を多く頂いた。特に高校 3年 2 組の
現代文研究では有意義な経験をさせて頂い
た。本授業の担当の先生には高校 1年の時に
お世話になった。約 10分時間を頂き、「高校
時代の経験・大学での活動」について話し
た。このクラスは国際コースなので、実習で
の目標の一つが達成できた形だ。コロナで海
外研修が中止になった生徒たちに何を伝える
べきかを考え、言葉を紡いだ。教職の授業で
何度も学んだ、「生徒の視点に立つ」ことを
意識して話を進められた。授業終了後に質問
に来てくれた生徒がおり、大変嬉しかった。 
 
授業に関して 
　教材研究では「どうすれば生徒に伝わりや
すい授業になるか」「今後の学びへの繋げ方」
を特に意識した。何度か読み返し文法事項等
を確認し、進め方を考えた。「古文を楽しん
でもらう」ことを目標の一つにしていたの
で、少しでも実現したかった。教科指導教諭
の先生に「主語・述語の確認から始めるとい
い」というアドバイスを頂き実践したとこ
ろ、内容を取りやすくなり、スムーズに進め
られた。楽しむ要素としては、「姨捨」の内
容をまとめたマンガ（転載可）を取り上げ
た。生徒の食いつきが良く、内容確認でも役
立った。予定していた作業全てはできなかっ
たが、きりのいいところまでできたので、納
得がいっている。最後の実習授業を学級指導
教諭の先生が見に来てくださったのだが、そ
のフィードバックで「昨年赤点を多くとり補

習を受けた生徒が、真剣に取り組んでいた。
指示が明確だったからだと思う。」と言って
頂けた。大変驚き、嬉しかった。一方、丁寧
なあまり時間がかかっているので、どう改善
すればいいか今回の実習を再度振り返り考え
たい。 
 
ホームルームについて 
　朝礼や終礼を担当することが多く、その際
にクラスの雰囲気を掴み、プリント等の返却
の際に名前と顔を一致させることを意識し
た。男子が多いクラスなので、賑やかという
印象を最初に持った。だが日々過ごすうち
に、個性的で一人ひとり芯を持っていること
に気づいた。生徒たちに何か還元したいと思
い、企画を考えた。カードを配布し質問を記
入してもらい、それを集め回答は冊子形式に
してクラスに置いた。生徒は喜び、早速ペー
ジを開いていた。思い出が頭によぎった。体
育祭では応援の輪に入れてくれて、掃除の際
には声をかけてくれた。生徒たちにできたこ
とは少なかったと思うが、ここでの生活は実
習を彩ってくれた大切なものだった。 
 
おわりに 
　今回の実習では教師の視点で準備しながら
も生徒の視点を意識するのを忘れないように
した。濃密な時間を過ごしたが、「押し付け
はせず生徒を尊重しながら、正しい方向に導
くこと」がいかに重要か一番に思った。一言
目は疑問形で相手の反応を見て、それに応じ
て声かけをする。生徒が学校に通う意味・教
師が存在する意味はここにあると考え、この
意識がさらに広まってほしいと感じた。最後
に、実習期間中に指導してくださった母校の
先生方、関わってくれた生徒たち、教職の授
業でお世話になった大学の先生方には心から
感謝の気持ちを伝えたい。 

教育実習を終えて（国語） 

私立横浜翠陵高等学校　文学部日本語学科4年　佐藤　果南

実習生仲間と（前列左端が筆者）
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はじめに 
　私は母校の群馬県館林市立第三中学校で 5
月 31 日～6月 18 日の３週間、教育実習を
させていただきました。英語の授業は第 2
学年の全 4クラス分、学級は 2年 4組を担
当させていただきました。コロナウイルス対
策のため、職員・生徒・実習生全員が毎日検
温をし、給食は黙食、全校集会は放送で行う
など、自分の中学時代とはかなり異なる学校
生活でした。コロナウイルスによって実習の
実施が危ぶまれたときもありましたが、無事
に予定通り 3週間行えたことは本当に嬉し
かったです。実習の 1週目は様々な教科の見
学をし、2、3週目から授業の実習やHR、給
食指導をさせてもらいました。その 3週間の
中で私が感じたこと、教員という仕事につい
て思ったことを書きたいと思います。 
 
授業見学について 
　私たち教育実習生は事前に配られる時間割
に沿って行動します。1日の授業見学数は 5
時限中 2～4時間でした。英語科以外の教科
も見学できます。社会や理科、体育や技術な
ど様々な教科を見ることで先生方の授業展開
や生徒の反応を学ぶことができます。実際に
現場で見学することで自分の教師像をより明
確にすることができるし、「こんな授業を作
りたい」、「質問を投げかけるときはこんなふ
うにやりたい」と、自分の教壇実習の参考に
なるものがいくつも見つかるものです。授業
見学で印象的だったのは、体育の先生の「ど
んな授業でも生徒が 50分の授業の中で乗り
越えられる課題を設置し、それを達成できた
と感じさせることが大切だ」という言葉で
す。私はこの言葉を教壇実習中ずっと意識し
ていました。 

 
教壇実習 
　実習 2週目から始まった教壇実習はとて
つもない緊張から始まりました。大学で行っ
ていた模擬授業とは全く違い、30人弱の生

徒の視線が自分に向けられているという肌感
覚は教育実習の醍醐味の一つだと思います。
授業の流れや注意点については事前に担当教
諭と打ち合わせをしていました。それでは、
私が教壇実習で感じたことをお話します。 
 1 ．生徒を『引き付ける』授業とは 
　導入の段階で生徒が「今日は何をやるんだ
ろう？」と積極的な姿勢になるためには、教
員による工夫が欠かせません。教壇実習 1日
目にして、私はこの壁にぶつかりました。ハ
キハキとしない話し方、生徒の気が散ってし
まうほど遅すぎる授業テンポとなってしまい
ました。指導案通りに授業を進めることは重
要ですが、生徒が主体的に学ぶ姿勢を作るこ
ともまた、教員の任務だと教わりました。私
は手を叩いて生徒の意識を集め、指示を明確
にすることで少しずつですが、授業のテンポ
を改善していきました。授業は集団なので、
落ち着かない子がいても周りが黒板を見てい
ればその子も自然と前を向くし行動を合わせ
てくれます。各クラスの雰囲気や生徒の性質
を理解することが、生徒を『引き付ける』こ
とに繋がっているのだと感じました。 
 2 ．生徒に『気づかせる』授業とは 
　ただ黒板で文法を説明するだけの授業では
なく、生徒にとって「使える英語」の習得を
教員がサポートしなければなりません。教員
とALTが話す英語を聞いて、単語・文法を
どのように使っているのかを、生徒自身が気
づける仕掛けを授業内に取り込むことが必要
でした。とても難しいことですが、プリント
や教科書を使ったりALTとの会話を何回も
見せたりしてみました。生徒の「分かった」
という瞬間を目の当たりにするととても嬉し
くなり、教員としてのやりがいを体験できた
気がしました。 
 
終わりに 
　現場では本当に学ぶことがたくさんあっ
て、とても刺激的な 3週間を送ることができ
ました。教育実習で得たことを忘れずに、こ
れからも自分が目指す教員像のために勉強と
実践を繰り返し、実現できるように頑張りま
す。 
　これから実習を控えている皆さん。教育実
習を通して皆さんはきっと一回りも二回りも
成長します。失敗を恐れずに、自分の目指す
教師像に向かって挑戦し続けてください。一
緒に頑張りましょう。

教育実習を終えて（英語） 

館林市立第三中学校　文学部英語英米文学科4年　川島　亜祐美

2年 2組の授業風景
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 1 ．はじめに 
　私は、2021 年 5 月 26 日（水）から 6月
15 日（火）までの 3 週間にわたり、母校で
ある東京都立狛江高等学校にて教育実習を行
いました。ホームルームは 2年 7 組、授業
（日本史B）は、ホームルームのクラスに 2
年 1組を加えた 2クラス分の担当でした。1
クラス 40名だったので、ホームルームでは
40 名の生徒と接しましたが、授業は、文系
を選択した生徒（クラスの半分、20 人）だ
けを対象に行いました。また、教育実習は、
新型コロナウイルス感染症の影響を強く受け
たものとなり、多くのホームルームや授業が
オンラインに変更になったほか、学校行事も
延期され、実習日も当初の予定から 1日減っ
て 16日間に短縮されました。 
 
 2 ．教科指導について 
　私が教科指導で学んだことは、主に次の２
つです。第一に、事前準備が非常に重要であ
るということです。当たり前ですが、自分が
理解していないことを教えることはできませ
ん。加えて、教える立場であれば、教える内
容以上の専門知識を習得しておくことが求め
られます。基本的なことですが、やはり、事
前に教材研究を充実させる必要があると痛感
しました。他の実習生からも、「教材研究次
第で、授業が大きく変わる」という声をよく
聞きます。私も、生徒が使う教科書や資料集
はもちろんのこと、専門書や歴史専門の辞
書、参考書等を使って勉強しましたが、そう
いった教材のさらなる咀嚼や授業内容への反
映が、課題として残ったと思います。 

　他にも、事前準備として、授業のシミュ
レーションがあります。私の場合、特にグ
ループワークについて、他の実習生に生徒役
をやってもらったあと、アドバイスをもら
い、実際の授業までに改善を図ることができ
ました。担当科目の異なる他の実習生の意見
は、とても貴重なものです。他の実習生と協
力し合うことも良い方法だと思います。 
　第二に学んだことは、「伝え方」に工夫を
凝らすべきであるということです。私は、
「正しく」「論理的に」「分かりやすく」伝え
るということを強く意識していましたが、あ
る先生から、「もっと生徒の感情に訴えるよ
うなアプローチもするべき」というアドバイ
スをいただきました。もちろん、「正しく」
「論理的に」「分かりやすく」は大切なポイ
ントですが、重要な箇所で話し方を変えてみ
たり、インパクトのあるエピソードを紹介し
たりするなど、生徒の感情が動くような工夫
をすべきでした。これについては、ICT を活
用することも有効な手法だと思います。 
　以上が、私が教科指導で学んだことの大ま
かな内容ですが、是非、他の実習経験者から
も色々な事例を聞いて、参考にしてみてくだ
さい。 
 
 3 ．終わりに 
　私は、教育実習を振り返って、周囲に助け
られた場面が多かったと実感しています。確
かに、一人で何でもできれば、それに越した
ことはありません。ですが、それはまずあり
えないことです。私自身を含め、すべてを一
人でこなせた実習生など一人もいないと思い
ます。もちろん、自分の頭で考えることは大
切ですが、時には周囲の力を借りることも必
要ではないでしょうか。私も、大学と実習校
の先生方や他の実習生、そして生徒たちから
多くの助けを得たおかげで、無事に教育実習
を終えることができました。私のこの体験談
も、皆さんのお役に立てることを願っていま
す。不安もあると思いますが、希望を持っ
て、教育実習に臨んでください。応援してい
ます。

教育実習を終えて（地理歴史） 

東京都立狛江高等学校　法学部法律学科4年　小関　乃央

研究授業用の学習指導案（左）とレジュメ（右）
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　教育実習として、母校である大田桜台高等
学校で 2週間お世話になりました。長いよう
であっという間に過ぎていきました。この 2
週間で授業についてのことはもちろん、生徒
とのコミュニケーションや部活動、体育祭、
ホームルームなど様々なことを経験し、教職
という仕事のやりがいを改めて感じることが
できました。 
　授業実習については、いかに生徒にとって
分かりやすい授業ができるかということに重
点を置き、教材研究を行いました。特に、生
徒が身近に感じるものを例に挙げ、説明する
ということを心がけ、板書計画や指導案作成
を行いました。2日目から授業をさせていた
だく機会があり、1年生の簿記の授業を行い
ました。初めての授業は緊張しましたが、そ
れよりも生徒が理解してくれて嬉しいという
感情の方が大きかったです。また、教壇実習
をするために、多くの先生方の授業を拝見さ
せていただきました。先生方の授業を見学す
る中で、黒板の使い方や声の大きさ、配布資
料など、その先生ならではの授業方法があ
り、多種多様で勉強になりました。簿記の授
業は黒板を多く使うので、きれいに書く練習
も行いました。また、現在は高校でもマイク
やプロジェクターなど、機械を駆使する授業
もあり、生徒の理解度につながると考えまし
た。 
　また、ホームルームもとても印象的でし
た。一般的な対面で行われるホームルームも
体験しました。朝のホームルームでは連絡事
項を伝えるだけではなく、生徒の体調を確認
したり、生徒の変化に気づくことも大切だと
学びました。また、コロナウイルスの影響
で、生徒が登校しない日が設けられ、自宅学
習の日があり、対面のホームルームができな
い日がありました。そのような時はオンライ
ンでホームルームを行いました。今年から導
入されたことということもあり、先生方も
様々な工夫をして行っていました。私も経験
させていただきました。やはりオンラインだ
とそれぞれの通信環境や機械の問題もあり、
対面とは違いうまくいかないことも多かった

ですが、今の時期にしか経験できないことな
ので、とても新鮮でした。 
　体育祭については、例年の体育祭とは違
い、感染防止の観点から学年別に行われまし
た。去年はできなかった行事も今年は規模を
小さくして開催できたことが、生徒にとって
も先生にとっても嬉しいことだと思います。
体育祭の実行にあたり、生活厚生部の先生方
が多くの打ち合わせを行い、何か月も前から
準備をするということを知り、本当に大切な
行事だと改めて実感しました。 

　この 2週間を振り返ると、第１に感じるこ
とは、先生方、生徒たちへの感謝です。やは
り、大変だったこと、ミスをしてしまったこ
ともありましたが、先生方がお忙しい中で
も、丁寧にサポートをしてくださったお陰
で、様々な経験をすることができたと思いま
す。また、生徒たちが積極的に声をかけてく
れたお陰で、信頼関係を築くことができ、良
いコミュニケーションをすることができまし
た。加えて、授業をするだけではなく、その
他の活動にも参加でき、とても充実した教育
実習でした。全体を通して、反省点、改善点
ばかりな 2週間でしたが、成長している自分
を実感することができた 2週間でもありま
した。ここで得た知識、経験をただの良い思
い出にするのではなく、教員になるための第
１歩として捉え、目指していきたいと思いま
す。お忙しい中、私のために時間を割いてご
指導してくださった先生や、生徒たちへの感
謝の気持ちを忘れずに、教育実習で学んだこ
とを生かして、みんなから信頼される教師に
なるという夢を必ず叶えたいと思います。

教育実習を終えて（商業） 

東京都立大田桜台高等学校　経営学部経営学科4年　塩野　哲
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 1 ．はじめに 
　私は、2021 年 5 月 31 日から 6月 18 日
までの 3週間、母校である千葉県立柏の葉高
等学校にて教育実習を行いました。 
　母校には、普通科の他に情報理数科があり
ます。ホームルームは情報理数科の 1年生を
担当し、授業は、普通科の 1年生を担当しま
した。また、授業の他にも部活動や行事など
様々なことを経験させて頂きました。 
　ここでは、私が教育実習を通して経験した
ことを綴りたいと思います。 
 
 2 ．教科指導 
　実習の 1週目は、主に授業見学をさせて頂
きました。この際、指導教諭から「担当教科
以外の教科も積極的に見学に行くこと。特に
実習科目の授業は情報科の授業にも通じるも
のがあるので、勉強になることが多い。」と
いうアドバイスを頂き、生徒が授業を受ける
時間の殆どを授業見学に当てました。 
　どの授業を見学するのか、どのくらいの時
間をどの様に使うのかということも基本的に
自分で決めます。また、見学させて頂く授業
の都合もあるため、遅くても当日の朝まで
に、その授業の先生に許可をいただいた上で
授業見学を行います。 
　教壇実習の前に授業を見学することで、授
業中の教員としての振る舞い方や授業全体の
具体的なイメージを掴むことができたと感じ
ています。 
　実習の 2週目以降は、共通科目情報と専門
科目情報（情報理数科の授業）では、見学だ
けでなくT2としてアシスタントを行いまし
た。基本的にパソコンを活用した授業のた
め、机間指導を行いながら、手が止まってい
る生徒を中心に声をかけ、積極的にコミュニ
ケーションをとることを意識しました。 
　教壇実習を行う前に生徒と交流を図ること
で、授業の雰囲気作りの手掛かりを得ること
ができたと感じています。 
　 9 日目からは、教壇実習が始まりました。
情報科の教育実習生が私を含めて 2人いた
ため、2クラスを担当し、全 7回の授業を行
いました。 
　実習前の事前打ち合わせで伺っていた範囲
と異なる範囲で教壇実習を行うことになった
ため、実習期間中に 1から授業を作ることに
なり、時間の使い方に苦労しました。 

　生徒は、科目としての情報を初めて学ぶの
で、いかに取り組みやすく学びたいと思える
授業を作ることができるかを意識し、授業作
りを行いました。 
　特に導入の部分では、謎解きから始めるな
ど、生徒が自然と能動的に考えることができ
る教材を用意し、“難しそう”という印象を
持たせないことを意識しました。 
　研究授業では、コンピュータにおける動画
の表現という内容を行いました。生徒の作業
の足並みを揃えることと、実習と説明を聞い
てもらう場面の切り替えをしっかりと行うこ

とができたの
で、実習を多く
取り入れながら
知識を学ぶこと
ができる授業が
行えたと感じて
います。 

 
 3 ．生徒指導 
　実習中は、教科指導以外にも教員としての
姿勢を学ぶ機会が多くありました。指導教諭
から頂いた言葉の中で、特に印象に残ってい
る言葉が「生徒の卒業後の姿を真摯に考え、
一人一人と向き合う。」という言葉です。3
年間の学びを通して、どの様な大人に成長し
て欲しいのかを常に考えながら生徒と向き
合っていることを強く感じました。これを実
現するために、授業や生徒指導をどの様に行
うのかを考えることが“教師”という仕事の
本質なのではないかと考える様になりまし
た。 
 
 4 ．おわりに 
　教育実習の 3週間は、長いようでとても短
く、その時々でしか学べないことが幾つもあ
りました。 
　教育実習は、実際に教師として現場に立つ
ことができる貴重な機会です。不安や緊張な
ど、苦労することはもちろんありますが、失
敗を恐れずに挑戦することで、教師としてだ
けではなく、人としても成長することができ
たと感じています。 
　今回の教育実習で学んだことは、今後の人
生の糧になる貴重な学びでした。これから実
習を行う皆さんにとっても、実りある経験に
なることを願っています。 

教育実習を終えて（情報） 

千葉県立柏の葉高等学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　出口　愛

教壇実習の様子
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 1 ．はじめに 
　私は 5月 24日から 6月 11日までの 3週
間、母校である長野県岡谷南高等学校で教育
実習を行いました。2年生を中心に、教壇実
習やHR、学校行事など様々なことを先生の
立場で経験させていただきました。ここで
は、私が教育実習を通して感じたことや学ん
だことを述べたいと思います。 
 
 2 ．授業見学について 
　実習 1週目は、全て授業見学を行いまし
た。数学を中心に、地学や国語など他教科の
授業も見学しました。授業見学を通じて、授
業の進め方が先生や担当クラスごとに異なる
と感じました。同じ内容を教える場合でも、
積極的に指名をして授業を進める先生もいれ
ば、ほとんど一方的に説明をするだけの先生
もいました。また、同じ先生が教える場合で
も、理解度が高いクラスではより細かい内容
まで、理解度が低いクラスでは重要な内容を
重点的に教えていました。私はこれらを見
て、授業中も生徒とのコミュニケーションは
積極的に行いたいと思いました。また、実際
の現場では模擬授業以上に、担当するクラス
の生徒観に合わせた授業を展開することが大
切だと思いました。授業見学を行うことで、
自分が目指したい生徒主体の授業についてよ
り具体的なイメージを持つことができまし
た。 
 
 3 ．教壇実習について 
　実習 2週目から、2年生と 3年生で少しず
つ教壇実習を行いました。授業見学から得た
理想の授業像をもとに、はじめは生徒と積極
的にコミュニケーションをとりながら授業を
進めることを意識しました。その結果、生徒
を巻き込みながら授業を進めるのは早めに
慣れました。生徒の意見を中心に授業を進め
た方が、集中力も上がり授業の雰囲気も良く
なったため、これは今後も意識していきたい
と思いました。 
　一方で、授業のペースが計画より少し遅
かったため、その後はスピードを意識しなが
ら授業を行いました。これが、教壇実習の中
で一番苦労しました。早く進めようとすると
自ら説明する場面が多くなってしまい、生徒
の理解度や集中力が低下してしまいました。
逆に少しペースを落とすと、また計画通りに
授業が進まないことが多々ありました。実際
の現場では、学年や学期など一定の期間の中

で決まった内容を教え切る必要があるため、
計画通りに終わらせることも大切だと感じま
した。最後までこの課題は残りましたが、端
的に説明し生徒が考える時間を増やすのを意
識することで、これを解決できるように努力
できました。 
 
 4 ．教育実習を終えて 
　私は教育実習を通じて、大きく 2つのこと
を学びました。1つ目は、生徒にとっていい
授業とは何か常に考えることの大切さです。
私が目指した生徒主体の授業も、理解度を上
げたり集中させたりするという点で、生徒に
とっていい授業です。また、計画通りに終わ
らせる授業も、定められた内容を期限までに
教え切るという点で、生徒にとっていい授業
です。担当クラスの生徒観を考慮しながら、
その生徒たちにとっていい授業とは何か考え
ることが大切だと思いました。 
　 2 つ目は、生徒の変化に敏感になることで
す。生徒の成長や苦労を先生が見つけ、それ
をさらに伸ばしたり、乗り越えられるように
手助けしたりするのを実習中に何度も見まし
た。このような行動を続けてきたからこそ、
現場の先生たちは生徒に信頼されていると思
います。授業中だけでなく、部活動やクラス
活動などあらゆる場面で生徒の変化に敏感に
なることで、生徒の豊かな学校生活を手助け
できると感じました。 
 
 5 ．おわりに 
　教育実習は実際の現場で生徒と接する最初
の機会なので、とても緊張すると思います。
私も 3週間実習を無事に終えることができ
るか、不安な気持ちでいっぱいでした。しか
し、生徒の前では決して不安な表情をせず、
笑顔で振る舞わなければなりません。生徒ま
で不安な気持ちにさせてしまうからです。不
安なことや失敗してしまったことは、指導教
諭や他の実習生、大学の仲間と協力して乗り
越えられると思います。失敗を恐れず、教育
実習だけでしか学べないたくさんのことを吸
収してくだ
さい。充実
した教育実
習になるこ
とを願って
います。 

教育実習を終えて（数学） 

長野県岡谷南高等学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科4年　宮坂　勇佑
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 1 ．はじめに 
　私は 9 月 13 日から 10 月 4 日までの 15
日間、母校である埼玉県立越谷北高等学校で
教育実習をさせて頂いた。この期間は緊急事
態宣言の発令を受け分散登校となった。HR
は 2年 9組で、書道選択の生徒は数名だった
が、掃除の時間等利用したくさん交流をは
かった。部活動は書道部へ 3回参加し、高校
書道展に向けて活動支援を行った。担当する
授業は 2時限連続の授業であり、1年生 6授
業、2年生 5授業の計 11回分の授業を行わ
せて頂いた。 
 
 2 ．教科指導について 
　指導教諭にまず御教示頂いたのは、「授業
を修行の時間
にしないこと」
である。私は、
生徒の状況に寄
り添い、生徒視
点の気持ちを考
えることを第一
に据え、授業計
画を行った。 
　知識・理解を養う指導では、私は説明や発
問が長く、相手に伝わりにくいのが留意点
だった。これは緊張のあまり、聞いている相
手への配慮が薄れていたのが問題であった。
実習では、一方的に自分が話すことを出来る
だけ避け、短い発問で生徒との対話を大切に
した。また、授業内ではその要点を大きく書
いた用紙を事前に手元へ準備し授業に臨める
ようにした。すると、その要点がよく目に入
る上に、意味も伝わり易くなり生徒の理解も
深まるきっかけになった。 
　プリントの作成では、口頭説明なしでは理
解しづらく、内容を精査すべきものとなる事
があった。特にプリントの発問は、読んで取
り組めるものであるべきである。また、理解
度に合わせて発問を整理しておく必要がある
ことを実感した。 
　実技の指導では、書画カメラで手元を写
し、書いている姿を生徒に見せた。2年生は
草書の「真草千字文」を、1 年生は行書の
「蘭亭序」（行書体・中国東晋時代・王羲之
筆「清風」）を授業で扱い、研究授業は 1年 9
組で行った。研究授業と同じ授業を別のクラ
スで事前に行ったところ、緊張のあまり手が
震えて、ひどい範書となった。しかし、生徒
達は私が懸命に書いている姿を見てくれた。
生徒の気遣いを感じ申し訳ない気持ちになっ
たと共に、強く反省した。生徒に見せる練習
の為の臨書では不十分であった。100分の授

業のうち範書は 1回 3分程度のことである
が、日頃の鍛錬の重要さを思い知らされた出
来事となった。 
　また、教師は生徒が授業の中で成果や達成
感を感じられるような内容をしっかり精査す
べきだとも痛感させられた。教師の教える量
や、求める到達度の設定によっては、出来る
人だけがついて来られる授業となってしま
う。例えば実技科目なので、注意する箇所が
多くなると、思うように書けない生徒には苦
痛な時間となる。生徒 1人 1 人の技術向上
を図るには、指導するポイントを段階的に絞
ることがいかに重要であるか理解出来た。そ
の反省の上で今回私が実践した工夫は、二文
字を半紙に臨書し清書する時には、一文字目
の説明・範書をして生徒が練習・理解した後
に、二文字目の説明・範書をするようにし
た。また、より専門的な用筆法の解説は部分
的に範書するようにし、必要に応じて書く姿
勢や流れの表現を見せる為に二文字続けて
範書をすることによって、指導内容と目的を
はっきり分かるように授業を組み立てる重要
性も学ぶことが出来た。 
 
 3 ．おわりに 
　教育実習という限られた時間の中で、失敗
を恐れた時もあった。しかし、たとえ準備が
十分でなくても授業をこなす使命が教師には
あると感じた。また、書道の教師は学校に 1
人の場合が多いので、自分の責任が大きいも
のだと再確認した。今度、教壇に立つ時には、
振り返りシートを活用し、何をどのように教
える事が必要で最適なのか柔軟に対応出来る
よう、これからも表現の技能や知識の為の研
究を深めていきたい。 
　昨年度教育実習に行った先輩方の話を聞い
て、とにかく自分も頑張らなければならない
と思っていた。しかし、熱心に取り組む事が
大切な事は間違いないが、必ずしも完璧であ
ることを強いられているのではないと感じ
た。実習前は教育に携わる覚悟と分かりやす
い授業を実践するという信念を持ち、大学の
授業を生かすべきである。教育実習は、準備
や実践で大
変なことは
あるが、自
分自身の成
長の機会と
なるに違い
ない。

教育実習を終えて（書道） 

埼玉県立越谷北高等学校　文学部日本文学文化学科4年　小島　春奈

範書の風景

机間指導中の筆者
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はじめに 
　中学校の教員免許を取得しようとする人
は 3年次に介護施設に行き介護等の体験を
することになっているが、新型コロナウイル
スの流行により現場での介護等の体験ができ
なかった。そのため代替措置としてレポート
課題が出された。指定された教材から視覚障
害児か聴覚障害児のどちらかを選び、学んだ
ことや今後教職に就くにあたってその知識を
どのように生かしていくかをまとめるという
ものだった。私は視覚障害児を選択した。は
じめに視覚障害の特徴や生活上での問題点を
学び、小学部から高等部までの指導や学習の
取り組み、国語や社会など各教科でどのよう
に授業をしていくのかについて学んでいっ
た。ここでは、この代替措置を通じて学んだ
ことについて述べていこうと思う。 
 
視覚障害児の学習を通して 
　実際に視覚障害がどのくらい大変なのか全
然理解できていないということが今回の学習
を通してわかった。特に、人は情報を得ると
きにその多くを視覚に頼っていて、視覚障害
を持つ人が情報を得るのがこれほど困難だと
いうことを私は知らなかった。視覚障害者は
視覚による情報収集ができないため聴覚や嗅
覚、触覚などで情報を得なければならないと
いう。これを知って私も目を瞑り教科書等を
手に取ってそれが何の本なのかを当てようと
試みたがうまくいかず、予想以上に視覚以外
から情報を取得するのが難しいということが
わかった。また、外を歩く時も自分がどこに
いるのか把握するために嗅覚などを使うと知
り、外を歩くことの難しさを理解できた。こ
のように視覚障害者たちは情報を得ることが
難しいため周りの人よりも必要な知識が不足
し、自由に行動することができなくなる。そ
のため実際に何かを体験する機会が周りの
人よりも少
なくなるこ
とがあると
いう。こう
いった知識
の不足や実
体験の不足

は視覚障害者たちのやる気を削ぎ社会に働き
かける力を低下させてしまう。そうなると自
ら新しい知識を習得しようとする意思がなく
なってしまい更なる知的発達や運動能力、社
会性の発達の欠如につながってしまう。こう
ならないように自らが情報を取得しようとす
る態度を育んでいくことが大切だと学んだ。
また、そのために一番大切なのは過ごしやす
い環境を作ることだと考えた。 
　教職に就いたら視覚障害がどのような障害
で、生活するのがどれほど難しいことなのか
生徒たちに理解してもらうことが大切だと
思った。しかし、言葉で説明するだけだとそ
の大変さが伝わりづらいので、視覚障害のあ
る生徒が受けている授業に似た授業を行った
り、視覚障害の疑似体験を行って理解させる
ことが良いのではないかと考えた。私は社会
科の教員免許を取ることを目標にしているの
で社会科を例にすると、地理に世界の国々に
ついて教える授業や地元のハザードマップを
作るという授業がある。視覚障害児の授業で
も触地図を使って同様に世界の国々や身近な
地域を学ぶという。そこで健常児の授業でも
目隠しで触地図に触れさせ視覚障害の難しさ
を体験させると生徒たちの理解が深まるので
はないか。さらに、視覚障害児はわからない
ことがあったらその人なりのサインを密かに
送っていると学んだ。しかし、そういったサ
インは障害のない生徒たちも送っている可能
性がある。そのため、生徒が発したサインに
気づけるように一人ひとりを見ながら授業を
していくことも大切だと気づいた。 
　 
おわりに 
　介護等の体験では現場でしか学べないこと
も多くある。例えば、困ったことがあると生
徒はサインを出すと教材で学んだが、実際に
そのサインを見ることができなかった。ほか
にも、生徒一人ひとりのサポートが大切だと
学んだが、具体的にどのようにサポートして
いくのかを現場で見ることはできなかった。
こうした点は現場で体験することでしか深
い学びができないと思う。次年度、体験する
機会があったら、積極的に参加してみてほし
い。 

介護等の体験を終えて 

法学部法律学科3年　清水　俊介
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 1 ．はじめに 
　今年度は幸いにも、コロナ禍によって実習
が延期になった学生は少なく、私も教育実習
を無事終えた上で教職公開講座に参加するこ
とができた。教職の授業や実習を一通り終え
ていたといっても、当然それは教育の入口を
覗いただけであり、また、実際に教育現場に
立ったと思われる実習も、「実習生」という立
場から見た学校現場にすぎず、このまま教育
の道に進むことに一抹の不安を感じていた中
での講座参加だった。 
 
 2 ．教育現場の実態と課題 
　最初に現在の学校現場の様子を聞くことが
できた。社会科では、グローバル化、多様化
が加速する現代において、この先に生じる新
たな諸問題を解決する力をつけさせることが
社会科教育の役割りであり、そのために実社
会とのつながりを意識させ、「考えさせる」
ことを授業の核にしているということであっ
た。 
　その手段として ICT の活用が課題となっ
ている。学習指導要領改訂の話題として数年
前から注目されているため、目新しいもので
はなかったが、コロナ禍によって一層その重
要性と緊急性が認知されている。昨年は急な
オンライン授業への対応に戸惑ったが、今年
はある程度やり方を確立して軌道に乗ってき
たということであった。オンラインの特性を
生かして資料を共有し、ひいては生徒の意見
も共有することで、より「考えさせる」授業
の実現に近づいているという。 
　拡充が求められているのは ICT だけでは
ない。博学連携も必須である。私は学芸員課
程も履修していたため、その実態がどのよう
なものか興味があった。博物館は資料を展示
する施設というイメージが強い上に、教科担
任制による課外学習の困難さも相まって、充
実した連携が実現できていないと講師の先生
は答えてくださった。近年は、テーマが一貫
して分かりやすく、利用者が自分で思考しな

がら観覧できる館も多い。それにもかかわら
ず、現場にそのような意見があるということ
は、学校に博物館の役割が十分に認知されて
いないことを痛感した。博物館側からのア
ピール、学校側の歩み寄り、その双方が協力
しない限り、博学連携の実現にはまだまだ時
間がかかるだろう。 
 
 3 ．「流行と不易」 
　次に求められる教師像について、「流行と
不易」を軸に話を聞くことができた。東日本
大震災、コロナウイルスの感染拡大などの大
きな時代の変化に沿って、地域連携の強化、
ICTの推進など、教育のあり方を変えてきた
のが「流行」である。一方、昔から変わらず
重要視されてきた人格・人間形成などの教育
が「不易」である。 
　私たちは、学習指導要領の改訂とコロナ禍
が重なるタイミングに直面した学生として、
ICTを活用した主体的・対話的で深い学びに
意識が向きがちだった。しかし、教師に求め
られるのはそれだけではない。その土台と
なっているのが「不易」である。前半の教育
現場の話も非常に興味深かったが、革新的な
部分ばかりに囚われ、教育の全体像を見失わ
ぬよう、気を付けなければならない。現状の
課題を重視するのも大切であるが、流行に対
応しながら不易を大切にし、教育の基本を振
り返ることも課題解決の近道になるのかもし
れない。 
 
 4 ．おわりに 
　今回の教職公開講座では、学校教育の現状
や教師像についての話を聞くことができた。
ICT、オンライン化などの課題に直面する現
場の声を聞くと共に、時代を超えて変わらな
い価値のある教育のあり方を学んだ。公教育
について考えれば際限がないが、この時期に
「不易」を言語化した形で再認識できたこと
は、非常に有意義だった。「流行と不易」、そ
の両方を備えた教育者を目指したい。

教職公開講座に出席して 

文学部歴史学科4年　佐藤　公彦
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1．はじめに 
　「教職実践演習」は、4年次後期に開講さ
れている必修科目です。これまでの教職課程
の総仕上げに位置づけられている科目で、履
修者の実践的指導力を確実なものとすること
がねらいです。時代や社会の変化だけでな
く、子どもや青年の変容を適切に捉え、学校
教育が抱える様々な課題に対して、これまで
の教職課程で得た知識や経験をもとに向き合
う基礎能力を育むことを目標としています。 
　私は、佐藤由美先生のクラスを履修しまし
た。このクラスでは、履修者 3 名ずつでグ
ループを組み、各回 1グループが教育に関す
るテーマに沿って、授業を行いました。90
分のうち、前半は知識理解や、教育現場で発
生した課題や事件の実例の紹介を行い、後半
はそれについて少人数でグループディスカッ
ションを行いました。最終的にクラス内で共
有し、考えを深めていきます。自分たちで、
テーマに沿った授業内容を考え、実際に授業
を行うことで、これから教育現場で必要とさ
れる指導力を養うことができるだけでなく、
クラスメイトとのグループディスカッション
を重ねたことで、教職課程での様々な経験や
課題解決法を共有し、教育に関する視野を広
げることができるところが、この科目の特徴
だと思います。 
 
2．「役割」と「協働」 
　私は教職実践演習を履修し、改めて教員が
学校教育に携わる上で果たすべき「役割」に
ついて見つめ直すことができ、そして「協
働」することの大切さを感じました。教員は
学校で授業だけを行うのではありません。生
徒指導や学級経営はもちろん、地域や保護者
との連携というのも、教員が果たすべき大切
な役割の一つです。他にも教員が果たすべき
役割というのはたくさんありますが、半年間
の授業を通して、特に地域や保護者との連携
という点については、「地域差」を感じ、これ
まで以上に熟考する必要があると感じまし
た。先ほど述べたように、この授業では、ク
ラスメイトとグループディスカッションを行

いました。私が授業を受け、地方の方がより
地域と学校の結びつきが強いと感じ、地域と
の結びつきの強さが、生徒の学校生活にも影
響がある場合があるということを感じまし
た。保護者との連携に関しても、地域によっ
て抱える問題が異なり、臨機応変な対応が必
要であると感じました。 
　また、授業でのグループディスカッション
を通し、自分以外の他者と協力しながら解決
法を探ることで、たくさんの可能性が生まれ
ることも実感しました。教育現場において
も、教員や社会などと協働することで、変化
し続ける社会や、変容していく生徒にも対応
していくことができると感じました。 
 
3．最後に 
　教職実践演習を通して、これまでの 4年間
の教職課程を何度も振り返りました。これま
で学んできたこと一つ一つが、確実に力に
なっていることを実感できたとともに、新た
な発見や学びがありました。授業では、グ
ループディスカッションだけではなく、実際
に今、教員として勤務していらっしゃる先生
方のお話や、佐藤先生自身の経験談なども聞
くことができ、改めて教員という職業の責任
の重さや、大変さというのも確認することが
できました。前半はオンライン、後半は対面
となったこの授業でしたが最後まで有意義な
学びができたのは、佐藤先生の私たち学生へ
の細やかな配慮や、教育への熱い想いをもっ
たクラスメイトの存在が非常に大きく、本当
に感謝しています。この授業をはじめ、これ
までの 4 年
間で培った知
識や、身に付
けた技術を決
して忘れるこ
となく、今後
も「教育」に
携わり続けら
れるよう努め
ていきたいで
す。 

教職総仕上げ「教職実践演習」 

文学部人文・ジャーナリズム学科4年　緑川　留衣

教職実践演習の授業での1コマ 
（※撮映時のみマスクを外しています。）
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1．はじめに 
　今回、教職実践入門の履修者の前で、私の
生徒指導・進路指導の実践例を紹介する機会
を得た。本気で教職に取り組む、しかも 2年
生であったため、履修者の話を聴く姿勢か
ら、意識の高さを伺い知ることができた反
面、教職に関する知識や経験の不足から理解
できない部分もあったように見受けられた。
本稿では、実践報告の内容を述べるが、それ
は履修者が教職を目指す上での研究課題でも
ある。 
 
2．授業の始めと終わりの礼と出欠確認 
　講義は礼から始めたが、皆、しっかりとし
た礼をしてくれて、大変うれしく思った。人
間が社会の中で生活するにあたり、互いに敬
う気持ちを持つことは大切なことであり、礼
は敬意を動作で表したものと説明した。 
　礼をする際のコツとして、生徒と一緒に礼
をせず、生徒の礼を見届けてから礼をする
（必要があればやり直させる）とよい。生徒
の礼を継続して観察して、生徒理解や感情の
変化についてキャッチしたり、出欠確認をす
る時に、1人ずつ名前を呼びながら様子を観
察することも必要である。 
 
3．進路指導と生徒指導の関係 
　進路指導・生徒指導というと、高校の分掌
組織が進路指導部と生活指導部とに分けられ
ているからか、あまり関わりのない別のも
の、という印象を学生に与えるようである。
しかしながら、これらはいずれも教育活動全
体を通して行われるものであり、実際、商業
高校においてはマナー教育や学校行事では相
互に関連し合うことが多い。教育実習におい
てぜひとも体感してほしいことである。 
 
4．進路指導の実践例 
　進路指導においては、出口のみの指導とな
らないよう、自己理解と自己のキャリアにつ
いて考えさせた上で、卒業後の進路について
検討させている。 
　自己理解を深めるにあたり、「ジョハリの
窓」を意識するとわかりやすい。本人は気づ
いていない部分についてワークやテストを通
じて理解を深めていく。他人は知っているが
本人は気づいていない“盲点の窓”について
は、グループワークでお互いが相手の長所を
誉め合うようなワークで自己理解を進める。
自分も他人も気づいていない“未知の窓”に

ついては、アセスメントツールを利用してい
る。 

　一例として、自己のキャリアについて考え
るためのプログラムとして「職業レディネス
テスト」を紹介した。ホランドのRIASECに
ついて説明した上で、自分のタイプと近い職
業ほど親和性が高く、真逆の位置の職業は親
和性が低いことについて説明した。職業に対
する準備度を測定するだけでなく、自己理解
や自己開示、他者理解につなげるよう意識し
ている。お互いを誉め合うワークの延長線上
のような感じでテストの結果を開示しあえる
と、友人との相互理解が深まり、和気あいあ
いとした雰囲気が醸成される。 
 
5．生徒指導の実践例 
　生徒が学校生活を送るにあたり、安心・安
全への配慮が重要である。日本スポーツ振興
センターの学校事故事例検索データベースを
活用し、学校行事の事前・事後指導や、部活
動における安全指導についての事例を紹介し
た。安全に関する関心を持たせるだけでな
く、想像の及ばない事例を知ることで注意を
喚起したり、対策を考えさせることに役立
つ。 
　また、学習指導要領解説特別活動編から学
校行事の健康安全・体育的行事を取り上げ
た。体育祭や文化祭のような全員に役割が与
えられるような大きな行事については、活動
について振り返るだけでなく、社会人基礎力
を評価の項目にしたワークシートを活用して
自己理解を深めるようにしている。 
 
6．おわりに 
　講座の後半は、質疑応答を行い、いじめ等
の諸問題、外部との連携等についての質問を
受け、回答した。 
　本稿であげた実践（課題）の多くは、3年
次以降の教職課程での学びや教育実習を通し
て、各自の理解を深める参考になると考え
る。今後の学びを活かして、よりよい指導方
法を研究していただきたい。 

公立商業高校での進路指導・生徒指導の実践紹介 
―「教職実践入門」履修者の実践力を高めるために―

東京都立芝商業高等学校　主任教諭　池田　宏史（平成6年度商学部商業学科卒業）

自分は知っ
ている

自分は気づ 
いていない

他人は知っ
ている

開放の窓 ⇨ 盲点の窓

他人は気づ
いていない

秘密の窓 ⇨ 未知の窓



教
職
課
程

資格課程年報『パッソ ア パッソ』Vol.24/336

　私は 2021 年 9 月から神奈川県立湘南台
高等学校で、教科研修生として毎週火曜日 1
限目の「英語表現Ⅰ」、2 限目の「コミュニ
ケーション英語Ⅰ」の授業を参観させていた
だきました。 
　教科研修に応募したのは、2022 年度 4 年
次にある教育実習にのぞむ前に、実際の学校
現場や生徒の様子を肌感覚で知っておきたい
と考えたことと、先生方の授業を観察し、今
後の自分自身の授業づくりに活かしたいと
思ったからです。また、実習は私立学校で行
う予定であるため、公立学校の雰囲気も知っ
ておきたいという副次的な理由もありまし
た。 
　基本的に研修では、教室の後方で授業を観
察させていただき、時に机間指導や生徒との
ペアワークに参加しました。少し慣れてきた
10 月からは、授業冒頭の 15 分間の活動を
行う機会に恵まれるという大変貴重な機会も
いただきました。 
　研修生として過ごして、自身の高校時代に
はなかった多くの気づきと、教育実習に向け
ての課題が見つかりました。 
　私にとって一番大きな気づきは、担当の先
生が生徒をよく観察されており、授業のどの
場面でどの生徒を指名するかを非常によく
考えられていたということです。「コミュニ
ケーション英語Ⅰ」では、15分間の“Let’s 
talk!”で、一方の生徒が質問をし、もう一方
の生徒が 2分間、英語で話し続けるwarm-
up 活動がありました。生徒が話している間、
先生は教室を回りながら生徒たちがどのよう
な話をしているか観察されます。活動終了後
には、何名か生徒を当て、見つかった表現や
文法項目をクラス全体で共有されました。一
見、単純なことのように思えますが、指名す

る生徒を工夫することで、クラスの雰囲気を
明るくしたり、英語表現について考えさせる
きっかけになるということを実感しました。 
　上述の通り、私もwarm-up をさせていた
だきましたが、大変、緊張しました。大学で
は模擬授業をした経験はあったものの、それ
はオンライン上でのことで、対面授業を実際
にやってみると、声のコントロールや指示の
出し方、活動の区切り方、生徒の巻き込み方
などなど、改善しなければならないことが数
多く見つかりました。自分では声を張ってい
ると思っていても、実際には教室の後ろまで
はっきり聞こえていなかったり、指示が曖昧
で生徒を混乱させてしまったり、予定時間
15分のところを 30分間も行ってしまった
りとたくさんの失敗をしてしまいました。 
　以上のように、今回の研修では、特に生徒
と上手くやりとりが出来なかったことが最大
の課題でした。会話活動の最後に全体で共有
する際に、答えてくれた生徒に対して英語で
上手くコメントを返すことが出来ず、生徒を
戸惑わせてしまいました。 
　授業内での生徒とのやりとりは、授業の核
とも言えます。スムーズに生徒とコミュニ
ケーションをとるために、担当の先生は生徒
の様子をよく観察され、授業外でも生徒と積
極的にコミュニケーションをとっておられて
いました。ところが私は、授業中に生徒とペ
アワークをすることはあっても、自分から積
極的に声をかけることができませんでした。
授業は教師と生徒の信頼関係の上に成り立つ
のだということを改めて感じました。 
　週に 1度の研修でしたが、約半年間一つの
授業を継続して観察させていただいたこと
で、先生方がどのように授業を構成されてい
るのかということと授業を通した生徒の成長
を間近で見ることができ、大変有意義な時間
を過ごすことが出来ました。そして何よりも
4年生での教育実習に向けての課題がはっき
りしたことが一番の発見でした。研修に参加
させていただいたことで、教師という仕事に
より魅力を感じました。 
　最後になりますが、今回の研修でお世話に
なった校長先生、担当の先生、そして教職員
の方々には心より感謝申し上げます。ありが
とうございました。 

教科研修生体験レポート 

文学部英語英米文学科３年　横山　夏美

warm-up する筆者
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 1 ．はじめに 
　私は令和 3年の 6 月から、毎週水曜日の
午後に南生田中学校で学生ボランティアとし
て活動しています。ボランティアを始めよう
と思ったきっかけは、実際に学校現場へ行
き、今の中学生と関わることで、その実態を
知りたいという思いからでした。あまり課外
活動には積極的に参加する性格ではありませ
んでしたが、知人からの勧めもあり、このボ
ランティア活動に参加してみようと決意しま
した。新型コロナウイルスの影響で、緊急事
態宣言が出されていた夏から 9月頃までは
一時ボランティア活動は休止となっていまし
たが、少ない時間の中で生徒との仲を深めて
いくことができました。 
 
 2 ．活動内容 
　ボランティアの活動内容は、支援学級の授
業のお手伝いです。支援級では人数が 10人
前後と少数なので、一人一人と関わる時間も
多くあり、すぐに生徒との仲を深めることが
できました。時間割が週によって変わること
があり、前期では体育を主として数学や英
語、国語などの教科の授業もお手伝いする機
会がありました。体育では、生徒と一緒に授
業に参加をして体を動かすこともあれば、先
生の補助に回ったりしました。そのほかの授
業では、教室を回りながら授業に苦戦してい
そうな生徒のところへ行ってサポートをしま
した。一日の終わりである 6時間目は、「生
活」という時間になっており、その日の振り
返りを生徒がそれぞれ紙に記入し、残った時
間は自習や各々がやりたいことをやる時間
で、そこで生徒と一緒に勉強したり、ボード
ゲームで遊んだりもしました。後期は時間割
が変わり、情報の授業をお手伝いしており、
ワードを使った新聞や年賀状の作成などのた
め、ワードの使い方を教えたり、内容を一緒
に考えたりしています。部活動のお手伝いを
することもあり、本来は自分がやってきた野

球部に行きたかったのですが、自分が行く水
曜日は練習が休みというのもあって、前期は
ソフトボール部、後期は卓球部の練習のお手
伝いなどをしました。 
 
 3 ．学校教育ボランティアを通じて 
　初めてボランティアとして教室へ入ったと
きは、生徒たちも緊張していた様子が感じ取
れました。自分自身も緊張していましたが、
明るい生徒が話しかけに来てくれたことを
きっかけに、皆と話すことができました。こ
れまで自分には中学生と関わる機会が全くな
かったので、どのように話しかけたらいい
か、どのような距離感をもって接していけば
いいのかということがわかりませんでした。
そういった中で、このボランティアでは実際
に子どもと関わるうちに、生徒とどういった
距離感でどのように話していけばいいかが少
しわかったような気がします。また、支援級
の生徒たちの中には、何かやりたいことや分
からないことがあればすぐに聞いてくれる生
徒もいますが、自分からはなかなか言い出せ
ない生徒もいます。そういった生徒の様子を
見て気付き、自分から積極的に話しかけに行
けるようになったのが、このボランティアを
通して自分が成長できた部分ではないかなと
実感しました。 
 
 4 ．おわりに 
　コロナ禍という難しい状況の中ですが、ボ
ランティア活動を実施するためにサポートし
てくださった大学関係者の方や受け入れてく
ださった南生田中学校の先生方には感謝して
おります。こうした活動は、必ず自分にプラ
スになるものが得られると思います。実際
に、今の自分ができること、できないことに
気づき、教員になるために改善すべき点を見
つけることができました。勇気を出して参加
したボランティア活動でしたが、参加できて
本当に良かったと思います。 

多摩区・3大学連携事業「学校教育ボランティア」体験レポート 

経営学部経営学科3年　地引　昌大
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 1 ．はじめに 
　私は、令和 3年度より専修大学附属高等学
校で保健体育科教諭として勤務しています。
令和元年度から、本校で 2年間の非常勤講師
として経験を積み、現在に至ります。講師時
代は主に教科（保健体育）の指導と部活動
（男子バスケットボール部）の指導を行って
いました。専任教諭になってからは、クラス
担任を持つようになり、授業や部活動以外で
も生徒と関わりを持つようになりました。ま
た、学校運営のために校務分掌も担当してい
ます。初めて経験することも多く、まだまだ
不慣れなこともた
くさんあります
が、常にチャレン
ジ精神で取り組ん
でいます。今回
は、私が本校で教
員人生を歩み始め
るまでの経験を皆
さんにお伝えした
いと思います。 
 
 2 ．教師を志すきっかけ 
　私は専修大学附属高等学校を卒業し、専修
大学法学部法律学科に入学しました。当時
は、教師ではなく国家公務員試験を合格する
という目標を持って学生生活を送っていま
した。在学中、母が指導をする小学生のバス
ケットボールクラブの指導者が不足してしま
い、私が補助をするようになりました。その
中で、指導者の重要性や、在り方について深
く考えるようになりました。次第に、指導を
通して子どもたちの技術だけでなく、精神面
や行動が変化し、少しずつでも確実に成長す
る姿を見ることに、生きがいや達成感を覚え
ました。大学生活でのこの経験が、私が教師
を目指すきっかけとなりました。　 
　その後、両親が保健体育科の教師であった
ことも影響し、保健体育科の先生方からお話
を伺う機会をたくさんいただきました。次第
に、私が教師として人生を送るとしたら、子
どもたちの変化を最も近くで感じることがで
きる保健体育科を担当したいという夢ができ
ました。私の所属する学科では、保健体育科
の免許取得をすることができなかったので、
千葉大学大学院へ進学して免許状の取得と、
教科教育に関する専門的な知識習得、そして
教育者としてだけでなく、研究者としての知
見を得ることを目指しました。 
  
 3 ．大学院進学を通して 
 　大学院では、学生時代の経験を活かし、小
学生のバスケットボール指導に関する修士論
文を作成しました。論文の作成や学会での発
表を通して、1つの種目を選手・指導者・研

究者といった多方面の目線から捉えるように
なりました。さらに、何かを突き詰めて研究
することの楽しさや、素晴らしさに気づくこ
とができました。 
　また、千葉大学は障がい者スポーツの体験
会を積極的に行っています。私は、そこで実
際に視界を失った状態や歩行ができない状況
を体験しました。体験会を通して、いかに周
囲のサポートが重要であるかを理解するとと
もに、自分自身が障がいについて全く理解が
できていなかったことも、この経験を通して
肌で感じることができました。 
　さまざまな立場で考えること、自分の興味
を深掘りすること、そして実際に体験するこ
と、これら大学院での経験は私の指導観に大
きく影響を与えたと思います。 
  
 4 ．実際に教壇に立って感じたこと 
　大学院を修了してからは、私は幸運なこと
に本校で教員人生を始めることができまし
た。今までの経験から得ることができた学び
を、未来を担う高校生に少しでも伝えたいと
日々の学校生活に挑んでいます。 
　 ICT 教育の普及に伴い、本校の生徒は本年
度から 1人 1台 iPad を活用しています。保
健の授業中は黒板ではなく教室内のプロジェ
クターを使用しています。また、新型コロナ
ウイルス感染症拡大も重なり、登下校の方法
や課題提出等も変化しています。現在は、ま
さに学校教育そのものの過渡期に当たると思
います。新米教師として仕事に慣れること
や、覚えていくこともありますが、他の先生
方と協力しながらこの変化に対応していくこ
とも求められています。 
  
 5 ．おわりに 
　今後ますます学校教育は変化していく雰囲
気が大いにあります。学生の皆さんは、教育
実習等でそれらを実感するのではないでしょ
うか。しかし、その変化を楽しみながら、一
つ一つの経験から気づきや学びに繋げてもら
いたいと思います。いつの日か学校現場で皆
さんにお会いした時に、胸を張れるよう私も
日々努力していきます。ぜひ皆さんも夢に向
かって進んでください。

専修大学附属高等学校から 

私立専修大学附属高等学校　教諭　横田　朋宏

男子バスケットボール部（左端が筆者）

授業風景



司書・司書教諭・学校司書課程

図書館本館（生田キャンパス 9号館）



　東京大学教育学部附属中等教育学校、とい
う長い名前の学校が私の勤務校です。私は
2000 年 4月より国語科教諭として、2012
年度以降は国語科と兼任する形で司書教諭を
務めています。今回は、本校図書館の取り組
みと共に司書と司書教諭それぞれの仕事を簡
単にご紹介したいと思います。 
 
 1 ．本校の学びの特色と図書館のすがた 
　本校は東京都中野区南台にある国立の中高
一貫の男女共学校です。生徒の自主自律や自
治活動を重視し、2020 年度以降は全学年制
服を廃止しました。学校教育目標は「未来に
ひらく自己の確立」。この言葉は生涯学習拠
点である図書館と非常に相性がよく、図書館
運営計画を立てる時にいつもありがたいと感
じています。 
　本校は教育実験校であり独自色の強い学校
のため、詳しい説明は別の機会に譲ります
が、図書館に関係ある教育上の特色として、
次の 3点を挙げたいと思います。 
　第 1に、総合的な学習や体験的な活動に長
年熱心に取り組んでいること。第 2に、本校
での学びの集大成として自分でテーマを決め
た「卒業研究」を 16000 字以上執筆し製本
して提出しなくてはならないこと。そして、
第 3に、教科・学年を問わず探究的かつ協働
的な学びのスタイルをとる授業が多く、レ
ポート提出やプレゼンテーションを含む発表
の機会がとても多いこと。これら 3つの特色
を踏まえると、本校図書館は探究的な学びの
主要拠点として生徒の学びや教員の授業準備
を全力で支援することが当然のように求めら
れ、収集すべき資料も多岐にわたります。な
かなかやりがいのある職場です。 
　一方、利用者の方はというと、小学校を卒
業したばかりのあどけなさが残る 1学年か
ら、大学生になる直前の大人びた表情でパソ
コンの画面を見つめレポートを書く 6 学
年まで、毎日多くの生徒が来館します。図書
館で授業に出た後、そのまま課題をしたり、

読書をしたり自
習をしたり、書架
の間をうろうろ
したり、疲れてコ
ミックを開いた
まま椅子でうた
寝していたり、

と、皆それぞれお気に入りの場所でのびのび
過ごしています。 
 
 2 ．本校司書の取り組み 
　本校司書の井上さん
が着任し、1年ほどが経
過しました。井上さん
は以前、事務補佐員と
して本校事務室にお勤
めでしたが、図書館の
応援要員としてお手伝
いをお願いし、カウン
ター業務や掲示物を
作っていただくことが
度々ありました。その折、当時の司書が着々
と図書館魂？を伝授したのでしょう、図書館
の面白さを知った井上さんは司書資格と司書
教諭資格を取得後、他校での学校司書になる
ために本校を離れましたが、縁あって、スキ
ルアップした状態で再び本校に司書として勤
めていただくことになりました。もともと中
高生の感性に訴える掲示や小物使いが巧みな
井上さんですが、昨年 10 月の着任後、ます
ますその腕を発揮して館内の整備を進めてい
ます。 
　本校図書館は少々複雑な配架で資料を戻し
にくいことが長年の課題でしたが、井上さん
は冬休み中、せっせと本を入れ替えNDC分
類順に直すことで誰でも本を戻しやすい状態
にしました。最初にこの「大変だけど分かる
人にしか分からない渋い作業」に着手するの
が井上さんの凄いところです。おかげで単な
る雰囲気づくりだけでない、緻密なリサーチ
と計算、確かな知識に基づく資料の組織化と
配架こそが図書館の命と断言できるようにな
りました。 
　その後、様々なプチリニューアルのおかげ
で館内は見た目も小綺麗になりました。本校
図書館には元々古めかしい机・椅子・書架が
多いのですが、今年はいくつか小綺麗な椅
子・机・棚が登場し、館内の雰囲気が少し明
るくなりました。この椅子・机・棚、実は、
本校のもうひとりの司書である菅さんが、コ
ロナ禍の影響で民泊からの撤廃を決めた業
者さんから情報を得て、すべて無償で譲り受
けてきて下さったものです。また、情報検索
コーナーに置かれたデスクトップパソコン
は、事務室の隅で埃を被った廃棄寸前の機器
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学校図書館の「共創」 
～図書館の真の居心地よさをチームでつくる～　

文学部　兼任講師　勝亦　あき子

情報検索コーナー

館内フロアマップ



を井上さんが荷台で図書館に運び、情報検索
用に復活させました。古いパソコンでも
OPAC等で蔵書検索する程度の作業ならば
問題なく動きます。またかなり古くなってき
たノートパソコンには使っていなかったモニ
ターを繋ぎ、2画面で効率良く情報を探せる
ようにしました。丁寧な情報収集とちょっと
した工夫で図書館に新たな風がもたらされる
ことを実感しました。 
 
 3 ．司書教諭である私の仕事 
　これまで見てきたように、本校では校内の
理解が進み、学校司書が大活躍しています。
そんな学校の司書教諭である私の仕事とは何
でしょうか？一言でいえば、私の役目は学校
図書館の専門職である学校司書と理念を共有
し「共に図書館を創る」ことにこだわり続け
ることではないかなと考えています。教師に
それぞれ個性があるように、司書にも個性が
あり、それぞれ「得意技」があります。学校
司書の専門性を正しく把握し、その専門性と
学校の教育理念を繋ぎ合わせて図書館の運営
方針を決め、学校司書が各校の教育目標に沿
う形で個々の持ち味を 100パーセント発揮
できる、そんな環境構築をめざして頑張るの
が、司書教諭の役割です。 
　私は兼任司書教諭ですので、本校での仕事
の全体量からすると図書館にかける時間の割
合よりも、図書館外の業務の方が多い毎日を
過ごしています。日々の勤務時間は、中学と
高校の国語科と総合的な学習の授業と授業
準備が中心で（図書館も教室も使います
が）、学級担任を務める間は、面談、保護者会
もあり、各種行事や特別活動の準備、部活動
や教育実習生の指導などもあり、気がつくと
1日が終わっています。このように書いてみ
て、改めて「学校司書なしに図書館は成り立た
ない」と実感しました。勤務校では司書教諭
が 1人だけで図書館運営にあたるのは不可
能です。本校図書館には先述の井上司書が学
校司書として毎
日 8 時間勤務し
図書館業務にあ
たり、さらに週
10 時間程度、業
務を手伝って下
さる菅司書もい
ますが、それでも

時々人手不足気
味で応援を頼む
ことがあります。
学校司書は学校
図書館をきちん
と運営する際に
は必要不可欠な
存在です。このこ
とを校内できち
んと言い続け、理解を得られるようにする存
在が司書教諭の仕事だと思いながら、私は図
書館を出発し、図書館に帰ってくる毎日を過
ごしています。 
 
 4 ．進化し続ける学校図書館への理解を広
め、共創する仲間を増やしたい 
　図書館とは、学びも癒しも含めて、自分が
生きる糧となる栄養素を安心してとれる場所
と言えるのではないでしょうか。だとする
と、学校図書館の存在意義は多様な価値がお
でんの具材のように調和しながら機能する空
間というところにあると思います。ほっこり
した「おでん」空間である図書館のよさを説
明するには、現在よく見かける美しく無駄の
ない系統化されたモデルとは少し異なる「か
たち」が必要かもしれません。GIGA スクー
ル構想の影響で、本校でも前期課程生（中学
相当）の教室に情報端末が入り、図書館を授
業で使う時間が減るかな？と少し心配しまし
たが、ある日、端末を持った生徒達が先生と
一緒に教室から図書館にやって来て自然な感
じで本と端末の両方で調べ物をする姿を見
て、図書館をきちんと整えていれば心配はい
らないと思うようになりました。教育をめぐ
り今後も様々な変化があると思いますが、
色々な刺激は新しい図書館に進化するきっか
けになるので楽しみにしています。 
　学校見学に訪れた方々には図書館のきれい
で居心地良さそうな雰囲気が伝わればよいの
かもしれませんが、校内の生徒と教職員には
雰囲気ではなく、この図書館の真の価値を伝
えたいと最近思う機会が増えました。図書館
をこれまで育ててきた歴代学校司書さんの心
をきちんと継承しつつ、この素敵な図書情報
空間には常に新しい風が吹きぬけ、いつも変
化を続けていますよ、というメッセージを生
徒や教職員に伝え、より理解が深まり共有さ
れていくことを目指したいと考えています。
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カウンターから見た新着情報 
   コーナーと交流スペース

私語禁止で静かに過ごす 
　   ための集中ゾーン



はじめに 
　私は専修大学図書館本館・神田分館にて
11 月 15 日から 12 月 1 日の間 5 日間、図
書館実習に参加させて頂き多くのことを学び
ました。実習内容として、1日目は神田にて
図書館の見学、Knowledge Base で電子機
器の体験をし、神田という都会の立地を活か
して最新の技術を取り入れた新たな図書館の
在り方を感じました。2日目以降は生田本館
で整理係、雑誌係、受入係、利用サービス係
という沢山の図書館業務を体験させて頂くこ
とができました。 
 
実習を通して学んだこと 
　この実習を通して大学の図書館職員がどの
ような仕事をしているのか、大学図書館とし
ての今後のあり方について模索している点な
どを知ることができました。その中でも印象
に残っていること 3点について述べようと
思います。 
　1点目は想像以上にPC作業が多いという
点です。私は書庫に本や雑誌を配架するこ
と、利用者に対してレファレンスサービスを
すること、本の貸し出しをすることが図書館
職員の仕事イメージでした。しかし実際には
どの作業過程でも PCが使われていました。
こういった作業を体験していく中で、大学図
書館は近年電子化がより進んでいるというこ
とを実感しました。本という紙媒体だけでな
く電子ジャーナルや eBook なども多く所蔵
されています。図書館資料のデジタル化は費
用が抑えられるだけでなく、気軽に貴重な資
料を利用できたり触れる機会の増加や図書館
資料を活用しての学びの機会が増えたり深
まったりすることに繋がるので利点も多くあ
ります。またコロナ禍で図書館が休館したと
きに、図書館に来なくても利用できるサービ
スの拡充が求められ、より電子化が進んだの
だということも知りました。 
　一方で貴重資料を保管している特別書庫を
見学した際に、遠い昔の資料が大切に保管さ
れ今に至っていることを肌で感じました。図
書資料を原本のま
ま保存していく大
切さや紙媒体なら
ではの良さとはこ
ういったことなの
かと実感しまし
た。 
　写真 1 は整理
係での図書の装備作業中の様子です。 
　2点目は展示の設営準備です。4日目に利
用サービス係の仕事体験の一つとして「図書
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館員がGood ときた本」というテーマに基づ
き自分の紹介したい本を選び、ポップの作成
を行いました。展示を見てもらうためにいか
に目を引くものを作るかということを考えな
がら工夫し、作業することが大変ながらもと
ても楽しく、完成した展示を見て、達成感を
得ることができました。今後図書館などで展
示を見かけたら、
ぜひ注目してみよ
うと思うようにな
りました。 
　写真 2 は完成
した展示です。生
田本館図書館前の
ブラウジング・プ
ラザに設営しまし
た。 
　 3 点目は整理係での所蔵データの作成で
す。NACSIS-CATという大学図書館からな
る参加機関が業務簡略化などの為に共同で目
録を作成する方式をとっているサイトを利
用し作業しました。図書の所蔵データ作成で
は書誌データや図書のタイトル、目次のキー
ワードから内容を推測し請求記号をつけ、
データ入力までの作業を行います。日本十進
分類法を用いて和書・洋書を分類する作業を
行いました。古い書物は現代語に言い換えて
調べ、洋書は少しのニュアンスでも分類区分
が変わってしまうので分類作業に頭を使い
ましたがとても新鮮でした。幅広い一般常識
や知識があると図書のタイトルや目次のキー
ワードから内容を想像することができるの
で、図書館職員としては幅広い知識や教養も
大切だなと実感しました。 
 
さいごに 
　図書館実習では私が想像していた以上に詳
細に図書館の業務内容を体験することができ
ました。図書館実習での５日間がとても充実
した時間になったのは、お忙しいながらも手
厚く業務を教えてくださった図書館職員の
方々のおかげであり、感謝の気持ちでいっぱ
いです。 
　また自分自身が本や図書館という空間が好
きなので、好きなものに囲まれた 5日間の業
務はとてもあっという間の時間でした。大学
3年生で就職活動中であったこと、自分の将
来について模索している時期であったため、
この実習を通して自分は好きなことや興味を
持てることを仕事にしていきたいと実感でき
ました。そして、将来について考える上での
一つの指針にもなりました。 
　 5 日間本当にありがとうございました。

専修大学図書館　人間科学部社会学科3年　井上　瑠菜
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 1 　入庁から現在まで 
　私は横浜市の「司書職」として入庁し、今
年で 9年目となります。入庁して初めての職
場は地域図書館に、その後中央図書館に、現
在は生涯学習文化財課という市役所の部署に
います。市町村の司書職の仕事の一例をご紹
介できればと思います。 
 
 2 　地域図書館 
　横浜市には、中央図書館と、17 の地域図
書館があります。初めての配属先は地域図書
館の都筑図書館でした。都筑図書館では、レ
ファレンスのカウンター業務、選書業務、お
はなし会などのイベント業務などを行いまし
た。レファレンスのカウンター業務では、は
じめは、一体どんなことを聞かれるのだろう
とびくびくし、常に司書の先輩のサポートを
いただきお答えするとういう状況でした。し
かし自らもしっかりと答えられるようになり
たいと考え、郷土のこと、レファレンスツー
ルに関すること、読み聞かせに関することな
どについて学び、自己研鑽を重ねました。そ
うする中で、お客様が求めていらっしゃる情
報を提供することができ「聞いてよかった。
ありがとう。」と言っていただいた時は、嬉
しくやりがいを感じました。 
　また、都筑図書館では市民の方と協働でイ
ベントを開催しており、夜閉館後の図書館で
楽器の演奏や朗読を行う「ライブラリーナ
イト」というイベントや、郷土に関する講演
会・まちあるき等を行いました。市民の方の
アイディアや地域の人のつながりによって、
新しい試みのイベントを実施することができ
ました。 
 
 2 　中央図書館 
　中央図書館では、サービス課という部署で
学校連携事業を担当しました。学校連携事業
では、学校司書向けの研修、学校の読み聞か
せや修理ボランティアの方向けの講座、学校
図書館の選書に役立つ情報の発信、学校の児
童・生徒向けにおすすめ本のリストの作成等
を担当しました。研修や講座で内容を考える
際は、現場の学校司書の方やボランティアの
方はどのようなことが知りたいか、どのよう
にしたら伝わるかなどを考え、学校現場の方
のご意見を取り入れながら取り組みました。
また、本のリストの作成は、地域図書館と中

央図書館の司書が協力して作りますが、その
とりまとめや調整といった業務も行いまし
た。 
 
 3 　現在 
　現在、市役所の教育委員会事務局で読書活
動推進事業を担当しています。横浜市では、
横浜市民読書活動推進計画を策定し、教育委
員会、図書館、学校、区役所が連携し読書活
動を推進しています。私は、この計画の策定
に関する事務や、全市的な読書イベントの担
当などを行っています。コロナウイルス感染
症で、読書イベントは 2年連続中止となりま
したが、オンラインで民間事業者等と連携し
た啓発動画を作成し発信しました。 
　また、令和元年に、読書バリアフリー法が
施行され、横浜市でも今年度より読書バリア
フリー法に基づく計画策定に向けた準備がす
すめられています。現在、図書館や福祉関係
の部署との調整や検討会議の開催のほか、外
部の先生からのご意見を聞くための会議の開
催を担当しています。 
　司書職がこういった読書や図書館に関わる
市役所の部署に行くこともあります。市役所
の仕事に携われる貴重な機会だと感じていま
す。 
 
 4 　まとめ 
　私は 7年図書館の現場にいましたが、先輩
のご指導のおかげでできることが増えてきま
した。司書の仕事は自らの自己研鑽や経験年
数を重ねることによって知識や技術が蓄積さ
れ、市民の方の情報ニーズに応えることがで
き、また後から入ってくる人にその技術等を
継承できるやりがいのある仕事だと思いま
す。一方、司書は採用が少なく、就職で悩ま
れる方もいらっし
ゃると思います。
私もたくさん悩み
ました。先生や周
りの方に相談しな
がら、図書館で働
く司書の方にもお
話を伺ってみるこ
ともよいかと思っ
ています。陰なが
ら応援させていた
だいております。

卒業生から 
　

横浜市教育員会事務局生涯学習文化財課　司書　神谷　知栄（平成22年度経済学部経済学科卒業）
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黒門（平成 22年復元・神田キャンパス）



学 芸 員 課 程

展示実習室（生田キャンパス 2号館）



はじめに 
　日本には、企業(株式会社等の民間法人)が
設立し、運営する展示施設が豊富に存在しま
す。著名な事例を挙げれば、トヨタグループ
設立のトヨタ博物館・トヨタ産業技術記念
館、JT 設立のたばこと塩の博物館、凸版印
刷(株)設立の印刷博物館、花王(株)設立の花
王ミュージアム、さらに資生堂企業資料館
や東芝未来科学館、ニコンミュージアム、
カップヌードルミュージアムなどです。国公
立ではない、企業が運営するこれら施設を総
称して企業博物館、または企業ミュージアム
といい、現行の博物館法に照らせば博物館類
似施設に相当します。私が在籍する紅ミュー
ジアムも同様の位置づけにあります。 
　企業博物館を訪れる契機のひとつに、学校
教育の一環で行われる社会科見学がありま
す。工場見学と歴史展示などがセットになっ
た施設へ赴いた経験は、おそらく一定数の方
に共通するものでしょう。あるいは子どもの
頃、最初に訪れた展示施設が企業博物館だっ
たというケースも少なくないかもしれませ
ん。このように、身近な社会教育施設として
機能している企業博物館の実態がありなが
ら、学芸員資格課程においてその事例を学ぶ
ことはほぼないというのが実情です。本稿で
は、学芸員資格を活かせる領域のひとつ、企
業博物館について、その一端をご紹介しま
す。 
 
 1 ．企業博物館の本質と常設展示の狙い 
　企業博物館の展示には、歴史展示に軸を置
くもの、技術館・科学館の要素が強いもの、
工場見学のように体験型コンテンツを主とす
るものなど様々な形態がありますが、いずれ
の館にも共通して言えることは、設立企業の
広報施設であるということです。文化的、社
会的な貢献が認められる公益性の高い活動を
していても、設立企業のイメージやブランド
価値向上を推進・強化することを第一義とす
る点は変わりません。それゆえ企業博物館の
常設展示（総合展示）には、設立企業の独自
性や強みを効果的に演出すること、あるいは
同等の効果を見込むことのできる仕掛けが
求められます。ただし、展示内容にみる企業
色・宣伝色は各館の設立背景により程度差が
あります。以下、紅ミュージアムを例にこの
点について述べることとします。 
　紅ミュージアムの運営母体である株式会社
伊勢半本店は、文政 8年（1825）、日本橋小

舟町に紅屋「伊勢屋半右衛門」として創業
し、現在は化粧品事業・文化事業・不動産事
業を展開する伊勢半グループの中核を成しま
す。紅屋は化粧料（口紅・頬紅）や食品着色
料、絵具等に供する「紅」の製造・販売を生
業とし、近世には京都を中心に栄えました
が、今日、その事業を維持し存続するのは伊
勢半本店のみです。同グループにとって紅屋
を祖業とする歴史は企業価値創出の源泉に等
しく、紅屋が保有する技術と文化資産を後世
に伝えるための展示施設として紅ミュージア
ムを設立しました。 
　紅ミュージアムの常設展示の狙いは、「現
今唯一の紅屋」という代替の利かない価値
と、伊勢半本店が日本における女性用化粧品
メーカーとして最古の歴史を持つ企業である
ことを間接に示すこと、この 2点に集約され
ます。展示室 [Room1] では、古式に則った
紅の伝統製法を開示すると共に、原料紅花の
流通、紅屋の販売施策、「紅」の文化的所産
（信仰・習俗）などを紹介。[Room2] では、
日本の化粧史ならびに化粧品産業史を 200
点超の業界プロダクト（一部、自社製品を含
む）と共に通観します。紅屋伊勢半本店の歴
史に比重を置かず、総括的な視点で近世の紅
屋および紅産業に触れることに努め、また伊
勢半グループ製の化粧品はあくまで業界産業
史を語る一資料の扱いに留めることで企業
色・宣伝色を抑えた展示構成にしています。 
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企業博物館という領域
紅
べに

ミュージアム　学芸員　立川　亜理沙（平成14年度文学研究科歴史学専攻修了）

紅ミュージアム常設展示室（上；Room1　下；Room2）
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 2 ．企業博物館の運営形態と学芸員の有無 
　企業博物館の多くは、自社の特定の部署
（広報部門や総務部門など）が所管し、本社
ビル内や本社以外の自社ビル内、工場敷地内
などに併設する形態をとります。運営方法は
一般公開、予約制による限定公開、非公開の
三形式に大別されます。非公開の場合、来館
者は自社社員と顧客（株主や重要な取引先な
ど）に限られ、前者に対しては研修等の内部
の教育資源として、後者に対しては密接なコ
ミュニケーションの場として利用することを
意図しています。 
　企業博物館における学芸員の有無に関して
は、所管部門の従業員が兼任で学芸員的な役
割を担う館もあれば、専任の学芸員を採用し
ている館もあり、その判断は運営企業に委ね
られます。傾向として、常設展示を一般公開
し、かつ展覧会事業を定期的に企画・実施し
ている企業博物館には専任学芸員が在籍して
いるケースが多く見受けられます。この場
合、一般公募による学芸員採用が主流です
が、社内の学芸員資格所有者を指名、または
募るケースもあります。ちなみに、紅ミュー
ジアムには現在私を含め 2名の専任学芸員
がいますが、いずれも一般公募による採用で
す。 
 
 3 ．企業博物館における史資料とその特徴 
　企業博物館において収集・保管、展示、調
査研究の対象となる史資料とは、運営母体で
ある企業の生業やその業界にかかわるモノ
（製品）とコト（歴史）です。たとえば製造
業であれば、自社の歴代製品や開発ストー
リー、製造プロセス、新技術を登載した製品
がもたらした社会的変化（生活様式の変化）、
製品に伴う販促活動（広告宣伝）などが展示
を構成する主な要素となります。これらは私
益的な自社の広報・PRツールである一方、
産業史や技術史、さらには生活史・文化史の
変遷をも可視化する、多分野にわたって公益
性の高い情報を有する資料という側面を持ち
ます。そもそも企業活動の所産であるモノ・
コトには、時代や社会といった背景が当時性
を損なわず如実に投影されているため、長期
的かつ継続的な視野で企業が培った産業文化
を語り得る効果があります。企業史資料ゆえ
の特徴ともいえるこの二面性は、企業博物館
という「場」が備わることで共存可能とな
り、展示や体験型コンテンツなどを媒介にし
て公に還元できる仕組みになっているといえ

るでしょう。それと同時に、企業博物館が展
示等を通じて体現するのは、企業アーカイブ
ズの実践でもあります。 
　企業史資料にはもうひとつ、看過できない
特徴があります。それは、企業活動が継続し
ていく限り、収集・保管すべき対象が増え続
けていくという現実です。企業史資料は現在
進行形で蓄積されているものであり、過去の
それに限定されません。私たちが日々消費
し、新たに手にする市場の様々な商品は、歴
史的な視座に立てばそれらを生み出した企業
を記録し語るモノであり、すなわち企業博物
館における収集・保管対象となります。各企
業の業態によって収集する史資料の内実は異
なるものの、保管にあたっては一製品につき
原則 3点保管（①自館展示用、②貸出用、③
永久保管用）が理想とされています。しか
も、当該製品がシリーズ展開をしている場合
は、各シリーズにつき 3点保管が適用されま
す。さらにいえば、既存製品に何らかの改良
が加えられた場合（パッケージデザインのリ
ニューアルなど）も、つど保管対象として加
算されていきます。一企業が年間に生み出す
製品の数はその企業活動の規模の大小に拠る
とはいえ、国公立の博物館における資料保管
の集積ペースを遥かに凌ぐことは想像に難く
ないでしょう。収蔵庫が有限である以上、自
ずと残すべき史資料の選択という問題に直面
します。実物資料として優先的に残すべきも
の、画像やデータのみで記録保管するものな
ど、選択基準を見定めることは企業博物館学
芸員の重要な職務のひとつです。その際、自
社の歴史のみならず、業界史、産業史、経済
史、経営史、文化史など多様な視点から最適
解を導き出すことが求められます。 
 
おわりに 
　近年、博物館を取り巻く環境はますます多
様化し、その在り方が問われる中にあって社
会教育施設としての機能を拡充させている
のが企業博物館です。いまや企業博物館は、教
育・文化振興の原資の一翼を担うと言っても
過言ではありません。先にも触れたように、ア
ーカイブズの視点を持つ企業博物館は、価値
ある資料を蓄積・研究し、公開・共有し、継
承していくことの重要性を正しく認識してい
ます。 
　以上、基本的なことを述べたに過ぎません
が、これを機に、企業博物館という領域への
関心を喚起することに繋がれば幸いです。



　私は 9月 6日、7日と 15日から 17日の 5

日間、千葉県市川市にある郵政博物館資料セ

ンターで実習を行いました。今年度は感染症

対策のため、東京スカイツリータウン・ソラ

マチにある展示場ではなく資料が収蔵されて

いる資料センターでの実施となりました。郵

政博物館は郵便に関する資料を展示している

博物館です。 

　私は大学で専攻している分野以外の博物館

で実習をしたかったため、郵政博物館を選び

ました。最初は知識が乏しかったため緊張し

ましたが、学芸員の方々が熱心に教えていた

だいたのと、他の実習生と協力しながら業務

をこなしたことで充実した 5日間となりま

した。実習では収蔵庫の清掃や資料の整理な

ど様々な業務を体験しましたが、ここでは印

象に残った 2つの業務について紹介したい

と思います。 

　1 つ目は、切手の資料整理です。万国郵便

連合から送られてくる世界各国の新発行切手

を国ごとに分類し、発行年代順にファイリン

グする作業を班ごとにわかれて行いました。

国によって発行枚数が異なるため 100枚以

上超える国もあれば、1枚のみという地域も

ありました。切手は国によって多様なデザイ

ンや形状のものが存在して、性格や内状を汲

み取れるのではないかと思います。また、素

材もホログラムが使用されていたりして目で

見て楽しむこともできました。この作業はピ

ンセットで行い、切手という性質上くっつき

やすく扱うのが大変でしたが、班員同士声を

掛け合ったり、他の班がやっている工夫を採

用したりすることで作業を終わらせることが

できました。 

　2つ目は郷土玩具整理です。郷土玩具は年

賀切手のデザインの資料となります。私は 4

つ玩具の測量と状態の確認を行いました。そ

の中でも印象に残っているのは「のぼりざ

る」と呼ばれる玩具です。これは宮崎県に伝

わる玩具で一体の猿の張り子に幟がつけられ

ており、風を受けると棒をつたって登るとい

う仕組みになっています。最初は部品ごとに

梱包されていたのと二体の猿の張り子が入っ

ていたため、どのように飾られているのかわ

からない状態でした。しかし、切手の図やイ

ンターネットを利用することで「のぼりざ

る」の全貌を明らかにすることができまし

た。また、棒の部分が折れていたのと、張り

子でできていて非常に壊れやすい状態であっ

たのも調査に時間がかかった要因のひとつだ

と考えられます。玩具は切手同様地域により

特色があり、なぜこの素材を使用したのか背

景を調べてみるのも面白いと感じました。 

　博物館の業務は多岐に渡り多忙を極めます

が、それを上回る達成感があると感じまし

た。感染症対策のため、展示場で行う事は出

来ませんでしたが資料の取り扱い、広報の仕

事、体験型プログラムなどを学びました。こ

の経験は自分にとって将来を考える機会とな

り、貴重なものになりました。この体験を踏

まえ、学芸員として不足している知識をより

いっそう学びたいと思います。また、これか

ら実習に臨む人、学芸員の資格課程を取るか

考えている人の参考に少しでもなれたらと思

います。
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博物館実習を終えて 
　

郵政博物館資料センター　文学部歴史学科3年　三田　日向乃
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　私は 8月 19日から 25日の期間に、群馬
県前橋市の市立美術館である「アーツ前橋」
で博物館実習を行わせていただきました。
アーツ前橋は前橋市の中心部に位置する現代
美術を専門とする館であり、市内唯一の公立
美術館でもあります。地域ゆかりの作家の作
品を収蔵することを目的として設置され、今
では数多くの地域ゆかりの作品と、市民に
とって価値のある現代美術作品を収蔵してい
る館です。 
　今回の実習では、主にアーツ前橋で行って
いる日々の業務について、講義形式で担当学
芸員さんに説明していただきました。アーツ
前橋の概要や施設内の温湿度管理、防災設備
や収蔵品の収集方針のお話など、アーツ前橋
で行う業務のほとんどについて説明を受けま
した。　　 
　その中で
も特に印象
に残ったの
は、アーツ
前橋が行っ
ている「地
域アートプ
ロジェクト」
と「ラーニ
ング」というアウトリーチプログラムです。
アウトリーチとは「手を伸ばす」という意味
であり、ここでは美術館の館外へ出ていく活
動のことを指します。美術館の内部で同じよ
うな活動を繰り返すだけでは、新しい人に
知ってもらうことが難しいですが、外部での
活動によって新しいコミュニティと接するこ
とで、そこでアーツ前橋を知った人たちが、
今度は美術館へ訪れるというインリーチに
繋がる仕組みが出来上がります。美術館は展
示などの館内での活動が多く、あまり外部で
の活動を行うイメージが無かったのですが、
アーツ前橋では常時複数のアウトリーチプロ
グラムを実施しており、非常に活発に活動を
行っていると知りました。実習中、実際に館
外との繋がりを実感する場面がありました。
4日目に、商店街の中にあるギャラリーと、
作家さんが利用する制作スタジオを見学した
際、学芸員さんは通りすがった商店街のお店
の人と親しげに話をされており、美術館と地

域との関わりの一端を見ることができた印象
的な場面でした。 
　最終日には、総まとめとして「コロナ禍に
おける美術館の活動について」というテーマ
で発表を行いました。アーツ前橋では現在も
コロナの影響が依然として残っています。中
でも、作家さんを招致して作品制作を行って
いただく際に、作家さん自身が行うリサーチ
活動がコロナの影響で実施ができなくなって
いるという現状を知り、実習の総まとめとし
てその解決策を提示しました。発表では美術
館の問題だけではなく、学芸員さんの仕事に
必要な「人に分かり易く伝える」ということ
が求められました。学芸員さんはギャラリー
トークや企画を考える時に、自分の考えを相
手に伝えることが非常に重要になってきま
す。また自分の持つ情報を整理し、分かり易
く伝えるということは展示のキャプションに
も繋がります。当日、学芸員さんや事務の方
の前で発表し、現場で働く方からの貴重な講
評を頂くことで、美術館で働く方がどのよう
なことを考えて業務に当たっているのかを知
ることができ、大変勉強になりました。 
　今回、講義形式のレクチャー以外に、収蔵
庫での収蔵品整理やギャラリーの監視業務、
アーカイブ整理など、学芸員さんの仕事以外
にも、事務の方やサポーターと呼ばれるボラ
ンティアの方々が行っているお仕事も体験さ
せていただきました。実習初日にアーツ前橋
の副館長さんが仰っていた、館の業務は美術
館で働く人全員が同じ志を持って行う必要
がある、というお話がとても印象に残ってい
ます。学芸員さんがどのような業務を行って
いるのかを学ぶと共に、美術館全体が一体と
なって街や社会に貢献していこうとする姿勢
を間近で見ることができ、とても充実した博
物館実習でした。この実習で学んだことを忘
れず、これ
からも学芸
員資格取得
に向けて努
力を続けて
いきたいと
思います。

博物館実習を終えて 
　

アーツ前橋　文学部ジャーナリズム学科3年　小島　凪

アーツ前橋

ファイリング資料の整理（本人撮影）



情報コアゾーン（生田キャンパス 10号館）
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教職課程

司書課程

司書教諭課程

令和3年 5 月 1 日　現在

１　４年次には，５年次以上も含む。 
２　経営学部ビジネスデザイン学科，文学部ジャーナリズム学科及び国際コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科は，履修できない。

１　４年次には，５年次以上も含む。 
２　経営学部ビジネスデザイン学科，文学部ジャーナリズム学科及び国際コミュニケーション学部異文化コミュニケーション学科は，履修できない。

１　４年次には，５年次以上も含む。

区分 学　　　　　　部 学 科 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経　　　　　　済

経 済 － － 16 14 30
現 代 経 済 9 14 － － 23
生 活 環 境 経 済 15 6 － － 21
国 際 経 済 11 13 2 3 29

法
法 律 22 14 22 11 69
政 治 16 11 5 7 39

経　　　　　　営 経 営 6 12 10 5 33

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 16 10 9 11 46
会 計 3 4 0 3 10

文

日 本 語 － － 16 19 35
日 本 文 学 文 化 23 23 6 21 73
英 語 英 米 文 25 26 11 18 80

哲 9 12 8 3 32
歴 史 45 33 21 19 118
環 境 地 理 13 8 6 6 33
人文・ジャーナリズム － － － 9 9

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 22 18 5 8 53

人　　  間　　  科
心 理 1 5 0 0 6
社 会 12 10 3 5 30

国際コミュニケーション 日 本 語 16 19 － － 35
小 計 264 238 140 162 804

二
　
部

経　　　　　　済 経 済 － － 1 4 5
法 法 律 － － 4 0 4
商 マ ー ケ テ ィ ン グ － － 1 1 2

小 計 － － 6 5 11
合 計 264 238 146 167 815
科 目 等 履 修 生 － － － － 12
大 学 院 生 － － － － 2
総 合 計 264 238 146 167 829

区分 学　　　　　　部 学 科 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経　　　　　　済

経 済 － － 2 1 3
現 代 経 済 0 2 － － 2
生 活 環 境 経 済 1 0 － － 1
国 際 経 済 1 0 2 0 3

法
法 律 2 0 3 0 5
政 治 1 3 0 0 4

経　　　　　　営
経 営 1 1 3 0 5
ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 1 1 0 － 2

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 1 1 1 1 4
会 計 0 0 1 0 1

文

日 本 語 － － 2 0 2
日 本 文 学 文 化 17 19 21 4 61
英 語 英 米 文 1 2 1 3 7

哲 0 6 4 4 14
歴 史 0 12 8 2 22
環 境 地 理 0 2 0 1 3
人文・ジャーナリズム － － － 6 6
ジ ャ ー ナ リ ズ ム 5 5 8 － 18

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 0 2 0 2 4

人　　  間　　  科
心 理 0 2 1 0 3
社 会 6 2 4 2 14

国際コミュニケーション
日 本 語 3 5 － － 8
異文化コミュニケーション 0 1 － － 1

小 計 40 66 61 26 193

二
　
部

経　　　　　　済 経 済 － － 1 1 2
法 法 律 － － 2 2 4
商 マ ー ケ テ ィ ン グ － － 1 2 3

小 計 － － 4 5 9
合 計 40 66 65 31 202
科 目 等 履 修 生 － － － － 2
大 学 院 生 － － － － 0
総 合 計 40 66 65 31 204

区分 学　　　　　　部 学 科 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経　　　　　　済

経 済 － － 0 0 0
現 代 経 済 0 1 － － 1
生 活 環 境 経 済 2 1 － － 3
国 際 経 済 0 0 0 0 0

法
法 律 1 1 1 0 3
政 治 1 0 0 0 1

経　　　　　　営 経 営 2 0 1 0 3

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 1 1 1 1 4
会 計 0 0 0 0 0

文

日 本 語 － － 1 3 4
日 本 文 学 文 化 10 13 5 3 31
英 語 英 米 文 2 3 0 1 6

哲 5 4 3 2 14
歴 史 0 10 3 2 15
環 境 地 理 1 1 1 1 4
人文・ジャーナリズム － － － 0 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 0 1 0 1 2

人　　  間　　  科
心 理 0 1 0 0 1
社 会 0 2 2 1 5

国際コミュニケーション 日 本 語 1 0 － － 1
小 計 26 39 18 15 98

二
　
部

経　　　　　　済 経 済 － － 0 1 1
法 法 律 － － 0 0 0
商 マ ー ケ テ ィ ン グ － － 0 0 0

小 計 － － 0 1 1
合 計 26 39 18 16 99
科 目 等 履 修 生 － － － － 0
大 学 院 生 － － － － 0
総 合 計 26 39 18 16 99



区分 学　　　　　　部 学 科 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経　　　　　　済

経 済 － － 1 1 2
現 代 経 済 0 0 － － 0
生 活 環 境 経 済 2 0 － － 2
国 際 経 済 0 2 5 0 7

法
法 律 1 0 0 0 1
政 治 1 1 2 0 4

経　　　　　　営
経 営 1 0 3 0 4
ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 2 0 0 － 2

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 0 0 0 1 1
会 計 0 0 0 0 0

文

日 本 語 － － 1 0 1
日 本 文 学 文 化 6 8 6 2 22
英 語 英 米 文 0 0 0 0 0

哲 7 0 0 1 8
歴 史 17 29 18 6 70
環 境 地 理 2 3 1 1 7
人文・ジャーナリズム － － － 2 2
ジ ャ ー ナ リ ズ ム 2 2 4 － 8

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 0 0 1 0 1

人　　  間　　  科
心 理 0 0 1 0 1
社 会 6 3 3 0 12

国際コミュニケーション
日 本 語 1 0 － － 1
異文化コミュニケーション 0 0 － － 0

小  計 48 48 46 14 156

二
　
部

経　　　　　　済 経 済 － － 0 0 0
法 法 律 － － 1 0 1
商 マ ー ケ テ ィ ン グ － － 0 0 0

小 計 － － 1 0 1
合 計 48 48 47 14 157
科 目 等 履 修 生 － － － － 1
大 学 院 生 － － － － 2
総 合 計 48 48 47 14 160

学校司書課程

学芸員課程
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１　４年次には，５年次以上も含む。

１　４年次には，５年次以上も含む。

区分 学　　　　　　部 学 科 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経　　　　　　済

経 済 － － 1 0 1
現 代 経 済 0 1 － － 1
生 活 環 境 経 済 0 0 － － 0
国 際 経 済 0 0 0 0 0

法
法 律 2 0 2 0 4
政 治 0 1 0 0 1

経　　　　　　営
経 営 0 1 1 0 2
ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 0 1 0 － 1

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 0 0 1 1 2
会 計 0 0 0 0 0

文

日 本 語 － － 1 1 2
日 本 文 学 文 化 4 9 8 3 24
英 語 英 米 文 1 0 0 1 2

哲 1 2 1 1 5
歴 史 0 2 3 1 6
環 境 地 理 1 2 0 1 4
人文・ジャーナリズム － － － 0 0
ジ ャ ー ナ リ ズ ム 2 2 2 － 6

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 1 0 0 0 1

人　　  間　　  科
心 理 0 1 0 0 1
社 会 0 1 3 1 5

国際コミュニケーション
日 本 語 0 2 － － 2
異文化コミュニケーション 0 0 － － 0

小 計 12 25 23 10 70

二
　
部

経　　　　　　済 経 済 － － 0 0 0
法 法 律 － － 1 0 1
商 マ ー ケ テ ィ ン グ － － 2 0 2

小 計 － － 3 0 3
合 計 12 25 26 10 73
科 目 等 履 修 生 － － － － 3
大 学 院 生 － － － － 0
総 合 計 12 25 26 10 76



令和 3 年度　教育職員免許状取得件数

令和 3 年度　司書・司書教諭・学校司書・学芸員資格単位取得者数

この表は，教員免許状一括申請をした数である。 
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区分
 
学 部 

 
学 科 取得人数

中 学 １ 種 高 校 １ 種 中 学 専 修 高 校 専 修
合　計教　科 件　数 教　科 件　数 教　科 件　数 教　科 件　数

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

 
経 済 

 
経 済 12

 
社 会 11

地 理 歴 史 8
－ － － － 30公 民 11

商 業 0

 
国 際 経 済 2

 
社 会 0

地 理 歴 史 1
－ － － － 3公 民 2

商 業 0

法

 
法 律 10

 
社 会 4

地 理 歴 史 9
－ － － － 21

公 民 8
 
政 治 7

 
社 会 6

地 理 歴 史 7
－ － － － 20

公 民 7

 
経 営 

 
経 営 4

 
社 会 2

公 民 2
－ － － － 6商 業 2

情 報 0

商
 
マ ー ケ テ ィ ン グ 6

 
社 会 1

地 理 歴 史 4

－ － － － 8
公 民 2
商 業 1
情 報 0

会 計 3 － － 商 業 3 － － － － 3

文

日 本 語 16 国 語 14 国 語 16 － － － － 30
 
日 本 文 学 文 化 18

 
国 語 9

国 語 18
－ － － － 30

書 道 3
英 語 英 米 文 16 外国語(英語) 11 外国語(英語) 16 － － － － 27

哲 3
 
社 会 2

地 理 歴 史 3
－ － － － 8

公 民 3
 
歴 史 17

 
社 会 15

地 理 歴 史 17
－ － － － 46

公 民 14
 
環 境 地 理 6

 
社 会 6

地 理 歴 史 6
－ － － － 14

公 民 2
 
人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 9

 
社 会 6

地 理 歴 史 6
－ － － － 17

公 民 5
 
ネットワーク情報 

 
ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 7

 
数 学 5

数 学 4
－ － － － 12

情 報 3

 
人 間 科 

心 理 0 社 会 0 公 民 0 － － － － 0
 
社 会 5

 
社 会 3

地 理 歴 史 2
－ － － － 10

公 民 5
小 計 141 － 95 － 190 － － － － 285

二
　
　
　
　
　
部

 
経 済 

 
経 済 3

 
社 会 2

地 理 歴 史 1
－ － － － 6公 民 3

商 業 0

法
 
法 律 0

 
社 会 0

地 理 歴 史 0
－ － － － 0

公 民 0

商
 
マ ー ケ テ ィ ン グ 1

 
社 会 1

地 理 歴 史 0
－ － － － 2公 民 1

商 業 0
小 計 4 － 3 － 5 － － － － 8

 
科  目  等  履  修  生 6

 
国 語 1

国 語 1

－ － － － 10

書 道 0
外国語(英語) 1 外国語(英語) 1

 
社 会 3

地 理 歴 史 0
公 民 2
商 業 0
情 報 1

数 学 0 数 学 0
小 　  　 　 　 計 6 － 5 － 5 － － － － 10

 
大  　 学  　 院 　  生 1

－ － － － 国 語 0 国 語 1

1

－ － － － 外国語(英語) 0 外国語(英語) 0

－ － － －
 
社 会 0

地 理 歴 史 0
公 民 0
商 業 0
情 報 0

小 　 　 　  　 計 1 － － － － － 0 － 1 1
合 　  　 　 　 計 152 － 103 － 200 － 0 － 1 304

区分 学   部 学  科 司　　　書 司 書 教 諭 学 校 司 書 学　芸　員

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

 
経 済 

経 済 1 0 0 0
国 際 経 済 0 0 0 0

法
法 律 1 0 0 0
政 治 0 0 0 0

経 営 経 営 0 0 0 1

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 0 1 1 1
会 計 0 0 0 0

文

日 本 語 6 3 3 2
日 本 文 学 文 化 25 3 9 3
英 語 英 米 文 1 0 1 1

哲 5 1 3 2
歴 史 0 1 0 17
環 境 地 理 0 0 0 2
人 文 ・ジ ャ ー ナ リ ズ ム 9 1 2 6

ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 3 0 0 0
 
人 間 科 

心 理 0 0 0 0
社 会 3 0 1 1

小        計 54 10 20 36

二
　
部

経 済 経 済 0 1 0 0
法 法 律 3 0 1 0
商 マ ー ケ テ ィ ン グ 2 0 0 0

小         計 5 1 1 0
科 目 等 履 修 生 1 0 1 0
大 学 院 生 0 0 0 2
合 計 60 11 22 38
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令和 3 年度　教育実習先一覧（生田）

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

北
海
道
・
東
北

宮城県 名取市立第二中学校 社会 文 人文・ジャーナリズム

山形県 山形県立村山産業高等学校 商業 経営 経営

山形県 日本大学山形高等学校 国語 文 日本文学文化

福島県 福島県立福島東高等学校 国語 文 日本語

福島県 福島県立安積黎明高等学校 英語 文 英語英米文

福島県 福島県立あさか開成高等学校 英語 文 英語英米文

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

茨城県 茨城県立勝田高等学校 地理歴史 経済 経済

茨城県 水城高等学校 地理歴史 文 歴史

茨城県 石岡市立八郷中学校 社会 人間科 社会

栃木県 宇都宮短期大学附属高等学校 公民 経済 経済

栃木県 宇都宮市立星が丘中学校 社会 文 人文・ジャーナリズム

群馬県 太田市立藪塚本町中学校 社会 経済 経済

群馬県 東京農業大学第二高等学校 英語 文 英語英米文

群馬県 館林市立第三中学校 英語 文 英語英米文

群馬県 群馬県立渋川女子高等学校 英語 文 英語英米文

群馬県 渋川市立津久田小学校 全科 文 英語英米文

群馬県 南牧村立南牧中学校 英語 文 英語英米文

埼玉県 川越市立川越第一中学校 国語 文 日本語

埼玉県 叡明高等学校 国語 文 日本文学文化

埼玉県 埼玉県立本庄高等学校 国語 文 日本文学文化

埼玉県 埼玉栄高等学校 国語 文 日本文学文化

埼玉県 埼玉県立越谷北高等学校 書道 文 日本文学文化

埼玉県 クラーク記念国際高等学校さいたまキャンパス 英語 文 英語英米文

埼玉県 淑徳与野中学・高等学校 英語 文 英語英米文

埼玉県 吉川市立南中学校 社会 文 歴史

埼玉県 埼玉県立不動岡高等学校 地理歴史 文 歴史

埼玉県 秩父市立影森中学校 社会 文 歴史

埼玉県 さいたま市立植水中学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

埼玉県 さいたま市立岩槻中学校 社会 人間科 社会

千葉県 鴨川市立長狭中学校 社会 経済 経済

千葉県 浦安市立堀江中学校 社会 経営 経営

千葉県 習志野市立第七中学校 国語 文 日本語

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

千葉県 千葉黎明高等学校 書道 文 日本文学文化

千葉県 銚子市立銚子高等学校 英語 文 英語英米文

千葉県 千葉市立松ケ丘中学校 英語 文 英語英米文

千葉県 千葉市立みつわ台中学校 社会 文 歴史

千葉県 松戸市立六実中学校 社会 文 歴史

千葉県 千葉県立松戸国際高等学校 地理歴史 文 環境地理

千葉県 千葉県立柏の葉高等学校 情報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 経済

東京都 町田市立薬師中学校 社会 経済 経済

東京都 東京都立大田桜台高等学校 商業 経営 経営

東京都 専修大学附属高等学校 公民 経営 経営

東京都 東京都立小川高等学校 国語 文 日本語

東京都 東京高等学校 国語 文 日本語

東京都 東京都立小平南高等学校 国語 文 日本語

東京都 専修大学附属高等学校 国語 文 日本語

東京都 専修大学附属高等学校 国語 文 日本文学文化

東京都 関東国際高等学校 国語 文 日本文学文化

東京都 東京都立新島高等学校 国語 文 日本文学文化

東京都 葛飾区立亀有中学校 国語 文 日本文学文化

東京都 錦城高等学校 英語 文 英語英米文

東京都 大田区立田園調布中学校 社会 文 哲

東京都 朋優学院高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 千代田区立九段中等教育学校 地理歴史 文 歴史

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 東京都立狛江高等学校 地理歴史（日本史） 文 歴史

東京都 修徳高等学校 地理歴史・公民 文 歴史

東京都 板橋区立西台中学校 社会 文 環境地理

東京都 江戸川区立小岩第五中学校 社会 文 環境地理

東京都 安田学園中学校・高等学校 地理歴史 文 人文・ジャーナリズム

東京都 専修大学附属高等学校 公民 文 人文・ジャーナリズム

東京都 国分寺市立第一中学校 社会 人間科 社会

神奈川県 茅ヶ崎市立鶴嶺中学校 社会 経済 経済
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所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

神奈川県 伊勢原市立成瀬中学校 社会 経済 経済

神奈川県 神奈川大学附属中・高等学校 公民 経済 国際経済

神奈川県 湘南工科大学附属高等学校 地理歴史・公民 経済 国際経済

神奈川県 横浜市立洋光台第二中学校 国語 文 日本語

神奈川県 神奈川県立大和西高等学校 国語 文 日本語

神奈川県 横浜翠陵中学・高等学校 国語 文 日本語

神奈川県 神奈川県立鶴嶺高等学校 国語 文 日本語

神奈川県 神奈川県立大磯高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 秦野市立西中学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 横浜市立十日市場中学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立麻溝台高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立岸根高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 川崎市立橘高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立横浜平沼高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立橋本高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立相模原高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 海老名市立柏ケ谷中学校 社会 文 哲

神奈川県 神奈川県立生田東高等学校　 地理歴史 文 歴史

神奈川県 神奈川県立有馬高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 神奈川県立横浜氷取沢高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 神奈川県立松陽高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 横浜創英中学・高等学校 社会・地理歴史 文 環境地理

神奈川県 横浜隼人高等学校 地理歴史 文 人文・ジャーナリズム

神奈川県 神奈川県立瀬谷高等学校 公民 文 人文・ジャーナリズム

神奈川県 神奈川県立座間高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 鶴見大学附属高等学校 情報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 横浜創英中学・高等学校 情報 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 横浜市立南瀬谷中学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 横浜市立日吉台西中学校 社会 人間科 社会

神奈川県 神奈川県立大和高等学校 公民 人間科 社会

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

甲
　
　
信
　
　
越

新潟県 柏崎市立第三中学校 社会 経済 経済

新潟県 柏崎市立第三中学校 国語 文 日本語

新潟県 新潟県立津南中等教育学校 地理歴史 文 歴史

山梨県 富士吉田市立明見中学校 社会 経済 経済

山梨県 山梨学院高等学校 地理歴史 文 環境地理

長野県 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 国語 文 日本文学文化

長野県 長野県岡谷南高等学校 国語 文 日本文学文化

長野県 長野市立更北中学校 社会 文 歴史

長野県 長野県岡谷南高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

北
陸 福井県 福井県立高志高等学校 国語 文 日本語

東
　
　
　
海

岐阜県 岐阜県立恵那高等学校 国語 文 日本文学文化

岐阜県 岐阜県立多治見高等学校 地理歴史・公民 文 哲

静岡県 常葉大学附属菊川中・高等学校 社会・公民 経済 経済

静岡県 藤枝明誠高等学校 公民 経営 経営

静岡県 御殿場市立御殿場中学校 国語 文 日本語

静岡県 静岡県立下田高等学校 地理歴史 文 歴史

静岡県 静岡県立清水東高等学校 地理歴史（日本史） 文 歴史

静岡県 不二聖心女子学院高等学校 地理歴史 文 環境地理

静岡県 島田市立六合中学校 社会 文 人文・ジャーナリズム

三重県 高田高等学校 国語 文 日本文学文化

中
  国

山口県 山口県立徳山高等学校 地理歴史 経済 経済

山口県 光市立光井中学校 社会 経済 経済

四
国 高知県 高知県立高知東高等学校 地理歴史 文 人文・ジャーナリズム

九
州
・
沖
縄

福岡県 希望が丘高等学校 国語 文 日本文学文化

長崎県 西海学園高等学校 地理歴史 文 人文・ジャーナリズム

熊本県 専修大学玉名高等学校 国語 文 日本語

鹿児島県 奄美市立笠利中学校 国語 文 日本語
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令和 3 年度　教育実習先一覧（一部神田）

令和 3 年度　教育実習先一覧（二部神田）

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　　部 学　　科

北
海
道
・
東
北

青森県 青森県立弘前実業高等学校 地理歴史 商 マーケティング

宮城県 仙台育英学園高等学校 公民 法 政治

関
　
　
　
　
　
東

栃木県 那須烏山市立南那須中学校 社会 法 政治

埼玉県 浦和実業学園高等学校 公民 法 法律

埼玉県 埼玉県立所沢商業高等学校 商業 商 会計

千葉県 船橋市立二宮中学校 社会 法 法律

千葉県 千葉県立柏南高等学校 地理歴史 法 法律

千葉県 千葉県立東金商業高等学校 商業 商 マーケティング

東京都 稲城市立稲城第二中学校 社会 法 法律

東京都 東京都立狛江高等学校 地理歴史 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 公民 法 法律

東京都 昭和第一学園高等学校 地理歴史 法 政治

東京都 豊島学院高等学校 公民 法 政治

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　　部 学　　科

関
　
　
　
東

神奈川県 神奈川県立伊志田高等学校 地理歴史 法 法律

神奈川県 神奈川県立藤沢清流高等学校 地理歴史 法 政治

神奈川県 神奈川県立住吉高等学校 公民 法 政治

神奈川県 横浜市立根岸中学校 社会 商 マーケティング

神奈川県 横浜市立六角橋中学校 社会 商 マーケティング

神奈川県 神奈川県立平塚農商高等学校 商業 商 会計

甲
信
越

山梨県 日本航空高等学校 公民 法 法律

山梨県 山梨県立都留高等学校 公民 商 マーケティング

東
　
海

静岡県 浜松市立三ヶ日中学校 社会 商 マーケティング

静岡県 静岡県立沼津商業高等学校 商業 商 会計

四
国 高知県 高知県立高知小津高等学校 地理歴史 法 政治

九
州
・
沖
縄

佐賀県 佐賀県立佐賀商業高等学校 地理歴史 法 法律

熊本県 専修大学玉名高等学校 商業 商 マーケティング

沖縄県 沖縄県立浦添高等学校 公民 商 マーケティング

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　　部 学　　科

関
　
　
東

群馬県 群馬県立西邑楽高等学校 公民 科目等履修生

千葉県 千葉県立富里高等学校 公民 経済 経済

千葉県 千葉市立有吉中学校 社会 商 マーケティング

東京都 東京都立永山高等学校 地理歴史 経済 経済

神奈川県 神奈川県立川崎高等学校 地理歴史 経済 経済

所在地 実　習　校　名 実習教科

実　習　学　生

学　　部 学　　科

関
　
東

神奈川県 秦野市立北中学校 英語 科目等履修生

神奈川県 神奈川県立海老名高等学校 情報 科目等履修生

神奈川県 神奈川県立金沢総合高等学校 地理歴史 科目等履修生

北
陸 石川県 石川県立野々市明倫高等学校 国語 科目等履修生
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令和 3 年度　図書館実習先一覧

所在地 実　習　館　名

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
東

神奈川県 専修大学図書館 経営 経営

神奈川県 専修大学図書館 人間科 社会

所在地 実　習　館　名

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

北
海
道
・
東
北

宮城県 東北歴史博物館 文 歴史

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

栃木県 栃木県立博物館 文 日本文学文化

群馬県 アーツ前橋 文 ジャーナリズム

埼玉県 春日部市郷土資料館 法 政治

埼玉県 富士見市立難波田城資料館 経営 経営

埼玉県 浦和くらしの博物館民家園 文 歴史

埼玉県 埼玉県立川の博物館 文 歴史

埼玉県 八潮市立資料館 文 歴史

埼玉県 行田市郷土博物館 文 歴史

埼玉県 埼玉県立さきたま史跡の博物館 文学研究科 歴史学

埼玉県 蓮田市文化財展示館 科目等履修生

千葉県 千葉県立関宿城博物館 経済 国際経済

千葉県 郵政博物館資料センター 文 歴史

千葉県 館山市立博物館 文 歴史

千葉県 野田市郷土博物館 文学研究科 歴史学

東京都 物流博物館 経済 国際経済

東京都 昭和のくらし博物館 経営 経営

東京都 青梅きもの博物館 文 日本語

東京都 日本民藝館 文 日本文学文化

東京都 東京富士美術館 文 日本文学文化

東京都 日本カメラ博物館 文 日本文学文化

東京都 渋谷区立松濤美術館 文 哲

東京都 町田市立自由民権資料館 文 歴史

東京都 進化生物学研究所 文 歴史

所在地 実　習　館　名

実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

東京都 古代オリエント博物館 文 歴史

東京都 東京都恩賜上野動物園 文 歴史

東京都 進化生物学研究所 文 歴史

東京都 野球殿堂博物館 文 歴史

東京都 立川市歴史民俗資料館 文 歴史

東京都 板橋区立郷土資料館 文 歴史

東京都 葛飾区郷土と天文の博物館 文 歴史

東京都 進化生物学研究所 文 歴史

東京都 家具の博物館 文 環境地理

東京都 地下鉄博物館 人間科 社会

神奈川県 雪印こどもの国牧場 経済 国際経済

神奈川県 平塚市博物館 経営 経営

神奈川県 川崎市立日本民家園 文 歴史

神奈川県 遊行寺宝物館 文 歴史

神奈川県 相模川ふれあい科学館 アクアリウムさがみはら 文 歴史

神奈川県 神奈川県立大船フラワーセンター 文 環境地理

神奈川県 シルク博物館 人間科 社会

甲
  信
  越

新潟県 新潟市歴史博物館（みなとぴあ） 文 歴史

新潟県 せきかわ歴史とみちの館 文 歴史

山梨県 山梨県立美術館 人間科 社会

東
　
海

静岡県 掛川市二の丸美術館 文 日本文学文化

静岡県 三島市郷土資料館 文 歴史

静岡県 静岡市立登呂博物館 人間科 心理

中
国 広島県 広島市江波山気象館 文 ジャーナリズム
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主な教員就職先一覧

就職
年度 卒業年・学部・学科 就　　　職　　　先 職　名 教　科

平
　
　
　
成
　
　
　
29
　
　
　
年
　
　
　
度

平23　経済・経済 川崎市教育委員会 専　　　任 全　　　科
平23　経済・経済 東京都教育委員会 期　限　付 全　　　科
平27　経済・経済 福井県立武生商業高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平28　経済・経済 市川市立第五中学校 専　　　任 社　　　会
平28　経済・経済 調布市立第三中学校 専　　　任 社　　　会
平28　経済・経済 神奈川県立商工高等学校 期　限　付 地理歴史・公民
平29　経済・経済 相模原市立東林中学校 専　　　任 社　　　会
平29　経済・経済 藤沢市立湘南台中学校 臨時的任用 社　　　会
平29　経済・経済 学校法人上野塾（東京実業高等学校） 非　常　勤 商　　　業
平22　経済・国際経済 北区立桐ケ丘中学校 専　　　任 社　　　会
平25　法・法律 足立区立東渕江小学校 専　　　任 全　　　科
平26　法・法律 川崎市教育委員会 専　　　任 社　　　会
平22　法・政治 学校法人八洲学園（福岡女子商業高等学校） 常　　　勤 商　　　業
平29　法・政治 静岡県立御殿場高等学校 専　　　任 公　　　民
平26　経営・経営 大磯町立大磯中学校 専　　　任 社　　　会
平29　経営・経営 岐阜市立岐阜商業高等学校 常　　　勤 商　　　業
平28　商・マーケティング 学校法人国際学園（星槎国際高等学校（湘南学習センター）） 常　　　勤 情　　　報
平29　商・マーケティング 学校法人調布学園（田園調布学園中等部・高等部） 専　　　任 情　　　報
平29　商・マーケティング 学校法人三島学園（東北生活文化大学高等学校） 常　　　勤 商　　　業
平29　商・会計 東京都立千早高等学校 専　　　任 商　　　業
平29　商・会計 神奈川県立厚木商業高等学校 専　　　任 商　　　業
平29　商・会計 茨城県立磯原郷英高等学校 常　　　勤 商　　　業
平23　文・日本語日本文 神奈川県教育委員会 専　　　任 全　　　科
平29　文・日本語 学校法人翔光学園（横浜創学館高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平29　文・日本語 船橋市立葛飾中学校 常　　　勤 国　　　語
平29　文・日本語 江戸川区立南葛西中学校 期　限　付 国　　　語
平29　文・日本語 学校法人松薫学園（焼津高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平29　文・日本語 神奈川県立磯子高等学校 臨時的任用 国　　　語
平29　文・日本語 南部町立南部中学校 期 間 採 用 国　　　語
平26　文・日本文学文化 菊池市立隈府小学校 専　　　任 全　　　科
平29　文・日本文学文化 神奈川県立新羽高等学校 臨時的任用 国　　　語
平29　文・日本文学文化 学校法人大谷学園（横浜隼人中学・高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平29　文・日本文学文化 長野県伊那北高等学校 専　　　任 国　　　語
平29　文・日本文学文化 神奈川県立白山高等学校 専　　　任 国　　　語
平29　文・日本文学文化 長野県諏訪実業高等学校 専　　　任 国　　　語
平25　文・英語英米文 神奈川県教育委員会 専　　　任 英　　　語
平27　文・英語英米文 さいたま市立原山中学校 専　　　任 英　　　語
平27　文・英語英米文 東京都立葛飾商業高等学校 専　　　任 英　　　語
平27　文・英語英米文 学校法人堀越学園（堀越高等学校） 専　　　任 英　　　語
平28　文・英語英米文 神奈川県立二宮高等学校 専　　　任 英　　　語
平28　文・英語英米文 学校法人日本体育大学（日本体育大学荏原高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平29　文・英語英米文 川崎市立高津中学校 臨時的任用 英　　　語
平29　文・英語英米文 大和市立上和田中学校 臨時的任用 英　　　語
平29　文・英語英米文 学校法人武陽学園（西武台新座中学校・西武台高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平29　文・哲 神奈川県立相模原総合高等学校 専　　　任 公　　　民
平26　文・歴史 千葉県立大網高等学校 常　　　勤 地理歴史・公民
平29　文・歴史 小千谷市立総合支援学校 常　　　勤 社会・地理歴史・公民
平29　文・歴史 学校法人東海大学（東海大学付属浦安高等学校・中等部） 特　　　任 社　　　会
平29　文・歴史 神奈川県立平塚湘風高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平29　文・歴史 藤沢市立大庭中学校 臨時的任用 特 別 支 援
平29　文・歴史 学校法人聖パウロ学園（聖パウロ学園高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
平29　文・歴史 学校法人総持学園（鶴見大学附属中学校・高等学校） 非　常　勤 社会・地理歴史・公民
平29　文・歴史 学校法人常葉学園（常葉学園橘中学校・高等学校） 常　　　勤 社会・地理歴史・公民
平29　文・歴史 学校法人明昭学園（岩倉高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
平29　文・歴史 神奈川県立伊勢原高等学校 臨時的任用 地 理 歴 史
平29　文・環境地理 美郷町立西郷中学校 常　　　勤 社　　　会
平29　文・環境地理 相模原市立大沢中学校 常　　　勤 社会・特別支援
平29　文・環境地理 江東区立数矢小学校 専　　　任 全　　　科
平29　文・人文・ジャーナリズム 山梨県立甲府昭和高等学校 専　　　任 公　　　民
平24　ネットワーク情報・ネットワーク情報 学校法人玉川学園（玉川学園中学部・高等部） 専　　　任 数　　　学
平29　ネットワーク情報・ネットワーク情報 茨城県立真壁高等学校 非　常　勤 数　　　学
平29　院文・修士 静岡県立御殿場南高等学校 専　　　任 国　　　語
平29　院文・修士 神奈川県立鶴見高等学校 臨時的任用 英　　　語

平
　
成
　
30
　
年
　
度

平25　経済・経済 練馬区立中村小学校 専　　　任 全　　　科
平28　経済・経済 横浜市立小坪小学校 専　　　任 全　　　科
平28　経済・経済 神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平30　経済・経済 藤沢市立秋葉台中学校 非　常　勤 社　　　会
平30　経済・経済 北九州市立木屋瀬小学校 常　　　勤 全　　　科
平30　経済・経済 学校法人昭和第一学園（昭和第一学園高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平26　法・法律 学校法人角川ドワンゴ学園（N高等学校） 専　　　任 地理歴史・公民
平26　法・法律 木更津市立馬来田小学校 専　　　任 全　　　科
平27　法・法律 山梨大学附属小学校 専　　　任 特 別 支 援
平28　法・政治 松戸市立第一中学校 専　　　任 社　　　会
平30　法・政治 東京都立新宿山吹高等学校 専　　　任 公　　　民
平30　法・政治 神奈川県立川崎高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平28　経営・経営 川崎市立高津中学校 専　　　任 社　　　会
平30　経営・経営 岐阜県立岐阜城北高等学校 常　　　勤 商　　　業
平30　経営・経営 神奈川県立小田原東高等学校 臨時的任用 商　　　業
平30　経営・経営 清川村立緑中学校 専　　　任 社　　　会
平27　商・マーケティング 西東京市立向台小学校 臨時的任用 全　　　科
平28　商・マーケティング 山梨県立塩山高等学校 専　　　任 商　　　業

平29　商・マーケティング
学校法人上野塾（東京実業高等学校） 
大田区立志茂田中学校 
目黒区立東山中学校

非　常　勤 社　　　会　　　　　　
公　　　民
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平
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平30　商・マーケティング 学校法人京華学園（京華商業高等学校） 非　常　勤 商　　　業
平30　商・マーケティング 学校法人安部学院（安部学院高等学校） 専　　　任 商　　　業
平30　商・会計 茨城県立土浦第三高等学校 専　　　任 商　　　業
平30　商・会計 岐阜県立岐阜各務野高等学校 常　　　勤 商　　　業
平22　文・日本語日本文 東京都教育委員会 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本語 新島村立式根島小学校 専　　　任 全　　　科
平28　文・日本語 綾瀬市立北の台中学校 専　　　任 国　　　語
平29　文・日本語 江戸川区立南葛西中学校 専　　　任 国　　　語
平30　文・日本語 学校法人高松学園（飯田女子高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平30　文・日本語 相模原市立東林中学校 非　常　勤 国　　　語
平30　文・日本語 学校法人武蔵野学院（武蔵野中学高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平30　文・日本語 神奈川県立伊勢原高等学校 期限付任用 国　　　語
平30　文・日本語 学校法人駿台甲府学園（駿台甲府学園中学校・高等学校） 期限付任用 国　　　語
平30　文・日本語 松田町立松田中学校 専　　　任 国　　　語
平30　文・日本語 千葉県立松戸馬橋高等学校 期限付任用 国　　　語
平30　文・日本語 多摩市立青陵中学校 臨時的任用 国　　　語
平30　文・日本文学文化 学校法人横浜学院（横浜女学院中学・高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平30　文・日本文学文化 埼玉県立小川高等学校 常　　　勤 国　　　語
平28　文・英語英米文 川崎市立大師中学校 専　　　任 英　　　語
平30　文・英語英米文 学校法人明星学園（浦和学院高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平30　文・英語英米文 横浜市立鶴見中学校 臨時的任用 英　　　語
平30　文・英語英米文 大田区立蓮沼中学校 臨時的任用 英　　　語
平30　文・英語英米文 横浜市立田奈中学校 臨時的任用 英　　　語
平30　文・英語英米文 学校法人タイケン国際学園（日本ウェルネス高等学校・東

京キャンパス） 専　　　任 英　　　語
平30　文・英語英米文 市原市立ちはら台西中学校 専　　　任 英　　　語
平30　文・英語英米文 神奈川県立綾瀬高等学校 専　　　任 英　　　語
平28　文・哲 新発田市立外ヶ輪小学校 専　　　任 全　　　科
平28　文・哲 新潟県立高田特別支援学校 専　　　任 社　　　会
平30　文・哲 常総市立菅生小学校 非　常　勤 全　　　科
平28　文・歴史 学校法人日本体育大学（日本体育大学柏高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平30　文・歴史 千葉県立八千代西高等学校 非　常　勤 地 理 歴 史
平30　文・歴史 学校法人富士学園（静岡県富士見高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
平30　文・歴史 学校法人世田谷学園（世田谷学園中学校・高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
平30　文・歴史 神奈川県立七里ガ浜高等学校 非　常　勤 地 理 歴 史
平30　文・歴史 東京文理学院高等部 非　常　勤 地理歴史・公民
平30　文・歴史 栃木県立鹿沼高等学校 非　常　勤 地 理 歴 史
平30　文・歴史 群馬県立館林商工高等学校 常　　　勤 地理歴史・公民
平30　文・歴史 江戸川区立瑞江中学校 専　　　任 社　　　会
平30　文・歴史 愛川町立愛川中原中学校 専　　　任 社　　　会
平30　文・環境地理 糸魚川市立糸魚川小学校 常　　　勤 全　　　科
平27　文・人文ジャーナリズム 川崎市立田島支援学校 桜校 専　　　任 特 別 支 援
平19　ネットワーク情報・ネットワーク情報 東京都教育委員会 専　　　任 数　　　学
平26　ネットワーク情報・ネットワーク情報 西伊豆町立西伊豆中学校 臨時的任用 数　　　学
平27　ネットワーク情報・ネットワーク情報 練馬区立大泉学園中学校 専　　　任 数　　　学
平29　ネットワーク情報・ネットワーク情報 学校法人大妻学院（大妻多摩中学高等学校） 非　常　勤 数　　　学
平30　ネットワーク情報・ネットワーク情報 山梨県教育委員会 期限付任用 数　　　学
平30　人間科・心理 香取市立栗源中学校 常　　　勤 社　　　会
平29　院文・修士 上田市立第六中学校 臨時的任用 国　　　語
平30　院文・修士 川崎市立京町中学校 非　常　勤 国　　　語
平30　院文・修士 福島県立磐城高等学校 常　　　勤 英　　　語
平29　院文・博士 学校法人成蹊学園（成蹊高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史

令
　
和
　
元
　
（
　
平
　
成
　
31
　
）
　
年
　
度

平28　経済・経済 神奈川県立生田高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平30　経済・経済 学校法人緑丘学園（水戸英宏小学校） 常　　　勤 全　　　科
平30　経済・経済 逗子市立沼間中学校 専　　　任 社　　　会
平31　経済・経済 神奈川県立釜利谷高等学校 非　常　勤 公　　　民
平31　経済・経済 藤沢市立白浜養護学校 常　　　勤 特 別 支 援
平31　経済・経済 江東区立元加賀小学校 臨時的任用 全　　　科
平28　経済・国際経済 学校法人小野学園（小野学園小学校） 専　　　任 全　　　科
平31　経済・国際経済 学校法人武蔵野学院（武蔵野中学高等学校） 専　　　任 社会・地理歴史・公民
平31　経済・国際経済 学校法人いわき秀英学園（いわき秀英中学校・高等学校） 常　　　勤 社会・地理歴史・公民
平17　法・法律 豊島区立南池袋小学校 専　　　任 全　　　科
平27　法・法律 埼玉県立秩父高等学校 専　　　任 公　　　民
平28　法・法律 船橋市立丸山小学校 専　　　任 全　　　科
平29　法・法律 江戸川区立小岩第五中学校 専　　　任 英　　　語
平31　法・法律 学校法人横浜商科大学高等学校（横浜商科大学高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
平31　法・法律 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平31　法・法律 神奈川県立大船高等学校 期　限　付 地 理 歴 史
平31　法・法律 中野区立江原小学校 専　　　任 全　　　科
平31　経営・経営 学校法人大分高等学校（大分高等学校） 非　常　勤 商　　　業
平31　経営・経営 中津川市立神坂中学校 専　　　任 社　　　会
平22　商・マーケティング 山口県立宇部商業高等学校 専　　　任 商　　　業
平27　商・マーケティング 市原市立若葉中学校 専　　　任 社　　　会
平27　商・マーケティング 西東京市立向台小学校 専　　　任 全　　　科
平29　商・マーケティング 大田区立志茂田中学校 非　常　勤 社　　　会
平30　商・マーケティング 大島町立第二中学校 専　　　任 体　　　育
平31　商・マーケティング 茨城県立石岡商業高等学校 非　常　勤 商　　　業
平31　商・マーケティング 川崎市立白鳥中学校 非　常　勤 社　　　会
平31　商・マーケティング 岐阜県立土岐商業高等学校 非　常　勤 商　　　業
平31　商・マーケティング 学校法人玉名学園（専修大学玉名高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
平31　商・マーケティング 学校法人安部学院（安部学院高等学校） 専　　　任 商　　　業
平24　商・会計 東京都立五日市高等学校 専　　　任 商　　　業
平31　商・会計 高知県立清水高等学校 常　　　勤 商　　　業

主な教員就職先一覧

デ
ー
タ
編

資格課程年報『パッソ ア パッソ』Vol.24/360



デ
ー
タ
編

資格課程年報『パッソ ア パッソ』Vol.24/3 61

主な教員就職先一覧

就職
年度 卒業年・学部・学科 就　　　職　　　先 職　名 教　科

令
　
　
和
　
　
元
　
　
（
　
　
平
　
　
成
　
　
31
　
　
）
　
　
年
　
　
度

平28　文・日本語 大和市立引地台中学校 専　　　任 国　　　語
平29　文・日本語 神奈川県立横浜明朋高等学校 専　　　任 国　　　語
平29　文・日本語 南アルプス市立白根御勅使中学校 専　　　任 国　　　語
平30　文・日本語 町田市立小山中学校 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本語 学校法人長野家政学園（長野女子高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平31　文・日本語 学校法人武蔵野学院（武蔵野中学高等学校） 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本語 学校法人白鵬女子学院（白鵬女子高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平31　文・日本語 神奈川県立横浜桜陽高等学校 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本語 埼玉県立朝霞高等学校（定時制） 専　　　任 国　　　語
平28　文・日本文学文化 川崎市立白鳥中学校 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本文学文化 学校法人瀧野川女子学園（瀧野川女子学園中学高等学校） 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本文学文化 学校法人明徳学園（相洋高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平31　文・日本文学文化 葉山町立葉山中学校 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本文学文化 常総市立水海道西中学校 常　　　勤 国　　　語
平27　文・英語英米文 学校法人立花学園（立花学園高等学校） 専　　　任 英　　　語
平29　文・英語英米文 大田区立清水窪小学校 専　　　任 全　　　科
平30　文・英語英米文 東京都教育委員会 専　　　任 英　　　語
平30　文・英語英米文 神奈川県立大井高等学校 専　　　任 英　　　語
平31　文・英語英米文 学校法人明星学園（浦和学院高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平31　文・英語英米文 神奈川県立弥栄高等学校 臨時的任用 英　　　語
平31　文・英語英米文 学校法人関東国際学園（関東国際高等学校） 常勤（期限付） 英　　　語
平31　文・英語英米文 学校法人東駿学園（御殿場西高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平31　文・英語英米文 神奈川県立城山高等学校 専　　　任 英　　　語
平30　文・哲 板橋区立富士見台小学校 専　　　任 全　　　科
平30　文・哲 坂東市立岩井第二小学校 専　　　任 全　　　科
平31　文・哲 渋谷区立千駄谷小学校 専　　　任 全　　　科
平31　文・哲 学校法人常磐大学（智学館中等教育学校） 常　　　勤 社会・地理歴史・公民
平31　文・哲 横浜市立浦島丘中学校 専　　　任 社　　　会
平29　文・歴史 千葉市立都賀中学校 専　　　任 社　　　会
平30　文・歴史 学校法人日本体育大学（日本体育大学荏原高等学校） 

学校法人戸坂学園（三田国際学園中学校） 非　常　勤 社会・地理歴史・公民
平30　文・歴史 千葉県立市川昴高等学校 非　常　勤 公　　　民
平31　文・歴史 東京都立足立特別支援学校 期　限　付 特 別 支 援
平31　文・歴史 横浜市立釜利谷中学校 専　　　任 社　　　会
平31　文・歴史 千葉県立津田沼高等学校 非　常　勤 地理歴史・公民
平31　文・歴史 射水市立新湊中学校 専　　　任 社　　　会
平31　文・歴史 豊橋市立高豊中学校 非　常　勤 社　　　会
平26　ネットワーク情報・ネットワーク情報 島田市立金谷中学校 専　　　任 数　　　学
平30　ネットワーク情報・ネットワーク情報 厚木市立清水小学校 臨時的任用 全　　　科
平31　院文・修士 学校法人芝浦工業大学（芝浦工業大学柏中学校・高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平31　院文・修士 学校法人光明学園（相模原高等学校） 専　　　任 英　　　語

令
　
　
和
　
　
2
　
　
年
　
　
度

令2　   経済・経済 長崎県立島原特別支援学校 非　常　勤 特 別 支 援
令2　   経済・経済 川崎市立生田中学校 常　　　勤 特 別 支 援
令2　   経済・国際経済 神奈川県立茅ケ崎西浜高等学校 非　常　勤 地 理 歴 史
平27　法・法律 山梨県立わかば支援学校 専　　　任 特 別 支 援
平30　法・法律 牛久市立ひたち野うしく中学校 専　　　任 社　　　会
平30　法・法律 あきる野市立増戸小学校 専　　　任 全　　　科
令2　   法・法律 熊谷市立三尻中学校 臨時的任用 社　　　会
令2　   法・法律 焼津市立小川中学校 非　常　勤 社　　　会
平29　法・政治 東京都立紅葉川高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
令2　   経営・経営 学校法人佼成学園（佼成学園女子中学高等学校） 専　　　任 情　　　報
平29　商・マーケティング 宮城県松島高等学校 専　　　任 商　　　業
平30　商・マーケティング 学校法人長野家政学園（長野女子高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
平31　商・マーケティング 川崎市立菅中学校 専　　　任 社　　　会
令2　   商・マーケティング 学校法人荒井学園（新川高等学校） 常　　　勤 公　　　民
令2　   商・マーケティング 山梨県立富士北稜高等学校 常　　　勤 商　　　業
令2　   商・マーケティング 学校法人九里学園（浦和実業学園高等学校） 非　常　勤 商　　　業
令2　   商・マーケティング 横浜市立いずみ野中学校 臨時的任用 特 別 支 援
平31　商・会計 高知県立大方高等学校 専　　　任 商　　　業
令2　   商・会計 千葉県立千葉商業高等学校 専　　　任 商　　　業
令2　   商・会計 埼玉県立幸手桜高等学校 専　　　任 商　　　業
平22　文・日本語日本文 神奈川県立秦野総合高等学校 専　　　任 保 健 体 育
令2　   文・日本語 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 国　　　語
令2　   文・日本語 学校法人横浜商科大学高等学校（横浜商科大学高等学校） 非　常　勤 国　　　語
令2　   文・日本語 川崎市立川崎高等学校 臨時的任用 国　　　語
令2　   文・日本語 学校法人東京女子学園（東京女子学園中学校・高等学校） 常　　　勤 国　　　語
令2　   文・日本語 四街道市立四街道中学校 専　　　任 国　　　語
令2　   文・日本文学文化 学校法人柏木学園（柏木学園高等学校） 常　　　勤 国　　　語
令2　   文・日本文学文化 横浜市立東山田中学校 専　　　任 国　　　語
令2　   文・日本文学文化 牧之原市立榛原中学校 専　　　任 国　　　語
令2　   文・日本文学文化 神奈川県立秦野曽屋高等学校 専　　　任 国　　　語
平31　文・英語英米文 神奈川県立橋本高等学校 専　　　任 英　　　語
令2　   文・英語英米文 八王子市立川口中学校 臨時的任用 英　　　語
令2　   文・英語英米文 学校法人愛国学園（愛国高等学校） 専　　　任 英　　　語
令2　   文・英語英米文 八王子市立宮上中学校 専　　　任 英　　　語
令2　   文・英語英米文 静岡県立御殿場高等学校 常　　　勤 英　　　語
令2　   文・英語英米文 学校法人武陽学園（西武台新座中学校・西武台高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平30　文・歴史 習志野市立第二中学校 専　　　任 社　　　会
平30　文・歴史 神奈川県立厚木商業高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平31　文・歴史 東京都立足立特別支援学校 専　　　任 特 別 支 援
令2　   文・歴史 学校法人沖永学園（帝京八王子中学校・高等学校） 専　　　任 社会・地理歴史・公民
令2　   文・歴史 学校法人國學院大學（國學院大學久我山中学高等学校） 非　常　勤 社会・地理歴史
令2　   文・歴史 富岡市立吉田小学校 常　　　勤 全　　　科
令2　   文・歴史 学校法人東海大学（東海大学付属静岡翔洋高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
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令2　   文・歴史 学校法人角川ドワンゴ学園（Ｎ高等学校） 専　　　任 地理歴史・公民
令2　   文・歴史 川島町立川島中学校 臨時的任用 社　　　会
令2　   文・歴史 裾野市立西中学校 常　　　勤 社　　　会
令2　   文・歴史 千葉市立小中台中学校 非　常　勤 特 別 支 援
令2　   文・歴史 千葉県立若松高等学校 常　　　勤 地 理 歴 史
平28　文・環境地理 伊勢崎市立赤堀中学校 専　　　任 社　　　会
平30　ネットワーク情報・ネットワーク情報 厚木市立清水小学校 専　　　任 全　　　科
令2　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 株式会社ウィザス （第一学院高等学校） 常　　　勤 情　　　報
令2　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 座間市立相模中学校 臨時的任用 数　　　学
令2　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 神奈川県立生田東高等学校 非　常　勤 情　　　報
令2　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 川崎市立総合科学高等学校（定時制） 臨時的任用 数　　　学
令2　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 魚沼市立魚沼北中学校 常　　　勤 数　　　学
平30　院文・修士 会津若松市立第五中学校 専　　　任 英　　　語
令2　   院文・修士 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 国　　　語
令2　   院文・修士 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 国　　　語

令
　
　
　
　
和
　
　
　
　
３
　
　
　
　
年
　
　
　
　
度

平29　経済・経済 神奈川県立白山高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平31　経済・経済 横須賀市立粟田小学校 専　　　任 全　　　科
平31　経済・経済 目黒区立油面小学校 専　　　任 全　　　科
令2　   経済・経済 鹿嶋市立大野中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   経済・経済 学校法人上田学園（上田西高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
令3　   経済・経済 川崎市立枡形中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   経済・経済 川崎市立はるひ野小学校 専　　　任 全　　　科
令3　   経済・経済 盛岡市立仙北中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   経済・経済 山梨県立上野原高等学校 非　常　勤 

（実習助手） 地理歴史・公民

令3　   経済・国際経済 学校法人三幸学園（飛鳥未来きずな高等学校　神戸キャン
パス） 常　　　勤 地理歴史・公民

令3　   経済・国際経済 学校法人明泉学園 （鶴川高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
令3　   経済・国際経済 学校法人常総学院（常総学院高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
平17　法・法律 神奈川県立津久井養護学校 専　　　任 特 別 支 援
平31　法・法律 神奈川県立永谷高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
令3　   法・法律 千葉県立京葉工業高等学校 専　　　任 地理歴史・公民
令3　   経営・経営 学校法人足利大学（足利大学附属高等学校） 非　常　勤 地理歴史・公民
平27　商・マーケティング 岐阜県立郡上北高等学校 専　　　任 商　　　業
令3　   商・マーケティング 静岡市立末広中学校 常　　　勤 社　　　会  
令3　   商・マーケティング 学校法人時任学園 （樟南第二高等学校） 常　　　勤 商　　　業
令2　   文・日本語 学校法人九里学園（浦和実業学園中学校・高等学校） 常　　　勤 国　　　語
令3　   文・日本語 藤沢市立御所見中学校 臨時的任用 国　　　語
令3　   文・日本語 学校法人九里学園（浦和実業学園高等学校 ） 常　　　勤 国　　　語
令3　   文・日本語 秩父市立高篠中学校 専　　　任 国　　　語
令3　   文・日本語 学校法人明徳学園（相洋高等学校） 非　常　勤 国　　　語
令3　   文・日本語 岡谷市立岡谷西部中学校 常　　　勤 国　　　語
令3　   文・日本語 長野県茅野高等学校 専　　　任 国　　　語
令3　   文・日本語 鴨川市立安房東中学校 専　　　任 国　　　語
平31　文・日本文学文化 筑西市立下館南中学校 専　　　任 国　　　語
令2　   文・日本文学文化 大阪市立加美中学校 専　　　任 国　　　語
令3　   文・日本文学文化 横浜市立橘中学校 専　　　任 国　　　語
令3　   文・日本文学文化 東京都教育委員会 専　　　任 国　　　語
令3　   文・日本文学文化 横浜市立東高等学校 専　　　任 国　　　語
令3　   文・日本文学文化 町田市立南中学校 産 休 代 替 国　　　語
平30　文・英語英米文 学校法人山形電波学園（創学館高等学校） 常　　　勤 英　　　語
令2　   文・英語英米文 目黒区立第七中学校 専　　　任 英　　　語
令3　   文・英語英米文 神奈川県立橋本高等学校 専　　　任 英　　　語
令3　   文・英語英米文 小金井市立南中学校 専　　　任 英　　　語
令3　   文・英語英米文 学校法人向上学園（向上高等学校） 常　　　勤 英　　　語
令3　   文・英語英米文 埼玉県立上尾橘高等学校 非　常　勤 英　　　語
平30　文・哲 相模原市立田名小学校 専　　　任 全　　　科
平31　文・哲 神奈川県立大和西高等学校 専　　　任 地理歴史・公民
平28　文・歴史 東京都立井草高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平31　文・歴史 佐倉市立西志津中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   文・歴史 学校法人土佐女子高等学校（土佐女子中学高等学校） 常　　　勤 社会・地理歴史
令3　   文・歴史 網走市立第一中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   文・歴史 山形県立遊佐高等学校 常　　　勤 地理歴史・公民
令3　   文・歴史 学校法人明泉学園 （鶴川高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
令3　   文・歴史 板橋区立西台中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   文・歴史 上越市立八千浦中学校 専　　　任 社　　　会
令3　   文・歴史 学校法人早稲田学園（わせがく高等学校 勝田台キャンパ 常　　　勤 地 理 歴 史
令3　   文・歴史 大田区立赤松小学校 そ　の　他 

（教員支援員）
令3　   文・歴史 八王子市立鑓水中学校 産 休 代 替 社　　　会
令3　   文・歴史 学校法人矢野学園（八王子実践高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
令3　   文・環境地理 青森県立北斗高等学校 非　常　勤 地理歴史・公民
平30　ネットワーク情報・ネットワーク情報 富士吉田市立富士見台中学校 専　　　任 数　　　学
令3　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 横須賀市立岩戸中学校 非　常　勤 特 別 支 援
令3　   ネットワーク情報・ネットワーク情報 平塚市立大住中学校 臨時的任用 数学・特別支援
令3　   人間科・社会 大田区立田園調布小学校 そ　の　他 

（学校特別支援員）
令3　   人間科・社会 相模原市立旭中学校 常　　　勤 社　　　会
令3　   人間科・社会 学校法人総持学園（鶴見大学附属中学校・高等学校） 非　常　勤 社会・地理歴史・
令3　   人間科・社会 島田市立六合中学校 常　　　勤 社　　　会
平29　院文・修士 学校法人堀井学園（横浜翠陵中学・高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平31　院文・修士 小金井市立緑中学校 専　　　任 英　　　語
平29　院文・博士 学校法人昭和学院（昭和学院秀英高等学校） 専　　　任 地 理 歴 史
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司書課程・司書教諭課程・学校司書課程主な就職先一覧

学芸員課程主な就職先一覧

勤　　　　　務　　　　　先
川口市立中央図書館 八街市立図書館（千葉県）
（株）図書館流通センター 藤沢市総合市民図書館（神奈川県）
日本獣医生命科学大学付属図書館 東京都立図書館
信州大学附属図書館 長岡市立中央図書館（新潟県）
大和市立図書館 埼玉県立高等学校図書館
武蔵大学図書館 国士舘大学鶴川図書館
東京大学法学部図書館 追手門学院大学附属図書館
日外アソシエーツ（株） 学校法人橘学苑（橘学苑中学校・高等学校）
見附市立図書館（新潟県） 相模原市立相模大野図書館（神奈川県）
ドルトン東京学園中等部・高等部ラーニングコモンズ 神奈川県立高等学校図書館
女子栄養大学図書館 横須賀市立中央図書館
公立はこだて未来大学情報ライブラリー （株）三省堂書店
東京医科大学図書館 神奈川県立図書館
杉並区中央図書館（東京都） 江東区立亀戸図書館
横浜市立図書館 横浜総合リハビリテーションセンター図書室
キハラ（株） 法政大学多摩図書館
専修大学図書館

勤　　　　　務　　　　　先
宮城県栗原市役所 逓信総合博物館
行田市郷土博物館 （財）山武郡市文化財センター
下妻市ふるさと博物館 （株）乃村工藝社
さいたま市浦和くらしの博物館民家園 調布市郷土博物館
行方市玉造公民館（資料館） 日本民藝館
野田市郷土博物館 東京国際美術館
東京都埋蔵文化財センター 町田市フォトサロン
すみだ郷土文化資料館 栃木県立博物館
群馬県埋蔵文化財調査センター 山梨県立考古博物館
町立湯河原美術館 福井県立歴史博物館
高山市立郷土館 新発田市教育委員会
国際航業株式会社 入間市郷土博物館
鳥羽水族館 静岡市立登呂博物館
秋田県埋蔵文化財センター 松戸市立博物館
埼玉県埋蔵文化財センター 箱根美術館
栃木県埋蔵文化財センター 大牟田市三池カルタ・歴史資料館
由利本荘市矢島郷土文化保存伝習施設 東京都教育委員会
富岡市立美術博物館　福沢一郎記念美術館 青森県教育委員会
（東京）電力館 高知県教育委員会
ＭＯＡ美術館 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター
九州国立博物館 八街市郷土資料館
高松市創造都市推進局文化財課 鳥取県教育委員会
臼杵市教育委員会 愛知県大口町歴史民俗資料館
飯田市教育委員会 新潟県教育委員会
佐渡市教育委員会 紅ミュージアム
（公財）メトロ文化財団 埼玉県立さきたま史跡の博物館
米沢市教育委員会 三重県教育委員会
宇都宮市教育委員会 鶴ヶ島市教育委員会
松本市教育委員会 ふじみ野市教育委員会
岡崎市教育委員会 太田市教育委員会
日野市郷土資料館 斎宮歴史博物館
石岡市教育委員会 石川県立美術館
狭山市教育委員会 日野市教育委員会
藤沢市生涯学習部郷土歴史課 国士舘大学国士舘史資料室
島根県教育委員会文化財課 横須賀市自然・人文博物館
専修大学大学史資料室 深谷市教育委員会
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課　程 教　　職　　課　　程
司　書　課　程 
学校司書課程

司書教諭課程 学　芸　員　課　程

月 行　　　　事
対  象 
年  次

行　　事
対  象 
年  次

行　　事
対  象 
年  次

行　　　　事
対  象 
年  次

 4 月

上　旬 
 
 
 
 

中　旬 
下　旬 

教職・司書・司書教諭・学校司書・学芸員課程履修ガイダンスおよび各種納金（全学年）※一部３月 
前期・通年科目履修登録および履修修正（全学年）

介護等の体験事前オリエ
ンテーション

3・4 

実習希望校との内諾交渉 
介護等の体験事前講習会 
教育実習事前ガイダンス

3 
3・4 
4 

 5 月

上　旬 
 

下　旬

教育実習 
（５月～11月） 
介護等の体験代替措置 
（５月中旬～９月中旬）

4 
 

3・4

 
 
博物館実習事前ガイダンス

 
 

3・4

 6 月

上　旬 
 

中　旬 
下　旬

教育実習登録ガイダンス 
教育実習内諾書の提出 
 
教員免許状一括申請ガイ
ダンス

3 
3 
 
4 
 

 
 
 
司書教諭修了証書
申請ガイダンス
（３年次までに司
書教諭の単位をす
べて修得した者）

 
 
 
4

 
 
博物館実習（館務実習） 
（６月～１２月）

 
 

3・4

 7 月 下　旬 前期試験（全学年）

 8 月
上　旬 
下　旬

夏期休暇（８月上旬～９月中旬） 
前期追試験（全学年）

9 月

中　旬 
下　旬

後期科目履修登録および履修修正（全学年）
教員免許状授与申請書確
認ガイダンス（オンライ
ン・郵送）

4 司書教諭修了証書
申請ガイダンス
（オンライン・郵
送） 
（4 年次で司書教
諭の科目を履修し
た者）

4 館務実習登録ガイダンス 
（第１回）（オンライン）

2・3

10月

上　旬 
 
 

下　旬

教職公開講座（オンライ
ン）

１～４  
 
 
図書館実習事前ガ
イダンス

 
 
 

3・4

11月

中　旬 
 
 
 

下　旬

 
 
 
 
図書館実習 
（11月～12月）

 
 
 
 

3・4

館務実習登録ガイダンス
（第２回） 
実習希望博物館との内諾交
渉

2・3 
 

2・3

12月

 1 月

中　旬 
 
 
 
 

下　旬

図書館実習報告会
（オンライン） 
司書課程就職（進
路）懇談会（オンラ
イン） 
学校司書課程講演
会・受講説明会
（オンライン）

1～4 
 

1～4 
 
 

1～4

後期試験（新型コロナウィルス感染症の影響により実施せず）

 2 月
中　旬 

下　旬

後期追試験（新型コロナウィルス感染症の影響により実施せず）

館務実習承諾書の提出 2・3

 3 月 22日 教員免許状の交付 4



令和 3 年度　教職相談実施結果 
 1．実施期間 
　　令和 3年 4月～令和4年 1月 
 
 2．実施日・担当者 
 
 
 
 
  
 3．実施結果 
　（１）齋藤　博志　商学部特任教授 
　　　①月別曜日別相談者数 
 
 
 
 

 
　　　　(　)内の人数はオンライン対応数　　＊印は金曜日に対応 
 
　　　②学部学科別相談者数 
 
 
 
 
 
 
 
　　　　(　)内の人数は実数 
 
　　　③相談者学年 

 
 
 

　　　④相談内容 
 

 
 
　　　⑤その他の主な内容 
　　　　・教員採用試験未受験、就職活動で内定も得ているが、教員になりたくなったため今後の進路について　 
　　　　・自己のメンタル面での不安から教員採用試験未受験、教育実習を経験して教師になりたいとの思いが強くなったため今後の進路について 
　　　　　（２件とも講師登録に向けての相談） 
　　　　・教員採用試験受験情報（受験先と履修との関係１年）　　・教職へ進むか否か（進路変更に関すること３年）　 
　　　　・教員採用試験に向けての学習計画について（３年）　　　・よこはま教育実践ボランティアについて（２年) 
　　　　　※相談内容の大別：論文指導１年～３年（１年・２年は基礎、３年は実践） 
　　　　・よこはま教育実践ボランティア志望理由の添削　　　　　・教員採用試験までの学習計画 
 
　　　⑥相談日数 
 
 
 
 

 
　　　　＊印は金曜日に対応 
 
　（２）嶺井　正也　専修大学名誉教授　　※福山文子経営学部准教授、真壁直人先生（仙台市立中学校長）と協働 
　　　①相談者数 
　　　　４月～８月　相談者数（延べ）　約50名 
　　　　　　　　　　在学生：４年生10名（経済学部経済学科、文学部日本語学科、日本文学文化学科、英語英米文学科、歴史学科、人間科学部社会学科） 
　　　　　　　　　　卒業生：４名（石巻専修大学及び他大学卒を含む） 
　　　　９月～１月　相談者数（延べ）　約60名 
　　　　　　　　　　在学生：４年生　  １名（文学部英語英米文学科） 
　　　　　　　　　　　　　　３年生　25名（経済学部経済学科、法学部法律学科、経営学部経営学科、商学部マーケティング学科、文学部日本語学科、 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  日本文学文化学科、英語英米文学科、歴史学科、人間科学部社会学科） 
　　　　　　　　　　卒業生：１名 
 
　　　②相談内容 
　　　　・一次試験対策 
　　　　・二次試験対策 
　　　　・Zoom学修会（面接対策を基本） 
 
　　　③相談日数 
　　　　４月～８月　計15回（４月３回、５月３回、６月３回、７月３回、８月３回） 
　　　　９月～１月　計11回（９月３回、10月２回、11月２回、12月２回、１月２回） 
　　　　　　　　　　一次試験・筆記試験問題の解答・採点　計18回 
 
　　　④その他 
　　　　　昨年度あたりから、メンバー同士で自主的に面接練習を行うようになり、そこに卒業生がアドバイスで参加するといういい活動が生まれているこ 
　　　　とを特筆しておきたい。 
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学部 経済 法 経営 商 文 ネットワーク情報 人間科 国際　　　 
コミュニケーション科目等 

履修生 合 計
学科 経済 現代 

経済
生活環 
境経済

国際 
経済 法律 政治 経営 マーケティング 会計 日本語日本文 学文化

英語 
英米文 哲 歴史 環境 

地理
人文・　　　 
ジャーナリズム ネットワーク情報 心理 社会 日本語

人数 1 
(1)

1 
(1)

0 
 

0 
 

10 
(7)

0 
 

0 2 
(2)

1 
(1)

0 14 
(6)

14 
(4)

6 
(2)

21 
(9)

2 
(2)

0 1 
(1)

0 1 
(1)

0 
 

1 
(1)

75 
(39)

一次試験対策 論作文対策 二次試験対策 志願書の書き方教職への心構え 教育実習 大学院進学 面接練習 その他 合 計
6 47 7 17 0 2 2 1 6 88

場　　所 担　当　者 相　　談　　日（ 4月 ～ 8 月） 相　　談　　日（ 9月～ 1 月）

生　　　　　田
齋藤　博志

月曜日　12：30～14：30（ 5 月オンライン） 月曜日  12：00～14：00（ 9/20～10/11、1月オンライン）
火曜日　10：45～12：00（ 5 月オンライン） 火曜日  10：45～12：00（ 9 月・10月・1月オンライン）

神田（前期のみ） 水曜日　12：00～14：00（4/28～6/16オンライン） 水曜日  12：00～14：00（オンライン）
オ ン ラ イ ン 嶺井　正也 希望者と相談の上決定 希望者と相談の上決定

場　所 曜日＼月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合 計

生　田
月曜日 3 　　 5 2(1) 　　 4 ― 　　 0 　　 1 6(3) 3(1) 　3(3) 27(  8)
火曜日 2 3(3) 　　 0 　　 1 　　1(1)＊ 　　 0 　　 0 　　 5 12(1) 　　 0 24(  5)

神　田 水曜日 7 2(2) 4(3) 1(1) ― 2(2) 1(1) 4(4) 2(2)　 1(1) 24(16)
合　　計 12 10(5) 6(4) 6(1) 1(1)  2(2) 2(1) 15(7) 17(4) 4(4) 75(29)

学　年 １　年 ２　年 ３　年 ４　年 科目等履修生 合　計
人　数 10 4 34 26 1 75

場　所 曜日＼月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 合 計

生　田
月曜日 2    5    4 2 ― 2    4    5    3 1 28
火曜日 2    4    4 3 1＊ 2    4    4    3 2 29

神　田 水曜日 2    3    5 3 ― 2    4    3    4 2 28
合　　計 6 12 13 8 1 6 12 12 10 5 85



令和３年度　教員採用試験対策特別講義実施結果

・願書（面接票）作成講座

・教員採用試験二次試験対策特別講義

・教員採用試験対策特別講義
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実  施  日
第 1回 
令和 3年 4月 12日（月） 
　 10：30 ～ 12：00

第 2回 
令和 3年 7月 13日（火） 
　 10：45 ～ 12：00

第 3回 
令和 3年 7月 20日（火）　 
　 13：30 ～ 15：00

実施場所 専修大学生田校舎 
　 4 号館 2階　428教室

専修大学生田校舎 
　 4 号館 2階　423教室

専修大学神田校舎 
　 10 号館 11階　10115教室

対  象  者 今年度（令和3（2021）年度）教員採用試
験受験者（私学受験者、卒業生も受講可）

今年度（令和3（2021）年度）教員採用試
験受験者（私学受験者、卒業生も受講可）

今年度（令和3（2021）年度）教員採用試
験受験者（私学受験者、卒業生も受講可）

担当講師 齋藤　博志 商学部特任教授 齋藤　博志 商学部特任教授 齋藤　博志 商学部特任教授

内　　容 （1）面接票、指導案等の作成指導 
（2）二次試験に臨む上での心構え

（1）面接票、指導案等の作成指導 
（2）二次試験に臨む上での心構え

（1）面接票、指導案等の作成指導 
（2）二次試験に臨む上での心構え

持  ち  物
各自該当するものを当日持参 
二次試験当日に教育委員会に提出する面接
票、指導案等

各自該当するものを当日持参 
二次試験当日に教育委員会に提出する面接
票、指導案等

各自該当するものを当日持参 
二次試験当日に教育委員会に提出する面接
票、指導案等

参  加  者  13 名（内卒業生0名）  3 名（内卒業生0名）  5 名（内卒業生0名）

主　　催 教職課程協議会・エクステンションセンター 教職課程協議会・エクステンションセンター 教職課程協議会・エクステンションセンター

実  施  日
第 1回 
令和 3年 8月 2日（月） 
　 10：00～15：30

第 2回 
令和 3年 8月 4日（水） 
　 10：00～15：30

第 3回 
令和 3年 8月 5日（木） 
　 11：00～16：00

第 4回 
令和 3年 8月 18日（水） 
　 10：00～12：30

実施場所
専修大学生田校舎　4号館 2階 
　 420教室・426教室・ 
　 427教室・428教室・ 
　 429教室

専修大学生田校舎　4号館 2階 
　 420教室・426教室・ 
　 427教室・428教室・ 
　 429教室

専修大学サテライトキャンパス

Google Classroom 
（新型コロナウイルス感染症が
全国的に拡大していたため対面
での講義は中止、オンラインで
実施）

対  象  者
今年度（令和3（2021）年度）
教員採用試験受験者 
（私学受験者、卒業生も受講可）

今年度（令和3（2021）年度）
教員採用試験受験者 
（私学受験者、卒業生も受講可）

今年度（令和3（2021）年度）
教員採用試験受験者 
（教員採用試験対策講座受講生
以外および卒業生も受講可）

今年度（令和3（2021）年度）
教員採用試験受験者 
（私学受験者、卒業生も受講可）

担当講師

①齋藤　博志　商学部特任教授 
②角田真紀子　経済学部准教授 
③望月　俊男　ネットワーク情 
　　　　　　　報学部准教授 
④神山　安弘　文学部客員教授

①齋藤　博志　商学部特任教授 
②森田　司郎　法学部教授 
③福山　文子　経営学部准教授 
④神山　安弘　文学部客員教授 

①長船　孝明　経済学部兼任講 
　師（昭和 53 年　商学部会計 
　学科卒） 
　（元東京都立荒川商業高等学 
　校校長） 
②矢吹　芳洋　経済学部教授 
③中野　育男　商学部教授

齋藤　博志　商学部特任教授

内　　容

（1）面接票、指導案等の作成指 
　　導 
（2）個人面接、集団面接、集団 
　　討論、集団協議、場面指導、 
　　模擬授業

（1）面接票、指導案等の作成指 
　　導 
（2）個人面接、集団面接、集団 
　　討論、集団協議、場面指導、 
　　模擬授業

（1）主に東京都の教育に求めら 
　　れる教師像など簡単な講義 
　　（東京、千葉、神奈川、埼 
　　玉の二次試験のポイント、 
　　評価方法等） 
（2）個別指導（主に個人面談）

（1）個人面接 
（2）集団面接、集団討論、場面 
　　指導、模擬授業

提  出  物
各自該当するものを当日持参 
二次試験当日に教育委員会に提
出する面接票、指導案等

各自該当するものを当日持参 
二次試験当日に教育委員会に提
出する面接票、指導案等

　特になし
各自該当するものを当日持参 
二次試験当日に教育委員会に提
出する面接票、指導案等

参  加  者  20 名（内卒業生1名）  17名（内卒業生1名）  8 名（内卒業生2名）  2 名（内卒業生0名）

主　　催 教職課程協議会・ 
エクステンションセンター

教職課程協議会・ 
エクステンションセンター

エクステンションセンター・ 
教職課程協議会

教職課程協議会・ 
エクステンションセンター

実  施  日
第 1回 
令和 3年 7月 10日（土） 
　 10：00～12：30

第 2回 
令和 3年 11月 27日（土） 
　 13：30～16：00

実施場所 専修大学生田校舎 
　 1 号館 2階　122教室

専修大学生田校舎 
　 1 号館 2階　124教室

対  象  者
来年度（令和4（2022）年度）教員採用試験受験予定者 
 1 年次～4年次 
（教員採用試験対策講座受講生以外および卒業生も受講可）

教員採用試験受験予定者　1年次～4年次 
（教員採用試験対策講座受講生以外および卒業生も受講可）

担当講師
伊藤　雅夫先生（昭和54年 経済学部経済学科卒） 
　江東区教育委員会ブリッジスクール 
　（元江東区立第二砂町中学校校長）

ＴＡＣ講師 
　高橋　俊明　氏（ＴＡＣ教員講座　講師） 
令和 3（2021）年度教員採用試験最終試験合格者 
　①増田　翔斗（東京都教育委員会　中学校社会・高等学校公民他　 
　　　　　　　　経済学部経済学科4年） 
　②細谷　将汰（千葉県・千葉市教育委員会　中学・高等学校英語 
　　　　　　　　文学部英語英米文学科４年） 

内　　容
（1）自己紹介および現在の学校現場について 
（2）求められる教師像（役職の立場から思うこと） 
（3）人物試験（二次試験）の学習の仕方とその実際

（1）ＴＡＣ講師から各教育委員会の教員採用試験の概要説明 
（2）令和 3（2021）年度教員採用試験最終試験合格者の体験談 
　　および質疑応答（司会：森田　司郎 法学部教授）

参  加  者 21名（内卒業生0名） 30名（内卒業生0名）

主　　催 エクステンションセンター・教職課程協議会 エクステンションセンター・教職課程協議会



時    間 内        容 形　態

第１部 
 

14：00 
 

16：00

14：00～14：05 全体のスケジュール確認および講師紹介 Google Meet

14：05～14：50 
　　　　　（45分）

－今の教育現場について－

国　　語　　大　川　美　咲　先生 Google Meet

英　　語　　平　敷　成　美　先生 Google Meet

社　　会　　安　達　千　里　先生 
公民・地歴　　佐　藤　萌　実　先生 Google Meet

商　　業　　松　田　尚　之　先生 Google Meet

数学・情報　　横　山　　　哲　先生 Google Meet

小  学  校　　森　下　華　帆　先生 
小  学  校　　川　上　翔　大　先生 Google Meet

14：50～15：15 休憩

15：15～16：00 
　　　　　（45分）

－現職教員とのディスカッション－

国　　語　　大　川　美　咲　先生 Google Meet

英　　語　　平　敷　成　美　先生 Google Meet

社　　会　　安　達　千　里　先生 
公民・地歴　　佐　藤　萌　実　先生 Google Meet

商　　業　　松　田　尚　之　先生 Google Meet

数学・情報　　横　山　　　哲　先生 Google Meet

小  学  校　　森　下　華　帆　先生 
小  学  校　　川　上　翔　大　先生 Google Meet

第２部  
16：00 
 

17：10

16：00～16：10 休憩

16：10～17：10 
　　　　　（60分）

－求められる教師像－ 
仙台市立住吉台中学校 
校　　長　　真　壁　直　人　先生

Google Meet
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令和 3 年度  教職公開講座開催結果

 1 ．開  催  日　　令和3年 10月 2日（土） 
 2 ．時　　間　　 14時 00分 ～ 17 時 10分 
 3 ．開催形態　　 Google Classroom「 2021教職公開講座」およびGoogle Meet によるオンライン開催 
 4 ．参加人数　　第1部：253名　　第2部：242名 
 5 ．内　　容 
　　（ 1 ）今の教育現場について、現職教員とのディスカッション（専修大学ＯＢ・ＯＧ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　（ 2 ）求められる教師像 
 
 
　　（３）タイムテーブル

講　師 仙台市立住吉台中学校長　真壁　直人 先生（昭和61年 3月　経済学部　経済学科　卒業）

〜

〜

講　　　　　　　師 
（卒業年・学部・学科） 勤　　務　　先 科  目

大　川　美　咲　先生 
（令和 2年 3月　文学部　日本文学文化学科　卒業） 神奈川県立秦野曽屋高等学校 国　語

平　敷　成　美　先生 
（平成 28年 3月　文学部　英語英米文学科　卒業） 那覇市立上山中学校 英　語

安　達　千　里　先生 
（平成 31年 3月　文学部　歴史学科　卒業） 射水市立射北中学校 社　会

佐　藤　萌　実　先生 
（平成 31年 3月　文学部　哲学科　卒業） 神奈川県立大和西高等学校 公　民

松　田　尚　之　先生 
（平成 27年 3月　商学部　マーケティング学科　卒業） 岐阜県立郡上北高等学校 商　業

横　山　　　哲　先生 
（平成 24年 3月　ネットワーク情報学部　ネットワーク情報学科　卒業） 玉川学園中等部 数　学

森　下　華　帆　先生 
（平成 31年 3月　文学部　哲学科　卒業） 渋谷区立千駄谷小学校

小学校川　上　翔　大　先生 
（令和 3年 3月　経済学部　経済学科　卒業） 川崎市立はるひ野小学校
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令和 3 年度　司書課程図書館実習報告会開催結果

開  催  日　　令和 4 年 1 月 17  日（月） 
時　　間　　16：30 ～ 17：00  
開催形態　　Google Meet によるオンライン開催 
参加人数　　17 名 
内　　容：今年度、専修大学図書館で 5 日間の図書館実習を行った 2 名の学生が、それぞれ作成した 
　　　　　PowerPoint のスライドに沿って、実習期間中に経験した業務の概要（テーマ展示、神田キャン 
　　　　　パスのKnowledge Base における ICタグシステムや自動貸出機、貴重書室の見学、レファレン 
　　　　　スや装備など）や全体を通しての感想を報告した。参加者からの「最も印象に残ったことはなに 
　　　　　か」「司書課程の授業で学んだ内容の何が役に立ったか」などの質問に対する回答からも、忙しい 
　　　　　中にも充実した実習であった様子が伺われた。 

令和 3 年度　司書課程就職（進路）懇談会開催結果

開  催  日　　令和 4 年 1 月 17 日（月） 
時　　間　　17：10 ～ 18：10  
開催形態　　Google Meet によるオンライン開催 
参加人数　　18 名 
内　　容：横浜市教育委員会に勤務されている神谷知栄氏に、図書館への就職を志すきっかけ、採用試験の 
　　　　　経験、地域図書館と中央図書館での業務内容、そして、現在の教育委員会事務局での業務につい 
　　　　　て、苦労したことや、やりがいなどを含めてお話しいただいた。質疑応答の際には参加者からの 
　　　　　「採用試験に向けてどのような準備をしたか」「自身の関心のあるテーマについて、イベント等を 
　　　　　企画・実施することは可能か」「配属先や異動先はどのように決まるのか（希望は出せるのか）」 
　　　　　などの質問に対して、丁寧に回答していただいた。（本号の「卒業生から」には、上記の内容の一 
　　　　　部が記されている。） 

令和 3 年度　学校司書課程講演会・受講説明会開催結果

開  催  日　　令和 4 年 1 月 24 日（月） 
時　　間　　18：00 ～ 20：00 
開催形態　　Zoom によるオンライン開催 
講　　師　　小林隆志（鳥取県立図書館長） 
情報提供　　野口武悟（専修大学文学部教授） 
受講説明　　荻原幸子（専修大学経営学部教授） 
参加人数　　88名 
内　　容：小林隆志館長からは、「鳥取県立図書館　学校図書館支援の取組～つなげる・ひろげる・そだてる 
　　　　　学校図書館を目指して～」というテーマのもとに、鳥取県立図書館に設置された「学校図書館支 
　　　　　援センター」における「とっとり学校図書館活用教育推進ビジョン」、「授業活用見本図書（選定 
　　　　　用セット）」や新刊見本児童図書の貸出、小中高等学校の学校司書・司書教諭・教員を対象とした 
　　　　　研修の実施、特別支援学校に対する支援（セット本の貸出など）や関係者による研究会の発足に 
　　　　　ついて、及び、全国に先駆けて「読書バリアフリー計画」が策定されたことなど、豊富な内容で 
　　　　　ご講演いただいた。質疑応答では参加者から「市町村の教育委員会に対して、どのような働きか 
　　　　　けが効果的か」「小学校から中学校、中学校から高校に引き継ぐような取組みはあるか」「電子書 
　　　　　籍を学校に導入する構想はあるか」「学校司書に求められる資質はなにか」などの質問が出され 
　　　　　た。続いて、野口武悟教授が学校図書館に関する近年の文部科学省の政策動向を説明し、最後に 
　　　　　荻原幸子教授が、専修大学における科目等履修生制度を紹介した。全国各地の学校司書、司書教 
　　　　　諭をはじめ、公共図書館で働く方々や本学の学生も参加し、滞りなく終了した。 



令和3年度　学芸員課程　「博物館実習(学内)」の展示実習報告
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展示プランの話し合い（前期） 展示作業（後期） 授業内での見学（博物館展示論）

　生田校舎 2号館の博物館実習室・展示実習室を活用し、学内実習授業の一環として、平成 29 年度より実
習生による展示実習および展示の一般公開を行なっている。令和 3年度は、感染症拡大防止対策のなかで例
年のように一般公開はできなかったが、下記の日程で授業の復習も含めた実践的な展示実習を行なった。ま
た「博物館展示論」（後期）を履修している学生（履修者49名）に、密を避けグループ分けをしながら、12
月 18日 3限の授業内で見学の課題に取り組んでもらった。 
 
前期：令和3年 6月 25日・7月 2・3・10・16・17日　1限・2限 
　・テーマ：「前期の博物館実習で学んだこと」 
　・履修者24名 
後期：令和3年 12月 3・4・10・11・17・18日　1限・2限 
　・テーマ：「学芸員課程、博物館実習で学んだこと」 
　・履修者23名

日　　付 事　　項 開催形態 参加者
令和3年 
 5 月 8 日 令和 3年度 全国大学博物館学講座協議会 全国委員会 オンライン 職員1名

 5 月 16日 関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会2021年度定期総会、東京地区教職課程
研究連絡協議会との合同研究大会 オンライン 教員1名 

職員 1名

 5 月 22日 全国私立大学教職課程協会　2021年度定時社員総会・第40回研究大会 オンライン 教員1名 
職員 1名

 6 月 11日 令和 3年度 スクールライフサポーター派遣事業連絡会議 オンライン 職員2名

 6 月 12日 令和 3年度 全国大学博物館学講座協議会全国大会（神奈川県教育委員会） オンライン 教員1名 
職員 1名

 6 月 25日 令和 3年度 第 1回横浜市 大学連携・協働協議会（横浜市教育委員会） オンライン 教員1名 
職員 1名

 6 月 26日 令和 3年度 都内私立大学教職課程事務担当者懇談会研究会 オンライン 職員8名
 6 月 26日 2021年度第 1回 京都地区私立大学教職課程研究連絡協議会教員免許事務勉強会 オンライン 職員1名
 7 月 10日 大学教務実践研究会セミナー 教務系職員初任者向け講習会 オンライン 職員3名

 7 月 18日 関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会2021年度第 1回研究部総会、第1回
研究部会および第1回研究懇話会 オンライン 教員1名

 9 月 10日 令和 3年度 教職課程認定基準等の改正に関する事務担当者説明会（文部科学省） オンライン 教員2名 
職員 3名

10月 2 日 2021年度第 2回 京都地区私立大学教職課程研究連絡協議会教員免許事務勉強会 オンライン 職員1名
10月 23日 第 57回（令和3年度） 都内私立大学教職課程事務担当者懇談会総会 オンライン 職員7名
10月 23日 大学教務実践研究会セミナー 教務系事務部門リーダー講習会 オンライン 職員1名

11月 27日 全国私立大学教職課程協会　2021年度研究交流集会 オンライン 教員1名 
職員 4名

12月 4 日 2021年度第 3回 京都地区私立大学教職課程研究連絡協議会教員免許事務勉強会 オンライン 職員3名
12月 11日 大学教務実践研究会 第 9回大会 オンライン 職員1名

12月 11日 令和 3年度 全国大学博物館学講座協議会東日本部会総会 オンライン 教員1名 
職員 1名

12月 11日 関東地区私立大学教職課程研究連絡協議会 2021年度第 2回研究懇話会 オンライン 教員1名
12月 17日 令和３年度 教職課程認定等に関する事務担当者説明会（文部科学省） オンライン 職員4名
令和 4年 
 2 月 12日 大学教務実践研究会 教員免許事務担当者講習会 オンライン 職員1名

 2 月 26日 令和２年度 神奈川・山梨地区私立大学教職課程研究連絡協議会 オンライン 教員1名 
職員 4名

令和3年度　資格課程活動報告
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令和 3 年度　資格課程教員紹介

《教職》

《司書・司書教諭・学校司書》

《学芸員》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目
経済学部 教授 矢吹　芳洋 社会科・公民科教育法１・２
経済学部 准教授 角田真紀子 教育相談の理論と方法
法 学 部 教授 森田　司郎 教育課程論
法 学 部 准教授 大西楠テア 法律学ａ・ｂ
法 学 部 准教授 加藤　雄三 法律学ａ・ｂ
経営学部 准教授 福山　文子 公教育制度論
商 学 部 教授 佐藤　由美 社会科・地歴科教育法１・２
商 学 部 教授 中野　育男 商業科教育法１・２
商 学 部 特任教授 齋藤　博志 教職実践演習（中・高）
文 学 部 教授 赤坂　郁美 自然地理学概論ｂ
文 学 部 教授 今井　　上 日本文学通史 a
文 学 部 教授 江崎　雄治 人文地理学概論ｂ
文 学 部 教授 片桐　一彦 英語科教育法１・２
文 学 部 教授 苅谷　愛彦 自然地理学概論ａ
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所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目
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所属学部 職　　名 氏　名 主要な担当科目
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所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目
経営学部 教授 内田　欽三 博物館概論
文 学 部 教授 高島　裕之 博物館実習
経営学部 兼任講師 水本　和美 博物館資料保存論
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　令和 3年度専修大学資格課程年報『パッソ　ア　パッソ』Vol.24 をお届けします。この年報は、学
生のみなさんの資格課程での学びをサポートするツールです。資格課程をともに学ぶ学生の教員採用試
験や実習の体験記、現場で活躍されている卒業生からのメッセージやアドバイスは、学修を進めるうえ
で、そしてこれからの進路を考えるうえでの大きなヒントをみなさんに与えてくれることと思います。
「パッソ　ア　パッソ」は、イタリア語で「一歩ずつ」という意味を持ちます。地道に努力しながら一
歩ずつ前に進んでいる学生のみなさんを応援する意味を込めて名付けています。 
　さて、令和 3年度（2021 年度）も、前年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を
取りながらの授業運営となりました。「オンライン授業」という言葉も、この 2年のうちに、もはや当
たり前に使われるようになりました。With コロナは、学生のみなさんに多くの我慢を強いていますが、
一方で、大学のDX（デジタルトランスフォーメーション）を促進した側面もあるように思います。 
　このことは、初等・中等教育の現場においても同様でしょうし、図書館や博物館の現場においても、
電子図書館やデジタルミュージアムへの関心が高まっています。資格課程で学ぶみなさんは、それぞれ
の現場におけるWith コロナの実践をどう捉えているでしょうか。もちろん、課題も多々ありますが、
After コロナにつながるような新たな取り組みや試みにもぜひ注目してもらいたいと思います。それを
掴むヒントが、この年報の各記事のなかにたくさん盛り込まれています。ぜひ読み取ってください。
After コロナ時代の初等・中等教育、図書館、博物館を担っていくのはみなさんなのですから。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員長 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口　武悟 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集委員 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢吹　芳洋 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　由美 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松尾　　治 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　欽三
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